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    ウィル　Will


    十八歳。武装郵便屋「蝶と鯱」を経営する。


    



    ジェシカ　Jessica


    半人半妖の少女。十六歳。絶対言語という霧鍵式を超越した力を振るう。


    



    イスカ　Isca


    十七歳。ティエラの少女。学生。両親がおらず施設で育つ。
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    「夜姫」と呼ばれる現代最強の霧鍵士。「蝶と鯱」の得意客。
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    ティエラ解放軍のリーダー。


    



    ノイ　Neu


    アルトに容姿のよく似た、ソルダードの女兵士。


    



    レン　Len


    〈七つの鍵〉である《フェンリル》を操る。現在は〈渡り鳥〉見習い。


    



    シュネー　Schnee


    白い服と日傘の少女。ヒルダとの因縁を持つ。


    



    ポールマン　Pohlmann


    「傀く儡ぐつ師し」の名で呼ばれる霧鍵士。ウィルたちを裏切った過去がある。


    



    ハイリッヒ　Heilich


    ティエラで出会った神父を名乗る謎の男。駄目な酒飲み。


    



    ザックス　Sachs


    組織〈七つの鍵〉の一員。炎の槍《レーヴァティン》を持つ。


    



    ビルギット　Birgid


    ウィルの元・仲間。現在は〈七つの鍵〉の一員。

  


  
    プロローグ


    



    「お前は一体、なんなんだ……？」


    



    　神父の姿をした〝なにか〟に、ウィルは銃じゆう機き槍そうを構えて問う。


    　ほんの数秒前まで、空はわずかに裂さけて朝陽のカーテンを見せてくれた。


    　それが今は、再び分厚い雲に覆おおわれてしまっていた。あたかも、ここで一つの希望が潰ついえたことを表すように。


    　絶え間なく降り続ける雪に、周囲の色はまだらな灰色に塗り潰つぶされている。まだ蒸気の熱を持っている列車さえ、早くも綿わたのような白をかぶっていた。


    　そこは廃はい墟きよだ。


    　かつては威圧的に聳そびえていたはずの外壁は打ち砕かれ、その残ざん骸がいの向こうに壊れた街並みが広がっている。今さらながら、列車が廃墟の外で停車しているのは線路がここで途切れているからだとわかった。


    　長い間降り積もった雪はすでに氷となり、崩れた外壁さえも凍りつかせている。


    　そんな雪に溶けるように、たった今一人の女性が消えてなくなったのだ。


    　道を誤りはしたが、引き返せたかもしれない人だった。


    　そんな彼女を救おうと手を伸ばした少女が、放心したようにへたり込んでいた。


    　女性を殺した神父の形のそれは、肩を竦すくめる。


    「《エインヘリヤル》と名乗ったはずだがね？　郵便屋は手紙を届けるのは得意でも、人の話を聞くのは苦手かな？」


    　ギリッと、ウィルは歯を食い縛しばる。


    「そうだな。あんたが何者かなんて、どうでもいいことだ。あんたが誰だろうと、俺はただ、ぶちのめすだけなんだから」


    「ははっ、私を倒す？　郵便屋はユーモアに富んでいて素晴らしいな──おおっと」


    《エインヘリヤル》の言葉を無視して、ウィルは斬りかかっていた。


    　一撃はヒラリと躱かわされてしまうが、それとは別にウィルは眉を顰ひそめていた。


    　──なんだこいつ。口調が変わってきてる……？


    　神父の方も、何かを確かめるように手を握っては開く。


    「ふむ。だいぶ、馴な染じんできたようだ。これなら、君を相手にもまともに戦えそうだな」


    　そう言って、手に二に挺ちようの拳銃を握る。


    　──時間をかけるのは、危険だ。


    　そう直感して、ウィルは再び斬りかかった。


    「はは、手合わせ願おうか！」


    　銃じゆう機き槍そうの刃が拳銃で受け止められ、そしてもう一方の銃口が向けられる。


    　──戦い方は、ハイリッヒさんと同じか。


    　銃機槍を捻ひねり、銃身で神父の拳銃を捌さばきながら、体の後ろを回して再び銃機槍の切っ先を突き入れる。


    　そうして二度、三度と打ち合ったときだった。


    「まったく腹が立つねえ。郵便屋、君の戦い方は〝奴〟とまるで同じじゃないか。技だけじゃあない。顔つきも奴の若い頃にそっくりだ」


    「奴……？」


    　なんの話かと眉を顰ひそめると、《エインヘリヤル》が虹色の瞳を輝かせる。


    「はははっ、無知とは羨うらやましいものだね。君は裏切り者なのだよ」


    　ウィルは小さく息を呑のんだ。


    　──こいつ、何を言っている……？


    　戯ざれ言ごとと一いつ蹴しゆうするには、不気味な自信のこもった言葉だった。


    　一瞬ではあるが、ウィルは戸惑ってしまった。わずかな隙すきに重たい蹴けりが脇腹を捉とらえ、堪たまらず吹き飛ばされる。なんとか着地はしたものの、大きく姿勢を崩してしまう。


    　そこに、神父が銃口を向けた。


    「隙ができたぞ、郵便屋──っ？」


    　勝利の笑みを浮かべる《エインヘリヤル》に、幾筋もの[image: ]いばらが襲おそいかかる。


    



    「──あなたは〈封書〉を踏ふみ躙にじった。万死に値する」


    



    　淡い紫の瞳に苛か烈れつな怒りを宿し、金色の髪をした少女が[image: ]の鞭むちを振るっていた。


    「ジェシカ、霧む鍵げん式しきは使うな！」


    　この地に彼女の力の源である〈霧〉は存在しない。


    　ここに来るまでも、高所恐怖症を堪え、自身の技量の限界を超えるような空戦を潜くぐり抜けてきたのだ。今、霧鍵式を使うことは命に関わる。


    　もともと白い顔色が、今は完全に青ざめている。温かな航空服に身を包んでも顎あごが震ふるえているのがわかる。


    　それでもジェシカは[image: ]を振るう。


    　鞭の先端は音速を超える。バンッと空気の壁を突き破る音を残して、刃やいばのような鞭べん撃げきが《エインヘリヤル》を打ち据えた。


    　これには避よけることも防ぐこともできず、神父の体が一歩二歩と後あと退ずさる。


    　──駄目だ、聞こえてない。


    　ウィルとジェシカは〈渡り鳥〉だ。〈封書〉と呼ばれる、人の記憶を込めた手紙を運ぶ武装郵便屋だ。


    　配達のため──ただそのためだけに、この死と自由に満ちた空を渡るのだ。


    　その〈封書〉を届けた相手を、外ほかならぬ送り主が殺したのだ。


    〈封書〉に対して──〈渡り鳥〉に対して──これ以上の侮ぶ辱じよくはない。


    　ジェシカの怒りがわかるから、ウィルもそれを止めることができなかった。


    　代わりに──


    「お前さ、誰の相手をしてるつもりだ？」


    《エインヘリヤル》の背後に、ウィルは滑り込んでいた。


    　──ジェシカを止めるには、さっさとこいつを倒すしかない。


    　前方からはジェシカの鞭むち。後ろにはウィル。《エインヘリヤル》も、さすがに顔を引きつらせた。


    　神父は銃口をウィルに向けるが──


    「──遅おせえよ」


    　銃じゆう機き槍そうが、その腕を斬り落としていた。


    　残った腕にジェシカの[image: ]いばらが絡みつき、地面へと引きずり倒される。


    　そして、そこにいくつもの銃口が突きつけられた。


    　アルトに追従してきた、解放軍のメンバーたちだった。あまりの出来事に呆ぼう然ぜんとしていたが、怒りと共に我に返ったらしい。


    「ぐっ、は……酷ひどいことを、するな」


    　うつぶせに倒れた《エインヘリヤル》の腕から、血は流れていなかった。


    「霧む鍵げん式しきだっていうのは本当みたいだな。あんたがハイリッヒさんなのか別人なのか、それは俺にはわからねえけど、あんたのしたことは許されない」


    　アルトが倒れていた場所には、わずかに赤い染みが残っているだけだ。


    　そこでへたり込むイスカを、夕陽色キヤロツトオレンジの髪をした少女が守るように肩を抱いている。


    　手に力がこもり、ミシッと銃機槍が軋きしむ。


    「はは、許されない、か。許されないねえ？　ははははははははっ！」


    「……何がおかしい？」


    　この期ごに及んでまだ笑みを浮かべる《エインヘリヤル》を、不気味に感じたときだった。


    「ぐ、あ、なんだ……？」


    　ウィルの隣で銃を構えていた男が、突然膝ひざをついた。


    　その男だけでなく、《エインヘリヤル》を取り囲む解放軍のメンバーたちが、次々と胸を押さえて蹲うずくまっていく。


    「お前、何をした！」


    「おやおや、私は何もしていないとも。君たちもよく知っていることだよ、郵便屋？」


    　眉を顰ひそめて、自分の体には異常がないことに気付く。


    　霧む鍵げん式しきを酷使したはずのジェシカでさえなんともない。へたり込んだイスカも、そこに寄り添うレンも、無事だ。


    　苦しんでいるのは、解放軍の男たちだけだ。


    　──こいつ、解放軍の連中にも何かしたのか……？


    　そう考えて、気付いた。


    　──なんで、こんなところで霧鍵式を使ったジェシカが平然としてるんだ？


    　まだ青白い顔をしてはいるが、頰ほおにはわずかに赤みが戻っており、先ほどよりも復調しているようにさえ見える。


    「まさか──」


    　ハッとして、ウィルは空を見上げた。


    　自分たちが撃墜したものはなんだっただろうか？


    　そこに〝あるもの〟が溜ため込まれていたのではなかったか？


    「──霧きり汚染症だ！　レン、みんなを列車の中に避難させろ！」


    　ウィルとジェシカが撃墜したミサイルには、高濃度の〈霧〉が貯蓄されていたのだ。シュタット・ヌルへの爆撃こそ防いだものの、それはこの空に大量の〈霧〉をバラまいていたのだ。


    　だから、ジェシカが怒り任せに霧鍵式を振るっても無事でいられた。


    「わ、わかったです──」


    「──その必要はないとも」


    　レンが反応するよりも早く、《エインヘリヤル》が奇怪な虹色の瞳で顔を上げた。


    　そして、ウィルのすぐ隣から耳を覆おおいたくなるような絶叫が響いた。


    



    「「「「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああっ」」」」


    



    　苦く悶もんの表情で解放軍の男が暴れ始め、その体が風船のように膨ふくれ上がる。


    　──《エインヘリヤル》の仕し業わざなのか？


    　躊躇ためらう時間はなかった。


    　ウィルは銃じゆう機き槍そうを《エインヘリヤル》の首めがけて振り下ろした。


    「ははは、無駄だよ」


    　首だけになっても、まだそれは笑っていた。


    　これにはジェシカも気味の悪いものを見たように後あと退ずさる。


    「お前、何をした！」


    「ははは、彼らが望んだことを、だよ」


    　そう言って、虹色の瞳を解放軍の男たちへ向ける。


    　異変に苛さいなまれているのは、やはり一人だけではない。他の解放軍の男たちも倒れては同じように体を膨張させていく。


    



    「外に出たかったのだろう？　〈霧きり〉への耐性が欲しかったのだろう？　なら与えてやろうじゃないか」


    



    　膨ふくれ上がった男が、断末魔の叫びを上げる。


    　そして、その体が異質に変へん貌ぼうしていく。


    　腕だった部分がボロリと崩れ落ち、鰭ひれのような突起を残す。膨張した足は股またがわからなくなって一本の尾のように変貌し、首は[image: ]たるのような胴と同化してしまう。その頭からは頭髪が抜け落ちていく。


    　あとに残ったのは、体の表面に張り付くように左右へ伸びてしまった眼と、大きく裂さけた口。肉塊じみた体表には、びっしりと鱗うろこが生えていた。


    　ウィルは、その姿に見覚えがあった。


    　ジェシカやレンも同じだったのだろう。怖おぞ気け立だったように目を見開いていた。


    「なんだよ、これ……。これじゃあ、まるで──」


    



    「──霧む妖よう、みたいだろう？」


    



    《エインヘリヤル》が笑う。


    「はっはははははっ！　これで彼らは〝本当の空〟とやらで生きていけるだろう。いやなに、感謝など必要ないとも。今まで尽くしてくれた彼らに当然の褒ほう美びを与えただけのことさ！」


    「貴様──っ？」


    　斬りかかった瞬間、《エインヘリヤル》を守るように異形となった解放軍が割って入った。


    　こんな姿にされても、彼らは人間なのだ。


    　刃が止まってしまった。


    「──ウィル！」


    　そこに、異形の尾撃が打ち付けられる。


    　なんとか銃じゆう機き槍そうで受けたものの、そんなことで防げる一撃ではなかった。


    　硬い瓦が礫れきに叩たたきつけられたウィルは、喉のどの奥から血が込み上げるのを感じた。


    　──斬れるわけ、ないだろうが……！


    　立ち上がるウィルに、ジェシカが駆け寄ってくる。


    「ジェシカ、こいつらを元に戻すには、どうしたらいい？」


    「わからない！　わからない、そんなの、急に……」


    　普段の泰たい然ぜんとした姿は見る影もなく、今にも泣き崩れそうな顔だった。


    　──なんで、ジェシカがこんなに狼狽うろたえてるんだ？


    　漠然と疑問を抱いだいて、不意にウィルはその理由を直感した。


    　目の前で、人間がまるで霧む妖ようのような姿に変へん貌ぼうしてしまった。


    　ジェシカの半分は人間で、残りの半分は霧妖でもある。


    　この二つは、無関係なのだろうか？


    　それはきっと奇跡のような均きん衡こうの上に成り立っている事実で、その危あやうい均衡が少しでも崩れていたならこうなっていてもおかしくはなかったのではないか？


    　ジェシカが理屈としてどこまで理解しているかは定かではないが、この人間の霧妖化という出来事が自分の根底に関わることだと感じ取ったのだ。


    　それでも、異形たちはウィルたちを目がけて襲おそってくる。


    　──どうすればいい？


    　ウィルには斬れなかった。同じように動揺しているジェシカも戦えない。


    　レンとて、今まで人間だった相手をいきなり攻撃できるはずもなく、それでもイスカを守ろうと抱き寄せているだけ彼女は冷静だったのかもしれない。


    　身を守らなければならないのに、何もできずに異形の怪物たちを見上げたときだった。


    「──くっ？」


    　突然、《エインヘリヤル》が恐怖さえ滲にじんだ声を漏もらして飛び退のいた。


    



    　直後、青白い光の帯が異形の群れを[image: ]ぬうように駆け抜けた。


    



    　一瞬遅れて、地獄のような業ごう火かが噴ふき上がる。


    　──霧む鍵げん式しき？　それも、桁けた外はずれに強力な……！


    　焼け付く大気と、一切の抵抗も許さないような一方的な破壊に、ウィルは覚えがある。


    　異形の怪物たちは、瞬時に炭化して砕け散っていた。


    　あれでは痛みどころか、自分が死んだと感じることもできなかっただろう。


    「くくっ、あの小娘か！」


    　炎の中から、首を抱かかえて焼け焦こげた神父姿のそれが飛び出してくる。


    《エインヘリヤル》が見据えた先──外壁の残ざん骸がいの上に、一人の少女が佇たたずんでいた。


    　ワインのように妖あやしい赤の髪。同じく血のような色の瞳。病的なまでに白い肌を漆黒のドレスで包み、肩に真っ黒なコウモリ傘がさを差している。


    「ヒルダ……？」


    　現代最強の霧む鍵げん士しの手には、矛ほこのような形をした機械が握られていた。それが重火力の銃器であることが、ウィルにはわかった。


    《エインヘリヤル》を見据えると、ヒルダの手に握られた機械が青白い粒子となって消え、代わりに一本の槍やりが紡つむがれる。


    《エインヘリヤル》の顔が、にわかに青ざめた。


    「〈グングニル〉だとっ？　こんなところで、なんてものを──っ」


    　ウィルに対して誇っていた余裕は見事に粉砕され、神父姿のそれは恐怖に駆られたように自分の頭部を脇に抱かかえて銃を抜く。


    　銃火を放つが、夜色の少女の前ではなんの意味ももたなかった。


    　少女が握る槍が[image: ]しやく熱ねつ化かし、イオン化した大気が放電現象を引き起こす。


    　槍が起こす熱風に、銃弾は少女に届くことなく消滅していた。


    　紅ぐ蓮れんの槍と電光の色で、真っ白な肌が光と影で彩られる。


    「消えるのです」


    　そして、少女は破滅の槍を投げ放った。


    　神父姿のそれは、抵抗の無意味を悟ったかのように棒立ちだった。


    　槍は瞬時に[image: ]熱化し、地を[image: ]はうように《エインヘリヤル》の体を直撃する。


    「──ッ」


    　悲鳴すら残さず、パシャンッと液体のようにその身が爆はぜた。


    　槍はそれだけに留とどまらず、後ろにあった鉄の列車をも貫つらぬき空へと消える。鋼鉄の塊は、槍に触れた瞬間ドロリと融解し、蒸発した。


    　あとには、天を射い貫ぬくように蒸気の白い筋だけが残っていた。


    　何も、残っていなかった。


    　数分前に消えてしまったアルトの痕こん跡せきも。


    　彼女を慕ってここまでついてきた解放軍のメンバーも。


    　そして、その全てを壊した《エインヘリヤル》も。


    「なんで、だよ……」


    　それは一体誰に対する言葉だったのか。


    　ウィルが呟つぶやいた言葉は、どこまでも空虚に響くだけだった。


    



    　その場にいる、誰一人として気付いていなかった。


    　ティエラを──


    　いや、大陸以外の群島も含めた、蒼そう界かいを──


    　いや、雲うん界かいすらも例外ではない、世界そのものを──


    　全てを滅ぼす計画が、今も着々と進行していることに。

  


  
    第一便　想いの糸は儚はかなく、されど途切れることなく


    



    「これで、僕も少しは罪滅ぼしができたのかな……」


    　夜明けと共に、帚ほうき星ぼしのように輝く舟が駆け抜けた空を見上げて、ポールマンは呟つぶやいた。


    「さて、これからどうしようかな……。ここに残っても、また彼女にどやされそうだし」


    　南の空の向こうで何が起こっているのか、まだそれを知らない青年は気楽そうに肩を竦すくめる。


    　父から奪った霧む鍵げん式しき──〈エインヘリヤル〉は、すでにない。


    　半年前、ウィルたちと対立したときに破壊されて、そのままだった。


    　──もっとも、今さらあれを完成させようとも思わないけど……。


    　全ては過ちだったのだ。


    　五十年前の二つの月が重なった日、失われた〈七つの鍵〉の一つであるそれを復元しようとして、一つの島が墜おちた。霧鍵式を超越する奇跡の力──絶対言語レーゲル・ヴオルトを受け継ぐ少女たちと、一人の男を道連れにして。


    　そして半年前に、同じ過ちは繰り返された。


    　愚かだったと、後悔している。


    　だからこそ、ポールマンはもう、自分のために霧鍵式と絶対言語レーゲル・ヴオルトに触れることはしないと誓ったのだ。


    　ここにいるのは〈傀く儡ぐつ師し〉という霧む鍵げん士しではなく、特にこれといった取り柄もない、ただのジャン・ポールマンなのだ。


    　ウィルたちの翼つばさ舟ぶね〈霞か曲きよく〉の改良に関われただけでも、分に過ぎた成果だ。これ以上、彼らといっしょにいても足手まといなだけだろう。


    　──最後まで見届けたくはあるけど、答えはいずれ聞こえてくるだろう。


    　彼らなら、きっと前ぜん人じん未み踏とうの空の最果てへたどり着ける。


    　その輝かしい功績は、必ず蒼そう界かい中の島々に知れ渡る。そのとき、ポールマンは影からひと言おめでとうと、祝福を送れればいい。


    　その露払いに、少しだけ協力できただけで十分だ。


    　五十年の間に〈傀儡師〉が重ねた罪は、そんなことで雪そそげるものではない。そのために彼らを利用するのは、これまでの過ちと同じなのだ。


    　罪滅ぼしくらい自分で面倒を見られなければ、今度こそ本当にジェシカに首をもがれてしまいそうではないか。


    　ブルリと身み震ぶるいをして、ふと思い出す。


    　──父さんは、どこまで理解していたんだろう……。


    　父は、少なくとも自分のように薄っぺらい正義感を振りかざそうとはしなかった。


    　半年前は、ただ否定することしかできなかったが、今ならもう少し違う答えが出せるような気がした。


    　──一度、会いに行ってみるか……。


    　別れたときのことを考えれば、出会い頭に殺されるかもしれないが。


    　そうして足を進めようとしたときだった。


    　ドサッと、後ろでなにかが倒れる音が聞こえた。


    「誰だ？」


    　すでにこの街でもポールマンはお尋ね者になりつつある。


    　腰の拳銃──この国で手に入れたものだ──に手をかけ、振り返った。


    　じっと音の聞こえた方向を睨にらんでいると、倉庫の影から一人の男が[image: ]はい出してきた。


    



    「君は……ハイリッヒか？」


    



    　ポールマンと同じく、ミサイルを撃墜に飛んだウィルたちに協力してくれた神父だ。


    　──ソルダートにやられたのか？


    　自身もこの街に来るなり捕縛されたこともあり、ポールマンは倒れた神父に駆け寄った。


    「おい、しっかりしろ。君は……っ？」


    　抱かかえ起こして、ポールマンは困惑した。


    　ハイリッヒの片方の目が、虹色に変色していたのだ。


    　──なんだ……？　この色は、霧む鍵げん式しきの光だぞ？


    　霧む鍵げん士しとしての経験から、ポールマンにはそれがすぐにわかった。


    「霧きり汚染症か……？　いや、外壁の中で霧鍵式なんか……」


    　瞬時にいくつかの可能性を考えるも、〈霧〉が存在しないこの場所では考えられないことばかりだ。


    　ガクガクと震ふるえる神父は、ポールマンの腕を摑つかんできた。


    「ポケット、酒を……」


    　ただならぬ様子に、ポールマンは神父の懐ふところから金属水筒スキツトルを探り当てて口を切る。


    　神父に飲ませてやると、瞳の変色が少し落ち着いたように見えた。


    「君は、何か発作を抱えているのか？　見たところ、霧鍵式がらみのようだけど」


    　ポールマンがそう言うと、神父は意外そうな顔をした。


    「そうか……。貴君は、霧鍵士だったな」


    「……？　そんなことより、何があったんだ？」


    「それは──ぐうぅっ」


    　口を開いて、ハイリッヒは頭を押さえて悶もん絶ぜつする。


    　瞳の淀よどみが、両目に広がりつつあった。


    　今度は、アルコールも効果がなさそうだった。


    「シュタット・ノイン……詳しく、話している暇ひまはない。シュタット・ノインに向かえ……イスカ……いや、あの〈渡り鳥〉だ」


    「ウィルとジェシカを？　そこに何があるって言うんだ？」


    　震ふるえながら、ハイリッヒは縋すがるように言った。


    



    「《エインヘリヤル》を、手に入れるんだ」


    



    「《エインヘリヤル》……だって？」


    　断ち斬ったはずの因縁だった。


    　苦しむ神父の体に触れ、ポールマンはあることに気付いた。


    「ハイリッヒ、まさか……君は、人間じゃないのか？　霧む鍵げん式しき……なのか？」


    　神父からは心臓の鼓動も感じる。息遣いもある。


    　それなのに、その体からは霧鍵式特有の振動が感じられた。それは人間にはあり得ないはずのものなのだ。


    　直じかに触れて、初めて気付いた。


    　その巧妙に作られた外見からは、ジェシカあたりでもそうそう見抜けないだろう。


    　ハイリッヒは観念したような笑みを浮かべる。


    「外部端末《エインヘリヤル》二番機──それが俺の……というより、このボディの名称だ」


    　ハイリッヒの体は、ポールマンが操あやつる〈エインヘリヤル〉と同じなのだ。ただ、彼の方が圧倒的に性能が高いというだけで。


    　息を呑のんでいると、ハイリッヒは言葉を続ける。


    「いいか、九番機だ。他の機体は、全て奪われた。シュタット・ノインの機体を……」


    「な、何を言っているんだ？　頼む、わかるように話してくれ」


    　この男は何か重要なことを伝えようとしている。途方もなく、重大な何かだ。聞き逃のがすわけにはいかない。


    　問い詰めようとした瞬間、ハイリッヒの体が大きく跳ねた。


    「あがああああああぁぁぁぁあっ？」


    　喉のどを搔かきむしるように暴れる神父に、ポールマンは堪たまらず突き飛ばされる。


    　そして、見てしまった。


    　神父の体が、見る見る膨張していき、異形に変へん貌ぼうする姿を。


    　その姿に見覚えがあって、ポールマンは目を剝むいた。


    



    「馬鹿な……。これは、霧む妖ようじゃないか」


    



    　空のない大地に、在あるはずのないものがそこにいた。


    　同時に、それはティエラと蒼そう界かいを救う鍵を、その小さな手がかりを、この無力な青年が拾った瞬間でもあった。


    



    
      [image: ]

    


    



    　神父が変へん貌ぼうしたのは、ただの霧妖ではなかった。


    　長大な体に二本の髭ひげを持つ、強力な個体だ。


    「か、界かい竜りゆう……？」


    　かつてウィルたちと旅をしたとき、これを見たことがある。カテゴリーⅠという、蒼界の軍隊が出動し、航路が封鎖される次元の怪物だ。翼つばさ舟ぶねを遙はるかに圧倒する速度で空を駆け抜け、並の霧妖を家臣のように従える存在だ。


    　もたげた首は倉庫の群れを見下ろすほどの高さで、全長に至っては二十界碼ヤルド近くはあるだろう。


    　それが、〈霧きり〉も空もない場所に忽こつ然ぜんと現れていた。


    　界竜は、すぐ足元でへたり込むポールマンを見た。


    　──殺される……。


    　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるとは、こんな気持ちなのだろうか。


    　抗あらがう術すべもなく、ただ自分が死ぬんだという事実に動くこともできなかった。動けば、動いた瞬間頭から喰くわれることがわかってしまうのだ。


    　無ぶ様ざまにガタガタと震ふるえて、直前に自分が伝えられた言葉を思い出した。


    　──シュタット・ノインに向かえ──《エインヘリヤル》を、手に入れろ──


    　ハイリッヒほどの男が、命を懸かけて伝えてくれた言葉なのだ。


    　──僕は、ウィルたちに伝えなきゃいけない！


    　今、何か途方もなく絶望的なことが起こっていて、ハイリッヒが伝えたかったのはきっとそれをなんとかできるかもしれない鍵なのだ。


    　半年前、あるいは界竜より強力かもしれない霧む鍵げん式しきに、銃じゆう機き槍そう一つで挑んだ少年の姿を思い出す。


    　自分より二つも三つも年下の彼は、〈七つの鍵〉の総そう帥すいを前にしても、引き下がりはしなかったではないか。


    　──僕に、勇気を分けてくれ！


    　ポールマンは銃を抜いた。


    「うわああああああああああああああああああああああああああああっ！」


    　頭部を狙ねらって引き金を引くが、拳銃の射程距離などせいぜい十五界碼ヤルド程度だ。


    　銃弾のいくつかは届いたようだが、とても殺傷力の伴うものではなかった。


    　それでも、界かい竜りゆうが煩わずらわしく思う程度の効果はあった。


    　パカンと口を開いて、ポールマン目がけて襲おそいかかって来る。


    「ひいっ──」


    　それを、とっさに飛び退のいて躱かわす。


    　ズズンと地響きがして振り返ると、アスファルトで塗り固められた地面がごっそりと抉えぐられていた。


    　砕けた地面が土つち埃ぼこりを巻き上げ、一時的に視界が遮さえぎられる。


    　──逃げられる？


    　そう思ったときには、ポールマンは駆け出していた。


    　──伝えるんだ。ウィルとジェシカに！


    　情けなく涙と鼻水を垂れ流しながら、ポールマンは走った。


    　しかし土つち煙けむりの広がる範囲など、界竜からしてみれば足元の些さ事じだった。顔を上げた霧む妖ようからは、必死で走る彼の姿は丸見えだった。


    　そして、それをさらに追い詰めるように目の前に銃火器を備えた兵士の姿が現れる。


    「ソルダートッ！」


    　機械的に外敵を処分し、実際に機械兵も多数導入されるそれらは、ティエラの恐怖の象徴だった。


    　前門のソルダート、後門の界竜。完全に進退窮きわまる。


    　──界竜よりは、ソルダートの方がマシだ。


    　目を瞑つぶり、頭からソルダートの隊列に突っ込むが、その前に兵士たちの銃火が火を噴ふいた。


    　──死ぬのか？


    　この短時間で、そう思うのは何度目だろうか。


    　身を強こわ張ばらせるポールマンに、予想していた痛みはいつまで経っても襲ってはこなかった。


    　恐る恐る目を開けると、そこではあらぬ方向に火炎放射器を放っているソルダートの姿があった。


    　その先にあるのは、界竜だ。


    「そこの貴様！　早く逃げろ」


    　マスク越しだからか、くぐもって聞き取りにくい声だった。


    　だが、ポールマンはソルダートが言葉を喋しやべるのを、初めて聞いた。


    　拘こう束そくされたときでさえ彼らは機械的に動いて、人間なのかそうでないのかすら判断がつかなかったというのに。


    　だが──


    「無茶だ。そんな武器であれは殺せない──」


    「我々の役目は、市民を焼くことではない」


    　今ごろになって、ポールマンは彼らも人間なのだということを知った。


    　箱庭のような街の中で、さして罪を犯したわけでもない住民を処刑する。機械兵はともかく、人間である彼らは、どんな気持ちで職務に殉じゆんじてきたのだろう。


    　彼らは、初めて街を守るという職務を果たせるのだ。


    　──だけど、これじゃあ犬死にだ。


    　炎など、界かい竜りゆうの鱗うろこ一枚とて焼くことはできない。


    　鬱うつ陶とうしそうに振るわれた尾撃で、ソルダートの何人かが壁に叩たたきつけられる。そのまま真っ赤な染みを作って動かなくなった。


    　もっとも、界竜も壁と建物に遮さえぎられた狭苦しい空で、自由に動くことができない。


    　ソルダートが全滅するまでの時間があれば、ポールマンは逃げ果おおせるだろう。


    　──ウィル、こんなとき、君ならどうするんだ？


    　ポールマンが天を仰あおいだときだった。


    



    　そこに、紅ぐ蓮れんの矢が墜おちてきた。


    



    　直撃を受けて、界竜の巨体が吹き飛ぶ。


    　墜ちてきた炎は、界竜に取り憑ついてその鱗を引き裂さき、長大な体を包み込んでいく。


    『ギュイィィィィィイィィッィィィィィイッ！』


    　絶叫を上げる界竜が大地に沈むまで、数十秒とかからなかった。


    　──助かった、のか……？


    　やがて、炎の中から一つの人影が降りてくる。


    「──かかっ、こんなところで愉快な獲物がいたものさ」


    　訛なまりの強い言葉使いだった。


    　ぼんやりと浮かぶその輪郭と、炎というキーワード。そしてその声に聞き覚えがあったことから、ポールマンは頭から血の気が引くのを感じた。


    　長い槍やりを肩に担かつぎ、顔には焔ほのおを模かたどった入れ墨、さも愉快そうな笑みを浮かべている。


    　──ザックス・ロギー……！


    〈七つの鍵〉の幹部であり、世界を滅ぼすという総そう帥すいの理念にもっとも忠実な男だ。ポールマンも一度追い回され、半殺しにされている。


    　そんなことは知る由よしもなく、ソルダートの一人が近づいていってしまう。


    「救援か？　何者かは知らないが、助かっ──」


    「近づいたら駄目だ！」


    　ポールマンの叫びも虚むなしく、ソルダートの体が二つに分かれた。グラリと崩れる骸むくろは、地面に触れる前に燃え尽きてしまう。


    「なっ！」


    　突然仲間が殺されたことに、残ったソルダートもそれぞれ銃器を構える。


    　それは、誤った判断だった。


    　彼らは、即座に逃げるべきだったのだ。


    「かかっ、遊んでくれるさ？」


    「──っ？」


    　引き金を引く前に、その男はソルダートの正面に踏み込んでいた。


    　そして、紅ぐ蓮れんの槍やりが兵士の甲かつ冑ちゆうを易やす々やすと貫つらぬく。生きた人間を包んだまま、装甲が融解していくのがポールマンには見えてしまった。


    「悪いな。生かしておいてやりたいところだが、今は任務中さ」


    　そう言って、残ったソルダートたちも次々と炎に包んでいく。


    　それはもはや、界かい竜りゆう以上の暴力だった。


    　だというのに、訓練されたソルダートたちはそれでも撤退を選ぼうとはしなかった。


    　街を守るという使命に殉じゆんじ、勝ち目などないとわかっていながら銃器を手に挑んでいく。


    「我らの街で、何が起こっているのだ……」


    　愕がく然ぜんとした声を漏もらしたのは、最初にポールマンに声をかけたソルダートだ。気がつくと、生き残りはもうこの兵士だけだった。


    　索さく敵てき眼がんの仮面で、ソルダートはポールマンを見み遣やる。


    「貴様、この街の人間ではない、な……？」


    　レンズの向こうにどんな感情が渦巻いているのか。それを読み取ることはできないが、きっと批難の意思だろうと思った。


    「こ、こうなったのは、僕のせいかもしれない。だ、だから、君一人でも、逃げるんだ」


    　今にも失禁しかねないほどガタガタと震ふるえながら、それでもポールマンは健けな気げに言った。


    　──ここで彼らを盾たてに逃げたら、今までと同じだ。


    　同情を買い、ザックスにソルダートをけしかければ自分が逃げるくらいの隙すきは生み出せるかもしれない。


    　だが、ポールマンは決めたのだ。


    　勇気を持とうと、覚悟を決めようと。


    　逃げ出したい弱い自分を押し返し、震えながら立ち上がる。


    　そんなポールマンに、ソルダートは特に関心も持たないように背を向けた。


    「戦うのが、我らの任務だ。逃げるのなら、貴様がそうすればいい」


    「待て──」


    　制止する間もなく、最後のソルダートがザックスに向かって引き金を引く。火炎放射器から野太い炎が吐き出された。


    「かかっ、そうこなくっちゃさ！」


    　自分から炎に飛び込み、それを搦からめ捕るように長なが槍やりの穂先をグルリと回す。


    　炎は槍に吸い込まれるように消えていった。


    　──駄目だ。ザックス炎の霧鍵士に炎なんて効くわけがない。


    　槍はそのまま棒立ちのソルダートへと迫る。


    「殺やったさ──っ？」


    　体を貫つらぬかれると思った瞬間、槍はソルダートの体からスルリと逸そらされていた。


    　見れば、いつの間にか兵士の手には赤い剣が握られていた。長さはせいぜい成人男性の前腕部ほどで、刃も分厚い短剣に近いものだ。それで炎の槍をいなしたらしい。


    　短剣の柄には引き金のような突起があった。


    　ソルダートがそれを握ると、ギリリと耳みみ障ざわりな音が響き、槍が弾かれる。


    　高周波で振動する、ソルダートの機械剣だ。


    　カシャカシャと索さく敵てき眼がんが回転する。そのまま下から掬すくい上げるような一撃を、ザックスは身を仰のけ反ぞらせてやり過ごした。


    「ほう、やる！」


    　ザックスが歓喜の声を上げるが、ポールマンも目を見開いていた。


    　──なんだ？　こいつ、他のソルダートとは違う？


    　一ひと太た刀ちを躱かわされて、ソルダートは油断なく片手で赤い剣を構える。


    　不意を突かれたとはいえ、一方的にやられていった他の兵とは明らかに動きが違う。かといって、機械兵というわけでもない。


    「さしずめ、こいつらの隊長格ってところか？　こいつは楽しめそうさ」


    　歓喜の笑みを浮かべ、ザックスが槍を旋回させる。


    　炎が円を描いて広がり、それがソルダートの体に纏まとわり付く。


    「ぐうっ──」


    　上半身を炎に包まれてもがくソルダートは、赤い剣を取り落として体を搔かきむしる。


    　と、そこで胸部の装甲がポロリと剝はく離りした。続いて腕の甲かつ冑ちゆうが外れ、最後に炎の収まった腕で索敵眼を脱ぎ捨てる。


    　ソルダートは、防具を脱ぎ捨てて炎から逃のがれていた。


    　その姿を見て、今度はザックスも目を見開いた。


    「こいつは、驚いたさ……。まさか、ここであんたを見つけるとはな」


    　覆面の下から現れたのは、女性の顔だった。


    　まだ若い。二十歳か、もしかしたらまだ十代かもしれない。首や袖そでまで覆おおう防護服姿で、スラリとした体のラインが浮き彫りになっていた。


    　愕がく然ぜんとしたのは、ポールマンも同じだった。


    「なんで、君がこんなところに……？」


    　ポールマンは知っているのだ。その娘は、今この国で起こっている事件の中心にいるはずの人物なのだから。


    　ザックスは、肩に槍やりを担かついで笑った。


    



    「あんた──アルト・ツァルト──と言ったさ？　あんたの〈封書〉を、読んだことがある」


    



    　兵士の娘は、真っ白な髪と蒼あおの瞳をしていた。


    〈七つの鍵〉の総そう帥すい──シュネーと似通った顔の特徴を持っているのだ。


    　それが、すでに死んだ女性の名前であることを、彼らはまだ知らない。


    　途切れたはずの物語が、結末の舞台から離れた場所で繫つながり始めていた。


    



    
      [image: ]

    


    



    「なんでだよ、ヒルダ！」


    　夜色の少女に、ウィルは摑つかみかかっていた。


    　憤いきどおりを向けられても、ヒルダはまるで表情を変えない。


    「あいつらは……あいつらは……っ」


    　ヒルダの霧む鍵げん式しきが無情に薙なぎ払ったのは、つい先ほどまで人間だったものだ。


    　瞬時に灰と化して砕けた彼らは、すでに残ざん骸がいすら残されてはいない。


    　そんなウィルを、ジェシカの手が止める。


    「ウィル、ヒルダを責めるのはお門違い。……何もできなかったのは、私たち」


    　霧む妖ように変へん貌ぼうした解放軍たちを前に、ウィルはただ立ち尽くすことしかできなかった。ヒルダが助けに入ってくれなければ、今ごろ生きてはいなかっただろう。


    　感謝こそすれ、批難など逆恨みもいいところだ。


    　そんなことは、ウィルにもわかっているのだ。


    　──なんで、助けてやれなかったんだ……。


    　ウィルが何よりも腹を立てているのは、それができなかった自分自身に対してだ。


    　ヒルダにその憤りをぶつけるのは、逆恨み以外の何者でもない。


    「……悪い」


    　なんとか、そう言葉を絞り出して手を離す。


    　撃てなかった銃じゆう機き槍そうには、二発の弾丸が残っている。


    　そのうちの一発は、半年前にヒルダからの配達を請け負った際にもらった第一級の弾薬だ。他の弾薬は使うなり、事務所の財政を救うために換金してしまい、もう残ってはいない。


    　それでも一発だけ残しているのは、一種のお守りのような感覚だった。


    　これを残しておくことで、自分は一度だけヒルダの力を借りることができるかもしれない。窮きゆう地ちを、覆くつがえすことができるかもしれない。


    　そこまで頼っていながら、ウィルはヒルダに八つ当たりをしてしまったのだ。


    　情けなくて、自分が嫌になりそうだった。


    　ヒルダは、手のかかる弟でも見つめるように微笑した。


    「よいのです。それを仕方がないと割り切れぬそなただから、小しよう妹まいは今もかまってやっているのです」


    　本当の憤いきどおりも、[image: ]かつ藤とうも、この幼い姿をした少女には全て見透かされていた。


    　──ヒルダだって、辛くないわけ、ないんだよな……。


    　今も、黒いドレスの下には痛々しく巻かれた包帯が覗のぞいている。それでも、彼女は微み塵じんも苦痛を訴えはしない。目に見えない内面の痛みとて、決して見せることはないのだろう。


    　そんな気高い少女に自分勝手な怒りをぶつけたことで、ウィルは自分を恥じた。


    　それから、イスカの側そばに寄りそうレンに目を向ける。


    　ピクンと、夕陽色キヤロツトオレンジの三つ編みが戸惑うように揺れた。


    「レン」


    「……はい、です」


    「そなたがイスカを守ってくれていたのですね。礼を言うのです」


    　レンは驚いたように瞬まばたきをした。


    「怒って、ないですか？　レンは、ヒルダの言いつけを破ったです」


    　レンはヒルダにこう言われたのだ。


    　──北へは、来てはならないのです──


    　それを破って、このティエラ北の大地にいる。


    「そなたは、それを間違っていると思うのですか？」


    「……思わない、です」


    　ヒルダはよくできた生徒を褒ほめるように微ほほ笑えんだ。


    「小妹は言ったはずです。そなたが信じるように行動しろと。そなたが正しいと信じて選んだのなら、最後までそれを信じればよいのです」


    「ヒルダ……」


    　まだ落ち込んだ顔をしつつも、少しだけ少女にも元気が戻ったようだった。


    　最後に、ヒルダはイスカの前に立った。


    　とある女性を救おうとして、目の前で死なれてしまった彼女は、ずっと地面に広がる血の跡を見つめていた。


    「イスカ……。困った子なのです。こんなところにまでついてきてしまうとは……」


    「……お姉ちゃん」


    　ようやくヒルダを見上げたイスカは、決して打ちひしがれた敗者の顔ではなかった。


    「あたし、知りたい。お姉ちゃんは知ってるんでしょう？　あたしのお兄ちゃんが誰なのか。ティエラ王が、何をしようとしてたのか」


    　確かに、ウィルたちは断片的な情報は手に入れているが、根本的に知らないことが多すぎる。知り得た事実を、どう繫つなげれば正しいのかもわかっていない。


    　ヒルダはじっとイスカの顔を見つめた。


    「その様子では、まだ全てを知ったわけではないのですね？」


    「うん」


    「聞けば、後悔するのです。そなたの思い出も穢けがれてしまうのです。それでも、聞きたいのですか？」


    　イスカは手に握っていた紙片を突き出す。


    　──あれは、アルトさんに送られた〈封書〉か……？


    　ウィルたちが届けたもので、これを読んだアルトは様子がおかしくなった。


    　今の態度から察するに、ただ自失しているのかと思いきや、イスカは人知れずこの〈封書〉を読んでいたようだ。


    「アルトさんもハイリッヒさんも、お互いを助けようとしただけなのに、なんであんな目に遭わないといけなかったの？　《エインヘリヤル》ってなんなの？　こんなの、納得いかない。あたしは、本当のことを知りたい」


    　ヒルダは〈封書〉を受け取ると、静かに「ウェイクアップ」と唱となえた。


    　淡い青の光が広がり、手紙に込められた記憶が開封される。


    〈封書〉を読み終えると、ヒルダはそれをウィルに差し出す。


    「そなたたちも、読んでおくとよいのです。特に、ジェシカは無関係ではなさそうなのです」


    　受取人でもないのに、他人の〈封書〉を覗のぞくのは気が引ける。しかし、そこにウィルたちが知らなければならない事実があるのだ。


    　ウィルとジェシカ、そしてレンは〈封書〉に手を当て、その記憶を読む。


    　再生されたのは、十年前のハイリッヒの記憶だった。


    　どうやらジェシカが乗っていた飛行船に乗り込んでいたらしく、それが墜つい落らくするまでの一場面が記されていた。そこでアルトが一度死んだことと、彼女を蘇生するためにハイリッヒがシュネーに何かをされたらしいこと。


    　──やっぱり、ハイリッヒさん自身が裏切ったわけじゃないんだ。


    　その事実にどこかホッとして、すぐにその手でアルトを撃つ羽目になった彼の絶望に涙が出そうになった。


    　全員が〈封書〉を読み終えると、ヒルダは暗雲に包まれた北の空──ウィルたちが飛んできた方向を見つめて、小さなため息を漏もらした。


    「あまり、時間がないのです。そなたたちの質問全てに答えることはできないのです」


    　そう前置いてから、ヒルダはウィルたちの顔を順に見つめていく。


    「まず、そなたたちが知るハイリッヒという男は、ティエラ王が操あやつる霧む鍵げん式しき《エインヘリヤル》だったということです。これは、同時にハイリッヒがイスカの兄でもあるということなのです。そこはよいですね？」


    　思えば、イスカもハイリッヒには薄々何かを感じている様子だった。直接顔を合わせたときは、まんまとはぐらかされてしまったが。


    　ウィルたちが頷うなずくと、ヒルダも口を開いた。


    「どうやら、ことの発端は十二年前、この地から空の鍵と呼ばれる〝あるもの〟が失われたことのようですね」


    「十二年前って……ヒルダがイスカと出会ったころか？」


    　そのときに、このシュタット・ヌルが廃はい墟きよになったらしいことは想像に難かたくない。


    「というより、小しよう妹まいがここから持ち出したのですが」


    　特に悪びれた様子もなく、肩を竦すくめる夜色の少女にウィルも閉口した。


    　──ということは、その空の鍵ってのはヒルダが持っているのか？


    　アルトの話ではイスカにしか扱えないようだったが、持ち運ぶだけなら彼女である必要はないだろう。


    　あるいは、イスカが十二年という歳月を平穏に暮らせたのは、肝心な空の鍵が失われていたからなのかもしれない。


    「《エインヘリヤル》は、空の鍵が失われたことで起動した、一種のセーフティシステムだったのでしょう。小妹もあのとき、一度だけ出くわしているのです」


    　ウィルは首を捻ひねった。


    「それはそうなんだろうが、でも具体的にどんな役目があったんだ？　街の維持ならソルダートがいるだろう？」


    「ソルダートはただの兵なのです。兵隊は考えない。彼らを指揮する存在が必要だとは思いませんか？」


    「じゃあ、ハイリッヒさんはソルダートの指揮官だってことか？」


    　ヒルダは不出来な生徒を慰なぐさめるように微ほほ笑えむ。


    「そういうことなのです。それまでの長は、小妹が連れて──……いえ、あの者もこの地を去ってしまいましたから」


    　それもヒルダの仕し業わざらしい。


    　──でも、微妙に楽しそうだな？


    　まるで親しい誰かのことでも語っているかのようだった。


    　ともかく、そこまではウィルたちもだいたいは理解している。問題は、そこから先だ。


    「空の鍵が失われて、ティエラは街の維持すら困難になったのでしょう。だから蒼そう界かいの霧む鍵げん式しきを頼るため、ミストルティン・プロジェクトが実行された」


    　解放軍も、初めは純粋にティエラを救うことが目的だったのだ。


    「けれど、空の鍵を必要としているのは、シュネーも同じだった。思うに、このミストルティン・プロジェクト自体が、初めからシュネーに誘導されたものだったのではありませんか？」


    「そんなわけっ──」


    　ウィルは否定しようとして、できなかった。


    〈封書〉の中のハイリッヒは、シュネーと顔見知りだった。少なくとも、頼みごとができる程度には、協力関係にあったはずだ。


    　計画の中核となる《ミストルティン》の運搬にも関わっていたのだから、ヒルダの指摘はもっともだった。


    「ここで問題なのは、どこまでがティエラ王の意図によるものなのかということなのです」


    「《エインヘリヤル》のことか……」


    「そなたたちの話が事実なら《エインヘリヤル》という人形には、王と霧鍵式の二つの意思が存在していることになるのです。一体、いつからその二つは別の思惑を持ち始めたのか」


    　どこからか、空を取り戻すという計画は歪ゆがめられていたかもしれないということだ。


    　──つまり、今の《エインヘリヤル》はシュネーの意志に従っているってことか。


    　そうすると、解放軍の目的がいつの間にかティエラを墜おとすことにすり替わっていたのも頷うなずける。


    「どちらにしろ、《エインヘリヤル》が破壊された今じゃ、確かめようもないな」


    　ウィルがそう言うと、ヒルダは首を横に振った。


    「《エインヘリヤル》はあれ一機ではないのです。……いいえ、広い意味でなら、それこそどこにでも存在している。当然、ここにもなのです」


    「なっ──どういうことだ？」


    　ヒルダはスッと紅くれないの双そう眸ぼうを細めた。


    「小しよう妹まいは初め、こう考えていたのです。〈七つの鍵〉の中で、《エインヘリヤル》だけは世界の滅びには直接関わっていないと」


    〈七つの鍵〉は、神話の中で世界の終しゆう焉えんに深く関わった七つの名前を冠している。それくらいはウィルでも知っていた。


    　だが、とヒルダは続ける。


    「ですが、実際に世界を滅ぼしたのは、この《エインヘリヤル》だったのかもしれないのです」


    「あ……」


    　背中に氷でも突っ込まれたような感覚だった。


    　それが事実だと、ウィルは直感してしまった。


    　見てしまったのだから。


    《エインヘリヤル》が、あの哀れな解放軍の面々に何をしたのか。


    　彼らと同じ姿をしたものが、空の半分にはひしめいているのだから。


    「……なあ、ヒルダ。解放軍の連中は、一体何に変えられちまったんだ？」


    　答えのわかりきった質問だというのに、口に出さずにはいられなかった。


    　ヒルダは、静かにこう言った。


    「そなたの方がよく知っているはずでしょう──あれは、霧む妖ようなのです」


    　隣で、ジェシカがギュッと手を握り締めた。


    　その手をそっと握ってやりながら、ウィルはヒルダを見る。


    「じゃあ、こういうことなのか？　つまり──」


    



    「キャハハッ、そうよぉ？　霧妖っていうのは全部〈霧きり〉への耐性を得られなかった人間の、なれの果てよぉ？」


    



    　とうとつに響いた幼い声に、全員が顔を強こわ張ばらせた。


    　そして、地面に押し潰つぶされるような重圧。


    　頭上を見上げると、真っ白な少女が浮かんでいた。


    　純白の髪に、空と同じ蒼あおの瞳。その片方は眼帯に覆おおわれていて、曇り空だというのにドレスと同じ真っ白な日ひ傘がさを差している。


    〈七つの鍵〉の総そう帥すいにして、最強最悪の霧む鍵げん式しき──《フィンブル》の所持者シュネリア・ユーベルだ。


    　──シュタット・ツヴァイから、もう追いついたのか！


    　彼女が乗っていた飛行船は、ウィルが撃墜した。


    　だが、シュネー自身を倒したわけではないのだ。追いかけてくるだろうとは思ったが、これほど早いとは思ってもみなかった。


    「滑こつ稽けいよねぇ？　化け物として見捨てた連中に、世界の半分をぶんどられたんだもの」


    　また、甘ったるい笑い声を上げる。


    　霧妖は、元は人間だった。


    　雲うん界かいにひしめく霧妖の数は、蒼そう界かいに住まう人間の数よりも多いとされている。そして〈渡り鳥〉と戦って、あるいは霧妖同士の争いで、数え切れないほどの霧妖が墜おちていく。


    　一体、どれほどの数の人間が見捨てられたのだろうか？


    　そして、どれほどの数の霧妖を、ウィルは墜としてきただろうか。


    　宿敵を見上げて、ヒルダがうんざりしたような声を漏もらす。


    「どうやら、おしゃべりの時間はこれまでのようですね……」


    「キャハハハ、続けなさいよぉ。おもしろいから、最後まで聞いてあげるわ。山羊乳ツイーゲンミルヒならご馳走するわよ？」


    　そう言って、どこから取り出したのか優雅にティーカップを傾ける。


    　ウィルの視線に気付いて「飲む？」と愛らしく小首を傾かしげてきた。


    　親しげな仕し草ぐさとは裏腹に、そこからどす黒い殺気を感じて、銃じゆう機き槍そうを握る手にじっとりと汗が滲にじんだ。


    　すでに幾度となく顔を合わせており、一度は撃退にも成功した相手だが、それはいくつもの幸運に恵まれたからだ。この少女の姿をした怪物に、同じ手が通用するとは思えない。


    　ヒルダが、コウモリ傘がさで空を示した。それはウィルたちが飛び立った、シュタット・ツヴァイの方角だった。


    「北に向かうのです。運があれば〝あの者〟に追いつけるはずなのです」


    「そっちじゃないわよぉ？　ティエラを救いたいんでしょう？　なら、ティエラ王に会いに行かないと駄目よ、イスカ？」


    　シュネーが、白い日傘で背後に聳そびえる廃はい墟きよを示す。


    　二つの行き先を示されて、ウィルは直感した。


    　──ここに残るのは、絶対にマズイ。


    　破滅的な何が待ち構えている。


    　ヒルダの傘がボロボロと崩れていき、盾たてのような破片となって浮遊する。〈ノルン〉という霧む鍵げん式しきだ。


    「待てよヒルダ。一人で戦うつもりか？」


    「あれは元々、小しよう妹まいの敵なのです」


    「そんなこと言ったって──うおっ？」


    　伸ばした手の先を、光線が射い貫ぬいた。


    「今日の小妹は、そなたたちを庇かばいながら戦うほど優しくはないのです」


    　黒い少女の手に、一本の槍やりが出現した。


    　不死身の《エインヘリヤル》を消滅させ、列車まで融解させた霧鍵式だった。どう見ても禁一級か、あるいはそれ以上のものだ。近くにいれば、ウィルたちはともかくイスカなどひとたまりもない。


    　イスカを庇うように立って、ウィルは叫んだ。


    「ヒルダ、一つだけ答えろ！　空の鍵って、一体なんなんだ？」


    　イスカを含めて、ティエラの動乱の元凶はそこにあるように思える。


    　だというのに、ウィルたちはそれがどんな形をしているのかさえ知らない。


    　その問いに、ヒルダが呻うめくように表情を曇らせ、シュネーが愉ゆ悦えつの笑みを浮かべた。


    　躊躇ためらいながら、それでも紅を引いた唇くちびるからこんな言葉が聞こえた。


    



    「───────」


    



    　本当に、聞こえるか否かの、小さな囁ささやきだった。


    「《エインヘリヤル》を捕まえるのです。その先に、きっと答えがあるのです」


    　それが精一杯だというように、夜色の少女は手にした槍やりを振りかぶる。


    　見上げると、シュネーも同様の槍を掲かかげていた。


    「さぁて、それじゃあ、遊びましょう、ヒルダ？」


    「相変わらず、不愉快なのです！」


    　第四物質化した槍と槍が衝突し、世界が揺れた。


    　比ひ喩ゆではなく、大陸そのものが振動したのだ。なるほど、街一つが一晩で廃はい墟きよになるわけだと納得した。


    　──これに巻き込まれたら、命がいくつあっても足りない！


    　イスカの手を取って、ウィルは駆け出した。


    「行くぞ、ジェシカ、レン！」


    　ウィルが翼つばさ舟ぶねに跨またがると、イスカもレンの黒こく狼ろうに跨る。


    「待ってウィル。ヒルダは、なんて？」


    　ウィルは、すぐには答えられなかった。


    　聞き取った言葉の意味が、わからなかったから。


    　融解を始める大地から遠く離れて、ウィルはこう言った。


    



    「──八番目──俺には、そう聞こえた」


    



    　その言葉の意味を、ウィルたちはまだ知らなかった。
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    　いつの間にか陽ひは高く昇っており、時刻はすでに昼を回っているはずだった。


    　しかし分厚い雲と降雪に包まれた空では、朝か晩かも曖あい昧まいに見える。


    　手た綱づなを駆って、ウィルは歯がみをした。


    　──逃げたはいいが、どこへ向かえばいい？


    　翼舟で空に逃のがれたものの、事態は何も解決はしていなかった。


    　それに加え、ウィルには今から何をするべきか考える時間も許されない。


    「ウィル、前！」


    　ハッとして顔を上げると、そこに無数の機影が浮かんでいた。


    「──〈ファントム〉か！」


    　シュネーが追いついてきたということは、彼女の支配下にあった〈ファントム〉も追いつけるということだった。


    　一度は撃退したものの、四十機を超える敵機全てを撃墜したわけではない。


    　ざっと見た限りでも、二十機に届こうかという数が残っていた。


    　──どうする？　銃はもうない。


    　ミサイルの迎撃に使用した対物ライフルは、爆発に巻き込まれて紛失してしまった。


    　レンとて、戦う力はあるがこの数を撃墜するほどの力を使えば、いずれ力尽きてしまうだろう。ここは、霧む鍵げん式しきの源である〈霧きり〉が稀き薄はくなのだから。


    　逃のがれることだけは、あるいは可能かもしれない。


    　──だけど、そうするとこの数の〈ファントム〉にヒルダが狙ねらわれる。


    　シュネー一人でも勝ち目が薄いというのに、これ以上ヒルダが不利になる要素を作るわけにはいかない。


    　極寒の風の中で、凍るような汗を伝わせるウィルに、ジェシカが後ろから回した腕にキュッと力を込めた。


    「飛んで、ウィル。私が落とす」


    「ジェシカ、お前……」


    「今は〈霧〉が出てる」


    　だからといって万全にはほど遠い状態だろう。


    　それでも、自然と安あん[image: ]どを覚えた。


    　──今は、空のことだけを考えろ。


    　空という世界は、無ぶ様ざまに悩んでいていい場所ではない。


    　地面に縛しばられた世界のことは、足が地面についているときに考えればいい。


    　そんなものを引きずっていては、空の最果ては遠のくばかりなのだ。


    　ウィルは、はっきりと頷うなずき返した。


    「わかった。頼むぞ、ジェシカ」


    「うん」


    　こんなときではあるが、背中に擦こすりつけられたジェシカの額ひたいが心地よかった。


    　ウィルはレンに向けて手信号を送る。


    『迎撃する』


    　信号を受けて、黒こく狼ろうも動きを変えた。


    　それが、開戦の合図でもあった。


    〈ファントム〉が銃火を放ってくる。


    　手た綱づなを振るい、翼つばさ舟ぶねを加速させる。


    　瞬またたく間にゴーグルが凍りつき、押し寄せる風圧に息が詰まった。


    　予想外の加速に、ウィルは思い出した。


    　──最初から、最高速度で飛べるのか！


    　霧む鍵げん機関に直接〈霧きり〉の結晶を組み込み、増槽を捨てたのだ。


    〈霞か曲きよく〉は今、翼舟の常識を超えた速度で常に飛ぶことができる。


    　それはとても今のウィルに御ぎよしきれる速度ではない。しかしウィルたちは長らく霧のない不自由な空を強いられてきたのだ。


    　武器もなく、この数の敵機にどう戦うのか。


    　独り残ったヒルダは無事でいられるのか。


    　霧む妖ように変えられた解放軍の身に何が起こったのか。


    　そんな彼らに何もしてやれなかった後悔。


    　これからどこへ向かえばいいのか。


    　鉛のように重たかった、そんな不安や戸惑いが、瞬く間に振り切れる。


    　自由に飛べる空に、自然と高揚した。


    「やるぞ、ジェシカ」


    　速度計が瞬時に時速一八〇界里ミールを超える。


    　過負荷で霧鍵機関が青白く発光し、透き通った翼が輝く。


    　機体を左右に振るたびに、光の残ざん滓しが幻影を生み出す。


    　その間も〈ファントム〉からは弾丸が射出されるが、残像を感知してしまう機械のそれで〈霞曲〉を捉とらえることはできなかった。


    「前に出て」


    〈ファントム〉の群れに迫ったところで、ジェシカがそう囁ささやいた。


    　その意図はわからなかったが、ウィルは手綱を短く握って小さく横に振るう。


    　銃火の雨を[image: ]ぬうように、〈霞曲〉は鋭角の軌跡を残して〈ファントム〉の正面に躍り出る。


    「避よけて」


    　そう囁いて、ジェシカが片手で髪を振り払った。


    　ウィルは手綱を緩ゆるめて機体を風の流れに任せる。　


    　衝突する寸前でふわりと独りでに機首が持ち上がり、〈ファントム〉の真上を滑るようにすれ違う。


    〈ファントム〉は、ちょうど光の残像に突っ込む形になった。


    　直後、機械の船体が炎を噴ふき上げる。


    「な、なんだあ？」


    　振り返って、気がついた。


    　ジェシカの髪が、淡い翠みどりに輝いていた。


    　──霧む妖よう化したのか……？


    　だが、その背から突き出しているのは、いつもとは比べものにならないほど小さな翅つばさだ。片方が破れているのは変わらずだが、広がりきれずにくしゃりとしおれている。開きかけたつぼみのようだ。


    　髪の色もまだ金色に近く、肌までは発光していない。


    　そんな小さな翅から、虹色の鱗りん粉ぷんがこぼれ落ち、それが〈霞か曲きよく〉の羽ばたいた軌跡に尾を引かせていた。


    「可燃性の高い鱗粉。機械には、よく効く」


    〈ファントム〉の機関部には、冷却のために風を取り込むファンがついている。そこに、鱗粉が入り込んで炎上させているのだ。


    　──つまり、残像をぶつけてやればいいのか！


    　飛び道具がない代わりに、機体をぶつければ相手を落とせるのだ。実際には衝突の瞬間には回避しているのだから、残像が機雷になったと表現するべきだろうか。


    　同時に、蝶ちようの翅はねが呼吸でもするように規則正しく震ふるえていることに気付いた。


    　霧妖化したジェシカは大量の〈霧きり〉を欲する。この蝶の翅自体が、〈霧〉を取り込むためのもう一つの呼吸器なのだった。


    　ここで霧妖化したのは、〈ファントム〉を落とすためだけではない。可能な限り〈霧〉を取り込むためでもあるのだ。


    　新しい翼に、呼吸を取り戻したジェシカ。


    　たかが銃じゆう機き槍そうの弾切れ程度が、いかほどの問題だというのか。


    　ウィルは撫なでるように手た綱づなを揺らし、次の〈ファントム〉の正面へと滑り込む。


    　当然、機銃が乱射されるがウィルは真っ直すぐ敵機を見据えていた。


    　──位置は、こっちが上だ。


    　急降下するウィルに対して、〈ファントム〉は上昇していることになる。


    　瞬時に手綱をどう捌さばくべきか判断を下す。あわや衝突するほどの距離で、翼を畳み、重心を後ろに傾けて尾翼を下げた。


    　今度は、船底を掠かすめるように下降してすれ違っていた。その手綱の切り返しで、やはり青の残像を残して。


    　爆炎を吐き出して、また一つ敵機が墜おちていく。


    　ジェシカがキュッと腕に力を込めた。


    「今のは、初めて見た」


    　空戦技には状況に応じて数あま多たの種類があるが、今の動きはこれまでのウィルが試したことのないものだった。


    「まあな」


    　曖あい昧まいに答えて、ウィルは次の〈ファントム〉に狙ねらいを定める。


    　──本当は、お前の技を真ま似ねたかったんだよ。


    　ジェシカが本気で手た綱づなを振るえば、まるで時間を止めたように回避できただろう。


    　その動きを真似ようとしたのが、さすがに一いつ朝ちよう一いつ夕せきで追いつけるものではなかった。


    　ただ、ウィルはまだ気付いていなかった。


    （ウィルの空……）


    　囁ささやくようなジェシカの声が、風に溶けて消える。


    　ジェシカが魅せた技を、ジェシカの模も倣ほうではなく自分自身の技術に昇華して、操あやつり始めていることに。


    　ジェシカの空ではなく、ウィル自身の空を飛び始めていることに。


    「……？　どうかしたか？」


    「ウィルは愚鈍」


    　どこか嬉うれしそうに身み震ぶるいをして、ジェシカはそう言った。


    　意味はわからなかったが、まだたったの二機を墜おとしただけ──全体の一割に届くかどうかなのだ。問い返す余裕はなかった。


    　そして、それを黙って見物しているほどウィルの僚りよう機きもおとなしくはない。


    　盛大に散弾を放ち、黒こく狼ろうが突入してくる。


    　一つ一つの威力は低いものの、数発が命中すれば鋼鉄の装甲も砕ける。まともに正面から浴びた敵機のいくつかが、雪の大地へと墜ちて行った。


    　そして、その散弾の雨に、ウィルは自分から飛び込んでいく。


    「左翼、下から三つ。尾翼に一」


    　ジェシカの声にわずかに翼を傾けると、そこを散弾が駆け抜けていく。


    　慎重に、それでいて大胆に、〈霞か曲きよく〉は散弾の中を[image: ]ぬうように飛翔する。


    　多段高速旋回ゴーストアクセル──小刻みに鋭く、幾度も旋回を重ね、そのつど残像がばら撒まかれていく。


    　だが、相手は精密機械の〈ファントム〉だ。


    　いくら屈折しても、動き自体は直線なのだ。その先を予測して機銃が掃射される。


    　鞭むちのようにしなる火線が、〈霞曲〉を捉とらえようとしたところで──不意に銃火があらぬ方向に逸それた。


    　ウィルが何かをしたわけではない。〈ファントム〉の方が、勝手に狙いを外したのだ。


    　見れば、〈霞曲〉を狙っていた〈ファントム〉に、散弾が襲おそいかかっていた。それを回避したことで、標的を逃のがしたのだ。


    　レンだ。


    　黒こく狼ろうの放った散弾が、ウィルの進路を守るように駆け抜けていた。


    　守られた航路を、翼つばさ舟ぶねは自在に翔かけていく。


    　さすがに接近戦は不利と判断したのか、〈ファントム〉たちが〈霞か曲きよく〉と黒狼から距離を取っていく。


    　──そいつは、罠わなだよ。


    　機械に油断など存在するのかはわからないが、残像から逃のがれたことで動きが甘くなった機体があった。


    　そこに、青い残像を突き破って散弾が襲おそいかかる。


    　堪たまらず直撃を受けて、また一機墜おちていった。


    　ウィルは無意味に多段高速旋回ゴーストアクセルを続けていたわけではない。


    　残像は急激な旋回と減加速によって生み出される。空でそんな動きを取るのは、基本的には回避のためだ。


    　何を回避しているのか？


    　黒狼味方が放つ散弾だ。


    　つまり、全ての残像は黒狼の火線を隠す目め眩くらましとして作用する。散弾は〈ファントム〉からは完全に死角となり、回避すら叶わずことごとく直撃していった。


    　それに気付いたのか、先に黒狼を墜とそうといくつかの機体が旋回を始める。


    　が、その前に〈霞曲〉が滑り込む。


    　一瞬でも〈霞曲〉から注意を逸そらせば、すぐさま残像に捉とらえられる。それだけの速度が、今の翼にはあるのだ。


    



    　──〈渡り鳥〉はバディと共に飛ぶ──


    



    　それは本来、ウィルとジェシカのように複座で飛ぶことではない。


    　互いをフォローする僚りよう機きと共に飛ぶことを指すのだ。


    　ウィルとジェシカの空について来られる、唯一とも呼べるパートナー──そのレンと共に飛ぶ空で、銃がない程度の問題など、なんの障害にもならなかった。


    「船尾から右翼に四つ。正面から機銃──上から機首に一つ。船尾狙ねらいで機銃──そっちは駄目左翼に七つくる──」


    　縦じゆう横おう無む尽じんに飛び交う銃弾の中を自由に飛んでいられるのは、全ての火線をジェシカが教えてくれるからだ。


    　──ったく、本当に銃弾の雨だな。


    　ウィルは手た綱づなを右手に巻き付けるように握り、少し強く引いた。


    　右翼だけが大きく震ふるえ、機首と尾翼が入れ替わり、独こ楽まのように回転する。


    　まるで水切り石のように機体が跳ね、銃火の雨をスルリと抜けた。


    　全ての包囲の空が同時に見えるように、視界が広がった。


    　暗い空、明るい空。分厚い雲、薄い雲。そこからこぼれ落ちる粉雪。わずかな陽ひの光を受けて輝くように、翼つばさ舟ぶねの後ろを追うように踊る。


    　それは、硝しよう煙えんと銃火で汚れた空にあって、その全てを振り払うような刹せつ那なの幻想だった。


    　ジェシカがキュッと腕に力を込める。


    　その唇くちびるから、愛いとしそうな吐息が[image: ]こぼれた。


    　と、そこでジェシカの声が止まってしまった。


    「おい！　次はどこからだジェシカ？」


    「……面倒」


    「はあっ？」


    　何が気に障さわったのか、とうとつにジェシカが指示をくれなくなった。


    「被弾しそうなら、言う」


    　そう言ったきり、本当にだんまりを決め込んでしまう。


    「おいぃぃぃいぃぃぃぃいっ？」


    　そうしている間も、黒こく狼ろうと〈ファントム〉の両方から銃火が放たれているのだ。


    　ウィルは必死で手た綱づなを繰り──それでもレンのために残像を残すという自分の役目は果たしながら──半なかば勘を頼りにそれを潜くぐり抜けていった。


    （ほら、大丈夫）


    　嬉うれしそうな……というより、もはや幸せそうなジェシカの声は、死に物狂いのウィルの耳には届かなかった。


    　それでも、正しい僚りよう機きを得た空で、二十機からなる〈ファントム〉の群れが姿を消すまで、長い時間は必要なかった。

  


  
    第二便　傀く儡ぐつ師しは走り続け


    



    　陽ひが落ち、夜の帳とばりの降りた廃はい墟きよで、いくつもの光が乱舞していた。


    「キャハハッ、今日はずいぶん粘るじゃない！　偉いわぁ、そんなにがんばって私を楽しませてくれるなんて」


    　幼い笑い声を上げて、真っ白な少女が言う。


    　ドレスはあちこち破れ、自慢の日ひ傘がさも黒く煤すすけてしまっているというのに、まるで疲ひ弊へいした様子はない。


    　その正面に、夜色の少女が佇たたずんでいた。


    　こちらもドレスが汚れ、包帯の下からはまた新たに血が滲にじんでいるが、苦痛を顔に出すことはない。


    　ヒルダは不快そうに片眉を揺らす。


    「そなたに喜ばれても、小しよう妹まいは不愉快なだけなのです」


    「キャハ、そんなふうにやせ我慢しちゃうところが可愛かわいいのよね！」


    　まるで極上の料理を目の前に並べられたように、まるで愛いとしい隣人から最良の贈り物を受け取ったように、シュネーは唇くちびるを舐なめずり、恍こう惚こつとした笑みを浮かべる。


    「わかってんでしょ？　あんた独りじゃ、私には敵かなわない。あんたが逃がしちゃったから、もう助けも来ない。それでもそんなに無ぶ様ざまに必死に足あ搔がいてくれるなんて、私にとっては最高のご馳走じゃない？」


    　自分の肩を抱いてゾクゾクと身を震ふるわせ、シュネーは真っ白な日傘を向ける。


    「でも、そろそろ限界でしょ？　前の一件から、あんたは一度も雲うん界かいに降りてない。貯たくわえてきた〈霧きり〉も、もう底をついてる」


    〈霧〉のないこの大地でヒルダが霧む鍵げん式しきを使えるのは、蒼そう界かいを出立する前にあらかじめ〈鍵〉へと〈霧〉を込めてきたからだ。ウィルが使う銃じゆう機き槍そうの弾丸と同じ理屈だ。


    　つまり、一つの〈鍵〉で一度しか霧鍵式を使えない。


    　そしていくら大量に持ち込もうとも、丸一日戦い続ければ〈鍵〉も尽きる。ヒルダのスカートの中には、力を使い果たした〈鍵〉しか残っていなかった。


    　対シュネー用に残しておいた切り札のいくつかを、ウィルたちを救うために使ってしまったことも手痛い。


    　シュネーの指摘は、確かに正しかった。


    　それでも、ヒルダは優雅に腰を折り、スカートの裾すそを持ち上げる。


    　カシャンと澄んだ音色を響かせ、青い燐りん光こうがあふれ出した。


    　ヒルダの前に紡つむがれたのは、一本の槍やりだ。


    〈グングニル〉──槍そう身しんが第プ四ラ物ズ質マ化するほど超振動することで、触れたもの全てを融解させるという凶悪な霧む鍵げん式しきだ。禁一級の中でも特に破壊力が強く、戦艦どころか小さなものなら島でも貫通するほどだ。


    〈霧きり〉を止められても、純粋な熱量までは止められない。


    　シュネーに通用しうる、数少ない手札の一つだ。ウィルたちを逃がしたのは、彼らがいるとこういった手札が使えないという理由も大きい。


    　かつてシュタット・ノインで後おくれをとったのも、そこに無関係な人間が大勢いたのが原因でもある。ヒルダが全力を出すには、そこが無人の荒野である必要があるのだ。


    　この二人の少女が本気で暴れた結果が、ここに広がっている廃はい墟きよなのだから。


    　それを目の当たりにしても、シュネーは肩透かしを受けたようにため息を漏もらす。


    「また〈グングニル〉？　そろそろ見飽きたわよ、それ？」


    　そう言って、シュネーの手にも同じ槍やりが紡つむがれる。


    《フィンブル》で止められないのなら、同じものをぶつけて相そう殺さいすればいい。雪のような姿をした少女は、霧む鍵げん士しとしてもヒルダと同等の腕を持っているのだ。


    　長らくヒルダとシュネーが決着をつけられないでいるのは、ほとんどの場合がこうした千せん日にち手てに陥おちいるからだった。


    　シュネーがケーキの蠟ろう燭そくを吹き消す子供のような笑みを浮かべる。


    「今度こそ、ちゃんと当てなさいよぉ？　次は私から仕掛けちゃうわよ？」


    「粗そ忽こつ者ものの余裕は、油断と呼ぶのです」


    　ヒルダは表情を変えず、[image: ]しやく熱ねつ化かした槍を放った。


    　同時に、シュネーも槍を投げる。


    　二つの超振動兵器が衝突し、行き場をなくした運動エネルギーが光に変換される。


    　網膜を焼き切るような閃せん光こうと、息が詰まるほどの熱風が吹き荒れる。足元の地面がガラス化し、生物が生存不可能な地獄が生み出されていた。


    　その光は、外壁に閉ざされたティエラの街々の空を、真昼の色に塗り替えるほどだった。


    　そこで、ヒルダは悠然と空を見据えていた。


    　荒れ狂う熱風も、閃光も、夜色の少女に届く寸前で消失していく。


    　ヒルダが恒常的に発動している防壁〈ヴァラルスキャルブ〉によるものだ。一定以上の電荷を帯びた粒子の一切を遮しや[image: ]へいする霧鍵式だ。


    　しかし無敵の盾たてと呼べるほど都合のよいものであるはずもなく──


    



    「じゃあ、次は私の番よねぇ？」


    



    　[image: ]熱の地獄を突き破って、真っ白な手袋に包まれた腕が突き出された。


    「か、ひゅ……っ」


    　突然、眼前に現れたシュネーの手は、〈ヴァラルスキャルブ〉を素通りしてヒルダの首を捉とらえていた。


    　この霧む鍵げん式しきが防げるのは密度の薄い粒子だけで、物体は防げないのだ。


    　雪色の少女は軽々と片手でヒルダの体を吊り上げ、そのまま外壁の残ざん骸がいへと叩たたきつける。半なかば融解していた外壁は、水風船のように弾けて吹き飛んでいた。


    　激痛と衝撃、さらには酸欠で、一瞬目の前が真っ白になる。


    　明らかに人間の許容値を超えた腕力。その正体を、ヒルダも古い文献の中で見たことがある。


    〈メギンギョルズ〉──今は失われたはずの霧鍵式だ。


    　自分の骨格を造り替えることで、外見は華きや奢しやな少女のまま人知を超えた身体能力を生み出すことができる。人体改造という、禁断の領域に踏み入った力であるため、禁術として歴史から葬ほうむられたはずのものだ。


    　シュネーの生きた八千年は、そのまま霧鍵式の歴史でもあった。


    「あんた、接近戦になると極端に弱いのよね。背丈といっしょで、そこだけはちっとも成長しなかったわね？」


    　幼い笑い声を漏もらし、シュネーがぬいぐるみでも摑つかみ上げるようにヒルダを宙吊りにする。


    　その腕を必死で摑むが、首を締め付ける力は尋常ではなく、見る見る意識が遠のいていく。

  


  [image: ]


  
    　窒息以前に、頸けい椎ついごと握り潰つぶすつもりなのだとわかった。


    　ヒルダが受けたのは歳を取らないという呪のろいだ。それは肉体的に不滅という意味ではない。


    　いかに強大な霧む鍵げん式しきを操あやつろうとも、体には見た目通りの筋力しかない。ウィルあたりに本気で殴られれば、骨折どころかそれだけで死にかねない、非力な体なのだ。


    　シュネーはずいっと顔を近づける。


    「最後に、何か言い残すことはあるぅ？」


    　首を締め付ける力がわずかに緩ゆるめられ、ヒルダは激しく咳せき込んだ。


    　もっとも、宙づりにされているのだ。ほとんど呼吸はできず、わずかに肺へと流れ込んだ酸素の分だけ痛みが増した。


    　苦痛を与えるために、シュネーは力を緩めたのだ。


    　それでも、ヒルダはくすくすと甘い笑い声を漏もらす。


    「あら、壊れちゃったかしら？」


    　どこか残念そうに、白い少女は小首を傾かしげる。


    　ヒルダは、意地のように笑みを浮かべた。


    



    「そなたのような、骨太の女子など、大抵の殿との御ごは、願い下げ、なのです」


    



    　シュネーはペタンと額ひたいを押さえて噴ふき出す。


    「キャハハハ、ほんと、最後まで可愛かわいいんだから！　バイバイ、私の大好きなヒルダ」


    　首をへし折らんと力が込められる。


    　さらに、癇かん癪しやくを起こした子供がおもちゃを壊すように、地面へ向かって腕を振りかぶった。


    「え──？」


    　その声を漏らしたのは、シュネーだった。


    　ヒルダは首を摑つかむ小指の付け根を握り、シュネーの親指の付け根を機転に全力で手首を捻ひねっていた。


    　逃のがれようのないはずの腕がスルリと外れた。いや、それだけに留とどまらず、シュネーの天地が逆転する。


    　込めた力の強さのままに、白い少女が大地に叩たたきつけられる。


    　受け身も取れず、さすがに苦く悶もんを顔に浮かべていた。


    　首が解放され、急激に取り戻された呼吸の痛みに、ヒルダもへたり込んで喘あえぐ。


    　それでも、じっとりと汗の滲にじんだ顔に笑みを浮かべた。


    「淑女の護身術とは、このようにスマートに行うものなのです」


    　それはヒルダの執事が得意とする体術だった。


    　そして、その両手に無数のナイフを紡つむぎ上げる。


    　数十本に及ぶそれを見て、シュネーも顔を引きつらせた。


    「げっ、〈ヴァルキュリア〉……っ」


    　背中から叩たたきつけられたシュネーは、咄とつ嗟さに動けない。


    　ヒルダは無数のナイフを空に向けて放つ。


    　数十本のナイフは高周波で振動し、独りでに向きを変えてシュネーへと迫る。威力こそ〈グングニル〉には劣るものの、この霧む鍵げん式しきは一度放てばどこまでも相手を追い続けるという特性を持つ。


    　ナイフが反転するわずかな隙すきに、ヒルダは飛び退のいていた。


    「くっ──《フィンブル》！」


    　飛来するナイフが時間を止めたように制止するが──


    「──だから、そなたは粗そ忽こつ者ものなのです」


    　動きを止められてなお、ナイフはギリギリと振動し続けていた。触れれば、シュネーといえどただでは済まない。


    　そして、全方位から迫るそれに人間一人が抜け出せるほどの隙すき間まはない。


    　シュネーが焦あせりの表情を浮かべたときには、ヒルダは宙にいた。


    　手には、すでに[image: ]しやく熱ねつ化かした槍やり〈グングニル〉が握られている。


    「そなたの《フィンブル》は確かに凶悪ですが、発動中は自分の霧鍵式も止めてしまうのでしたね？」


    《フィンブル》を使いながら、他の霧鍵式を使うことはできない。自らの体を造り替えるという、〈メギンギョルズ〉だけが例外なのだ。


    　今《フィンブル》を解くということは、数十機からなる〈ヴァルキュリア〉の直撃を許すということだ。


    



    「ではよい旅をグーテライゼ、なのです」


    



    　身構えることも許さぬ、裁きの槍が打ち下ろされた。


    　初めて、ヒルダの霧鍵式が直撃した瞬間だった。


    　夜が紅ぐ蓮れんに染まり、大地がぐつぐつと融解する。いくら《フィンブル》の力でも、ここから生き延びることは不可能だろう。


    　それでも、ヒルダは微み塵じんの油断もなく、地獄の釜のような世界を見据えていた。


    　そんな地獄の釜ような景色が、真っ二つに割れた。


    「──おっかしいわね、ヒルダ。あんた、とっくに弾切れのはずでしょ？　なんで、まだ霧鍵式が使えるわけ？」


    　さして手傷もなく、白い少女は未だ健在だった。


    　その肩には、深しん紅くの槍やりが担かつがれている。


    〈グングニル〉のそれではない。


    　ヒルダは、過去にこれを見た記憶があった。


    



    「──《レーヴァティン》──」


    



    　そう、ザックスと言っただろうか。顔に焔ほのおの入れ墨を彫った男が使っていた〈七つの鍵〉のレプリカだ。


    〈霧きり〉もろとも全てを焼き尽くすというこの槍ならば、熱という属性の〈ヴァルキュリア〉と〈グングニル〉を防ぐことも不可能ではない。


    　シュネーが幼い笑い声を上げる。


    「キャハハ、レプリカなんだから一つだけのわけがないでしょう？」


    　そうなのだ。


    　シュネーは〈七つの鍵〉の総そう帥すいなのだ。


    　──残りのレプリカも、所持していると見るべきでしょうね……。


    　オリジナルに劣るとはいえ、この少女が扱うとなればレプリカもオリジナルに届きうる。少なくとも、ザックスでは今の攻撃を凌しのぐことはできなかったはずだ。


    　シュネーが目を細める。


    「で、あんたの手品のタネ、教えてもらおうかしら？」


    　どこか確信めいた声こわ音ねに、すでのその答えは予想されていることがわかった。


    　ヒルダはクスリと甘く微ほほ笑えんだ。


    



    「確かにこの大陸に〈霧〉はないようですが、〈霧〉を生みだしたものは残っているのです」


    



    　深紅の槍が真っ直すぐ突き出される。


    「へえ……？　どうにも、あんた、知ってるとマズイことを知っちゃったみたいね？」


    「はて？　心当たりがないのです」


    　さも心外そうに首を傾かしげて、ヒルダはよからぬイタズラを思い付いたように、妖あやしい笑みを浮かべた。


    　そして、今までの仕返しのようにシュネーを見下す。


    「ああ、そういえば確かに知ってしまったのです──山羊乳ツイーゲンミルヒで背が伸びるのは迷信です──そのようなことを、言われて顔を真っ赤にした娘がいましたね」


    　ひくっと、珍しくシュネーの顔が引きつった。


    　その反応に、ヒルダは堪こらえきれなくなったように顔を伏せた。


    



    「まるで、初う心ぶなねんねのようだったのです」


    



    　ものの見事に絶句するシュネーに、ここぞとばかりに追撃をかける。


    「そなたにも、そんな乙女おとめのような時代があったのですね？　今からは想像も──っ！」


    　ヴヴンと羽音のような音を立て、ヒルダの首元を剣が掠かすめた。


    　とっさに飛び退のいたものの、首筋から薄うつすらと血が滲にじんだ。


    「……キャハッ、やるじゃないヒルダ。効いたわよぉ？　今の挑発」


    　蒼あおの瞳を爛らん々らんと怒りの色に耀かがやかせ、白い少女の手に柄のない剣が握られていた。


    　──あれは《ロキ》ですか。


    《フィンブル》、《レーヴァティン》に続く、三つ目の〈七つの鍵〉が現れていた。


    「決着には、時間がかかりそうなのです」


    　辟へき易えきとした声を漏もらし、ヒルダも周囲に無数のナイフを紡つむぎ上げる。


    　少女たちの戦いは続く。


    　閉ざされた空を、炎の色に染めながら。
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    　ウィルたちが降りたのは、シュタット・ツヴァイと呼ばれる街だった。


    　南の空からは、今も轟ごう音おんと閃せん光こうが広がっている。高い壁に遮さえぎられた都市の中にも届くのだ。よほどの力を振るっているのがわかる。


    　ヒルダとシュネーの戦いに、決着はついていないのだ。それがあの夜色の少女が無事である知らせでもあった。


    　複雑な気持ちで空を見上げ、ウィルは首を横に振った。


    　──今は、俺たちがやるべきことをやるんだ。


    　気持ちを切り替えるように、ウィルは声に出して呟つぶやく。


    「……ポールマンが、見当たらないな」


    　彼が〈霞か曲きよく〉に改良を加えた倉庫に着陸したのだが、元警官の姿はなかった。


    「何か事件があったみたいだったよね？」


    　黒こく狼ろうから降りて、イスカが言う。


    　空から、倉庫の近くで煙が上がっているのが見えた。


    　位置的にポールマンが巻き込まれた可能性は高い。


    「考えられるのは、やっぱり《エインヘリヤル》に襲おそわれたってことだな」


    「……？　《エインヘリヤル》はシュタット・ヌルにいたんだよ？」


    　首を傾かしげるイスカに、ジェシカが首を横に振る。


    「私たちが飛ぶまで、あの男はこの街にいた。〈霞か曲きよく〉を追い抜いてシュタット・ヌルに先回りするのは不可能」


    　ジェシカが手た綱づなを駆る〈霞曲〉は、ミサイルよりも速く飛翔していたのだ。


    　その直後に、ハイリッヒがシュタット・ヌルにいられるはずはないのだ。


    　──つまり、ここにいたのとアルトさんを撃った《エインヘリヤル》は、別の個体だ。


    　彼らの間で意思の疎通がどうなっているのかはわからないが、ここでも同じような事件を起こしていた可能性は高い。


    　イスカが、蒼そう白はくになった。


    「そ、それじゃあ、今度は街の人たちが霧む妖ように変えられちゃうの？」


    「いや、それはないだろう」


    　ウィルは即答できた。


    「どうして？」


    「霧妖にされた解放軍の連中は、まず霧きり汚染症を起こしていた。それに《エインヘリヤル》も霧む鍵げん式しきであることには変わりはないんだ。だったら〈霧〉のない場所であんなことはできないはずだ」


    　──霧妖っていうのは全部〈霧〉への耐性を得られなかった人間の、なれの果て──


    　シュネーの言葉から、それがティエラの民が外壁の中で暮らさなければならなかった原因だと想像がつく。


    　同じティエラ人でありながらイスカが霧妖化を免まぬがれたのは、彼女がジェシカから抗体を与えられていたからだ。


    　となると、まず先に霧汚染症を発症する。それだけの〈霧〉が必要になるのだ。街中では起こせない。


    　イスカも納得できたらしく、ホッと胸をなで下ろしていた。


    「それじゃあ、さっき見えた火事はあの人──ポー……なんだっけ？」


    「ポールマンか？」


    「あ、うん、その人……ポールマンさんが戦ったあとってことなんだよね？　だったら《エインヘリヤル》もやられちゃってるかもしれないんじゃ……」


    　ウィルとジェシカは首を横に振った。


    「あの男の力で、それは無理」


    「だろうな。あいつ、〈エインヘリヤル〉がないと本当に弱いからな」


    　イスカは瞬まばたきをした。


    「え……〈エインヘリヤル〉？　でも、それはティエラ王が使って……」


    「ああ、違う違う。ポールマンは《エインヘリヤル》のレプリカを持ってたんだよ。……まあ、俺が壊しちまったんだけどな」


    　イスカが不思議そうな顔をした。


    「じゃあ、レプリカとオリジナルの両方の持ち主がここにいるんだ……。なんか、すごい偶然だね」


    　ウィルはジェシカと顔を見合わせた。


    　──そういえば、そうだよな……？


    　今までジェシカに折せつ檻かんされているだけだった男が、この局面で鍵を握り始めているのかもしれない。


    　漠然と、ウィルはそう感じた。


    　それから、妙に静かなレンを見み遣やる。


    「……しかし、一度雲うん界かいに潜る必要があるかもしれないな」


    「え？　あ……」


    　黒こく狼ろうが着地した場所に、レンが倒れていた。


    　レンは〈霧きり〉への依存が強い。外壁に囲まれた都市の中では、消耗を抑えるためにほとんど休眠を取っているほどだ。


    　この状況で睡眠を必要としていることから、彼女も疲ひ弊へいしていることがわかった。


    　──無理もない、か。


    　ここ数日の間にビルギッドや〈ファントム〉といった敵と遭遇し、相当の力を使ってきた。


    「うぇへへ……ジェシカは、甘え下手なだけです……むにゃ」


    　まったく以もつて困った寝言を漏もらしているが。


    　そんなレンの隣にしゃがみ込むと、イスカは仕方なさそうにこう言った。


    



    「大丈夫だと思うよレン。ジェシカはわりとちゃんと甘えてるっぽいから」


    



    「なんでお前までそういうこと言うかなあっ？」


    　このあと、ジェシカから殴られるのはウィルだというのに。


    　身を強こわ張ばらせて──……しかし、なんの痛みも来なかった。


    　恐る恐る目を開けると、ジェシカが言葉が出ないようにパクパクと口の開閉を繰り返していた。耳まで真っ赤になって、挙動不審に伸ばした手を彷徨さまよわせている。


    　──こういう反応は、初めてだな……？


    　とりあえず、怒るのも忘れるほど狼狽うろたえているのがわかった。


    「おい、ジェシカ……？」


    　呆あつ気けに取られてウィルが名前を呼ぶと、それで正気に戻ったらしい。ジェシカがキッと睨にらみつけてきた。


    「ウィルが悪い」


    「なんで俺なのっ？」


    　ビシッと人差し指を突きつけられ、ウィルは悲鳴を上げた。


    　しかし一方的な批難をぶつけるジェシカは、ウィルの顔──正確には、口元の辺りを見て、さらに顔を赤くする。


    　なんというか、そのまま後ろに倒れてもおかしくないほど、目をグルグルとさせていた。


    　そんな二人を眺めて、イスカがお腹いっぱいだとでもいうような顔をする。


    「──ひゃっ？」


    　そこで、また轟ごう音おんと閃せん光こうが弾けた。


    　こうしている今も、ヒルダは戦っているのだ。


    　ウィルはジェシカとイスカを見る。


    「とにかく、ポールマンのやつを捜そう。ここのハイリッヒさんがどうなったか見たかもしれないし、《エインヘリヤル》のことも何かわかるかもしれない」


    　イスカは頷うなずくが、ジェシカは難しそうな顔をする。


    「ジェシカ。ポールマンが気に入らないのはわかるが、今は──」


    「あの男のことじゃない」


    　金色の髪をしゃらりと揺らし、ジェシカは首を横に振る。


    　その視線の先にあるのは、ウィルが着陸させた翼つばさ舟ぶねだった。


    「ウィルは〈霞か曲きよく〉を整備するべき」


    「……あのときの、加速か？」


    　今の〈霞曲〉は、霧む鍵げん機関に直接〈霧きり〉の結晶を組み込んでいる。それにより、翼舟とは次元の違う速度を手に入れることができた。


    　しかし、〈霞曲〉はあくまで翼舟として作られたのだ。かつてない加速に、機体にどんな影響が出ているかわからなかった。


    「きっと、飛ばなくてはいけなくなる。〈霞曲〉が必要」


    　整備自体はジェシカにもできるが、修理となるとウィルでなければ難しい。部品の調達や切り出しなど、専門的な技術が必要になってくるからだ。


    「だけど、ポールマンの方はどうするんだ？」


    　ジェシカはイスカを指差す。


    「私とイスカが行けばいい」


    「え、あ、あたしと？」


    　確かに、レンも目を覚まさない以上、そういった振り分けになるのだが、意外な組み合わせにイスカが戸惑った声を上げた。


    「駄目なの？」


    　存外に平然とした様子で、ジェシカが首を傾かしげる。


    　イスカは気を落ち着けるように一呼吸して、首を横に振った。


    「ううん。ちょっとびっくりしただけ。行こう？　都市の中なら、あたしの方がわかることもあるかもしれないし」


    「そう」


    　満足したのかそうでないのか、よくわからない表情でジェシカは頷うなずいた。


    　少女が無愛想なのは元からだが、ウィルでも表情が読めないのは珍しいことだった。
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    「確かに、だいぶガタが来てるな……」


    　翼つばさ舟ぶねの装甲を開いて、ウィルは難しい声を漏もらす。


    　ジェシカとイスカを見送って、ウィルはさっそく整備に入っていた。


    　軽く見ただけでも、全体的にネジが緩ゆるんでいるのがわかる。このまま飛び続けていたら、空中分解していたかもしれない。


    　ネジ自体も摩耗して山が潰つぶれているもの、関節部も相当すり減っているものがある。翼などの軸受けベアリングは交換部品があり、ネジも締め直せば応急処置には十分だろう。


    　──だけど、根本的に総点検オーバーホールの必要があるな。


    　近いうちに──いや、極力早いうちに、蒼そう界かいの事務所へ戻らなければならない。


    　霧鍵加速器ミストブースターとでも名付けるべきか。《宿り木の槍ミストルテイン》の欠片かけらを組み込んだことで、〈霞か曲きよく〉はもう一段階進んだ次元の空を飛べるようになった。


    　だが、それゆえに機体にかかる負荷も桁けた外はずれに上がってしまった。


    　これは一種の禁じ手だ。ジェシカに飛ばせるのと同じで、普段から使えるものとは考えない方がいい。


    　ちらりと、隣で寝息を立てるレンに目を向ける。寝相の悪さではだけた毛布を、そっとかけ直してやりながら。


    　戯おどけてはいるが、この少女の疲ひ弊へいも深刻だ。ジェシカと同じく、先ほどの空で少しは〈霧きり〉を吸収しているはずだが、それ以上に消耗の方が大きい。


    　彼女は、最強の霧む鍵げん式しきの一つ《フェンリル》──それもオリジナルなのだ。桁外れに大きな力に見合うだけの〈霧〉を必要としている。


    　──それに、八番目、か……。


    　その数字が特別な意味を持つのだろうことは、ウィルにもわかる。


    　八番目の、空の鍵──そう考えて、自然と浮かぶのは〈七つの鍵〉だった。


    　世界を滅ぼすことを目的とする〈七つの鍵〉が、最古の霧鍵式を持ちながら未だ世界を滅ぼせずにいるのは、きっと何かが足りないからだ。


    　その足りない何かが八番目だとすると、意味も繫つながってくる。


    　──つまり、ティエラ自体が八つ目の〈七つの鍵〉だってことか？


    　ミストルティン・プロジェクトの最終段階は、この大陸を鉄てつ[image: ]ついと変えて雲うん界かいに打ち下ろすことにあったという。


    　確かに、雲界を破壊するに足る力かもしれない。


    　──だが、空の鍵……？


    　大陸という鉄[image: ]が八番目だとすると、空の鍵とはなんなのか？


    　雲界に潜ったわけでもないのに、イスカは霧きり汚染症にかかるほど〈霧〉への耐性がなかった。それで霧む鍵げん式しきに関わることができるとは思えないのだ。


    　そもそも、シュネーたちならば物理的にティエラを破壊して、雲界に墜おとすこともできるだろう。


    　繫つながっているようで、まだ何かズレている。そんな気がした。


    「駄目だ。わからないことは、やっぱりわからない。それより、今は《エインヘリヤル》か」


    　こうしている今も、ヒルダは戦っている。


    　ウィルたち以上に、彼女は限界に近いはずだ。泣き言を言っている暇ひまなどはない。


    　そうして整備をしていて、ふと気付く。


    「なんだ……？　気圧計が……」


    　操縦席に取り付けられた計器の一部が、おかしな数値を示していた。


    　──霧鍵加速器ミストブースターの影響か？


    　考えられないことではないが、故障だとすると厄やつ介かいだった。


    　翼つばさ舟ぶねの気圧計は細長いガラスの管に水銀を注入したものだ。単純な構造だが、それゆえに故障しにくく、信頼性も高いとされていた。


    　気圧計の原理はそのまま高度計の原理でもある。高度計にはまた仕組みの違う気圧計が内蔵されているが、どちらも気密性が保たれていなければならない。片方に異常が出ているなら、もう一方も狂っている可能性が高い。


    　実際に、高度計もずいぶん低い位置を示していた。


    　ウィルはそっと気圧計に触れる。


    　──ヒビは……ない。隣の温度計は正常だ。なら、なんだ？


    　翼舟にとって、計器の異常はそのまま搭乗者の死に直結する。正しい高度と進路を認識できるから、〈渡り鳥〉は空で自分の位置を確保できているのだ。


    　異常の正体を探っていて──ウィルは、すぐ隣に立てかけた銃じゆう機き槍そうを意識した。


    　──なるほど。俺たちは、追われてるわけでもあったな。


    　倉庫の入り口に、一つの人影が現れていた。


    　シュネーの部下か、あるいはソルダートか。ハイリッヒが《エインヘリヤル》に乗っ取られた以上、そちらの刺客ということも考えられる。


    　まだ気付いていない振りをしつつ、ウィルは黙々と工具を動かす。


    　人影は、足音を殺して一歩、また一歩と近づいてくる。


    　──この足運び……手て練だれだ。


    　少なくとも、ソルダートの機械兵ではない。あれは強力ではあるが、気配を殺すような繊細な動きはできないのだから。


    　そして、ソルダート特有の、鉄と油のにおいはない。


    　──なら、シュネーの部下か。


    　レンが動けないこの状況で、彼女と〈霞か曲きよく〉を守りながら戦えるだろうか。


    　ウィルの手にも、じっとりと汗が滲にじんだ。


    　人影が、ウィルの背まであと一歩という距離に迫る。


    　──今だ！


    　ウィルは銃じゆう機き槍そうを握って振り返り、後ろにいた人物も得物を抜いた。


    



    「あ、昨日やっつけた傷男です」


    



    　レンの、緊張感のない声が全てをぶち壊しにした。


    「あんた……ビルギッドか？」


    　非常に気まずそうな顔をして、柄のない剣を振りかぶっていたのはウィルにも見覚えのある顔だった。


    　眠たそうに瞼まぶたを擦こする少女に、ビルギッドも毒気を抜かれて剣を下ろす。


    「……あんな無茶な飛行をしたんだ。整備に戻るだろうと踏んだ」


    「いや、まあ、そうなんだけど。なんで忍び寄るような真ま似ねを？」


    「……俺たちは仲間というわけではないだろうが」


    　本来なら、刃を合わせて互いの意地と意志を[image: ]かけて言い合っていたのだろう。


    　それが……なんというか、サプライズに失敗したパーティのような空気になっていた。


    「ナニか、用があるんだろう？」


    　布を被せた機械に寄りかかり、ビルギッドは胸ポケットから煙草たばこの箱を取り出す。


    　一本取り出そうとして、ふとレンに目を向けて小さく箱を振って見せた。


    　一服吸ってもいいかという仕し草ぐさにレンが頷うなずくと、ようやく煙草に火を点ける。ウィルが知るビルギッドにはない気遣いだった。


    　──何か気を遣わないといけない状況にあったのか？


    　ウィルが訝いぶかっていると、ビルギッドが確かめるように問いかけてきた。


    「あの娘はどうした？」


    「ジェシカのことか？」


    「いや、もう一人の……イスカと言ったか？」


    　イスカの名前に、ウィルは目を細めた。


    「あいつが、どうしたって言うんだ？」


    



    「王都には行かせるな」


    



    「どういう、意味だ？」


    　ウィルの問いには答えず、ビルギッドはため息とともに紫し煙えんを吐く。


    「あいつは、お前の仲間か？」


    「……そうだ」


    「なら、守ってやれ。王都に行ったら、あいつは地獄を味わうことになる」


    「……ビルギッド。あんたは、一体何を知ってるんだ？」


    　口に出すのもおぞましいというように、ビルギッドは煙草たばこに視線を落とす。ポロリと、灰の欠片かけらが床にこぼれ落ちた。


    　やがて、短い[image: ]かつ藤とうの後に彼は口を開いた。


    「空の鍵──そう呼ばれるものがある。それは、知っているか？」


    「ああ。ミストルティン・プロジェクトの、中核だったか？　ティエラの全機能を掌しよう握あくできるようなものだって聞いた」


    　それから、鎌を掛ける意味でこう付け足した。


    「──八番目──」


    　ギクリと、ビルギッドが身を強こわ張ばらせた。


    　その反応から、意味を知っているのだとわかった。


    　ビルギッドは、鋭く目を細める。


    「……お前、その意味がわかっていて言っているのか？」


    「う……。わからないから、訊きいてるんだよ」


    　どこかホッとしたように、ビルギッドは首を横に振った。


    「おおよそのところは、お前の理解で間違ってない」


    「何が言いたいんだ？」


    　ビルギッドは、酷ひどく重たい声で口を開いた。


    「イスカという名前は、この国の宗教では磔たつ刑けいに遭った聖者を救おうとした鳥の名で、神の使いだと言われてる」


    　蒼そう界かいにも同じ名前の鳥がいるが、存外に高貴な由来の名だったらしい。


    「それが、どうしたって言うんだ？」


    　ずいぶんもったいぶった口ぶりに、よほど口に出したくない事実なのだろうとは感じた。


    　やがて、ビルギッドは観念したようにこう言った。


    



    「イスカという鳥は、生いけ贄にえだ。あの娘自身が、空の鍵なんだ」


    



    「い、生贄だと？」


    「……ああ」


    　思わず摑つかみかかりそうになるのを、寸前で堪こらえる。


    「それで、レンたちを撃墜しようとしたです？」


    　レンも、身を起こして鋭い声を漏もらす。


    「……ヒルデガルドさんに頼まれた。イスカを王都に行かせるなとな。手段は、こちらで選んでいいという話だったんでな」


    　ウィルは、片手で顔を覆おおった。


    　──イスカが、空の鍵……？　しかも、生贄？


    　もう一つ、八番目という単語。


    　それらが繫つながるとすると、どうしても嫌な胸騒ぎがした。


    　ウィルは首を横に振る。


    「それはおかしい。イスカは王の妹なんだろう？　次の王になる権利があるって話だぞ。それがなんで生贄になるんだよ！」


    「──その王という存在自体が、生贄なんだよ」


    　ウィルは息を呑のんだ。


    　それから、グッと拳を握り締める。


    「……確かな、話なんだな？」


    「夜よる姫ひめが見せた王都の記憶だ。うちの総そう帥すいでも、偽いつわることは難しいだろう」


    「……わかった。王都に行かせなければいいんだな？」


    「ああ」


    　ビルギッドとは袂たもとを分かった仲なのだ。こうして目の前に現れること自体、彼自身のタブーを破ってのことのはずだ。


    　それでもこうして伝えに来てくれたことに、ウィルは応えようと思った。


    　しかし、レンが唸うなるような声を漏らす。


    「でも、イスカが行くって言ったら、きっと止められないです」


    「それは……」


    　確かに、あの少女は一度決めると強情なところがある。


    　そうでなければ、出会って一週間の余よ所そ者ものに、ここまでついて来たりはしなかっただろう。


    「だったらお前が止めろ。バディなんだろう？」


    　威圧的に言うビルギッドに、レンは首を横に振った。


    「止めないです。レンはイスカをバディだと思うから、イスカの意志を曲げたりできないです」


    　そう言って、琥こ珀はく色の双そう眸ぼうを鋭く細める。


    



    「だから、レンがイスカを守るです。他の何者からも」


    



    　ビルギッドは、フンと鼻を鳴らして煙草たばこを床に放る。


    　それを踵かかとでもみ消し、肩を竦すくめた。


    「なら、やってみせろ」


    　それから、再びウィルに目を向ける。


    「話は、もう一つある」


    「……？　今度はなんだ？」


    「お前の翼つばさ舟ぶね、高度計はいくつを指している？」


    　それは、まさしく今ウィルが異変を感じたことだった。


    「……二〇〇〇界碼ヤルドだ」


    「やはり、か……」


    　ビルギッドも呻うめくような声を漏もらす。レンだけが、不思議そうな顔をしていた。


    「それ、おかしな数字です？」


    　苦い表情で、ウィルは頷うなずく。


    「……アルトペラゴ群島国の、平均的な島の高度は三〇〇〇界碼ヤルドだ。大陸であるティエラは、質量が大きいからそれよりも五〇〇界碼ヤルド前後は低い」


    「つまり、五〇〇界碼ヤルド高度が下がってるです？　でも、群島でもそれくらいの誤差はあったですよ？」


    　空をたゆたうのが、蒼そう界かいの島々だ。


    　風によっては、高度が上下することも多い。数百界碼ヤルドなら、誤差の範囲内だった。


    　それに、霧む妖ように襲おそわれる危険が発生するのも一〇〇〇界碼ヤルドを切ってからの話だ。まだ危機感を覚えるような段階ではない。レンの反応も無理はないかもしれない。


    　だが、ウィルは首を横に振る。


    「ここは、大陸なんだ。ちょっとやそっとの風で高度は変動しない。そもそも、一度下がった高度を取り戻すのも難しいんだ。それに、夜明けに飛んだときはまだ高度は正常だった」


    「それって、まさか……」


    



    「ティエラが、雲うん界かいに向かって落下し始めているということだ」


    



    　それが誰の意志によるものなのか、まだ誰も気付いてはいなかった。
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    　焼け焦こげた通りに、イスカとジェシカはいた。


    「酷ひどい……」


    　空から見下ろしたときはせいぜい小火程度にしか見えなかったが、実際に降りてみると凄せい惨さんとしかいいようのない光景だった。


    　あちこちにまだ人の形をした燃えかすが残っており、家々を破壊して巨大な霧む妖ようの骸むくろが転がっている。


    　その全てが炎による破壊で、ソルダートの粛しゆく清せいですら優しく見えるほどだった。


    「これ以上、近づくのは無理」


    　呻うめくように、ジェシカが言う。


    　殺さつ戮りくの現場には、多数のソルダートが徘はい徊かいしており、とてもではないが近づくことはできなかった。


    　遠目に、ポールマンらしき姿を見ることはできない。どうやら、戦闘が終わってから、だいぶ時間が経ってしまっているようだ。


    「どうするの、ジェシカ？」


    「……ここにいるのは危険。とりあえず、離れる」


    　確かに長居をしたい場所ではない。


    　イスカも頷うなずき、二人は街中へ抜けるように歩き始める。


    　この辺りは、街の中核から外れた倉庫街だ。人の通りもほとんどなく、無人の工場が並んでいる。鼻につく、油と鉄くずのにおいはどこの街でも変わり映えのないものだ。


    　これらもかつてはティエラに豊かな生活を与えてくれていたのだと考えると、無性にはがゆい気持ちになる。


    「でも、これからどうするの？　この様子じゃ、街でいろいろ聞き回ってたら、すぐソルダートに目をつけられるよ」


    　イスカにも、ソルダートがピリピリしているのがわかる。街中にも相当な数が巡回していることだろう。


    　シュタット・ノインや解放軍との一件で、すでにイスカたちもソルダートに目をつけられている可能性が高いのだ。彼らの目に触れるのは危険だった。


    　ジェシカはなんでもなさそうに首を横に振る。


    「いくつか、わかった」


    　そう言って、人差し指を立てる。


    「一つ。ここの《エインヘリヤル》──ハイリッヒはすでに死んでいる」


    「──っ、どうして？」


    「さっき、霧む妖ようの骸むくろがあったのはわかった？」


    「う、うん」


    「あれは界かい竜りゆう。雲うん界かいでもそうは現れない大物。解放軍たちのそれとは格が違う。たぶん、あれがそう」


    　それが、空のない国にいたのだ。一般人が霧妖化したのとはわけが違うということだ。


    　続いて、二本目の指を立てる。


    「二つ。あれをやったのはザックスという男」


    「知り合いなの？」


    　こくんと、小さく頷うなずく。


    「シュタット・アインで出くわした。〈七つの鍵〉の幹部。炎を操あやつる」


    　シュネーの配下なのだ。


    　界竜を倒せてもおかしくはない。


    「三つ。ポールマンは生き延びている」


    「本当に？」


    　ジェシカは足元を示す。


    「さっきの場所ほどではないけど、炎のあとが続いてる。あの男は、前もザックスに追われて、生き延びてる」


    　言われてみれば、ところどころに焼け焦こげたような黒い染みが残っている。


    　もともと鉄と埃ほこりで汚れた街なのだ。パッと見ではまずわからない程度の異変も、この瀟しよう灑しやな少女は見落としていなかった。


    　つまり、これを追いかけていけばポールマンの行方もわかる。


    　──街中のことなら、あたしの方がわかってなきゃいけないのに……。


    　敗北感に、イスカは頭を搔かきむしった。


    「初めての街で、よくそんなことわかるわね」


    「前に、ウィルが教えてくれた」


    　なんというか、ある意味予想通りの答えだった。


    　きっと、あれこれ細かな説明をする彼に──面倒──それはウィルの仕事──などと興味のないような言葉を投げ、ウィルはまた引きつった顔で──説明してやってんだからさあ──などと返すのだ。


    　それでいて、ジェシカはひと言も聞き逃のがさずに彼の話を聞いているのだ。


    　イスカでもすぐにそんな光景が思い浮かぶ。


    「二人とも、本当に仲いいんだね……」


    「はひゅうっ？」


    　半なかば羨せん望ぼう混じりにそう言うと、ジェシカが変な声を上げた。


    　露骨に顔色を変え、怖おず怖おずと振り返る。真っ赤になって涙を浮かべるそれは、まるで密ひそかな秘めごとを暴かれた乙女おとめの顔だ。


    



    「私は、甘えてるの？」


    



    「へ……？」


    　今さらといえばあまりに今さらの質問に、イスカは面食らった。


    　──甘えてるっていうよりは、甘やかされてる……かな？


    　ウィルがかいがいしく世話を焼き、ジェシカも平然とそれを受け入れている。その姿は、なんというか甘ったるい。


    　甘えているとか甘えていないとかいう以前に、もう完全に二人だけの世界だ。


    　それで甘え下手も何もないだろうと思うのだが。


    　だというのに、ジェシカは真っ赤になって髪をいじっていた。


    　──人から言われると、恥ずかしいのかな？


    　だったら少しは人目を気にするべきだろうとイスカは思った。


    　口には出さなかったが、態度から言いたいことは伝わってしまったのだろう。


    　堪こらえきれなくなったように、ジェシカは顔を覆おおう。


    「なんていうか、なんで今さらそんなこと気にしてるの……？」


    　恋愛方面でからかわれることに耐性がないのは気付いていたが、こういう極端な反応もおかしい気がした。


    　ジェシカは金色の髪を両手でいじりながら、ぼそぼそと語り始める。


    「朝、飛ぶとき……」


    「ミサイルの撃墜のときのこと？」


    　小さく頷うなずく。


    「ウィル、と……、口と、口で触れて……」


    「ああ、キスしたって？」


    　そう言うと、熱でも出したように耳まで赤くして、目をグルグルとさせる。


    「なんで、あんなことしたのか、わからない」


    　そう言って、とうとう蹲うずくまってしまう。長い髪の先が、地面の上に広がった。


    　地に足をつけたことで、ひと息つけてしまったせいで、我に返ってしまったのだろう。


    「ええっと、もしかして、キスしたの、初めてだったの？」


    「……ううん。二回目」


    「あ、そう」


    「……でも、あんなふうにしたのは、初めて」


    　なんというか、元々二人だけの世界を作っていたというのに、口づけをしたことで今さら異性を意識してしまったらしい。


    　──その辺、意外とウィルさんは平然としてたな。


    　変なところでズレているウィルだが、彼の方は初めから異性として意識していたのかもしれない。むしろ、向こうは一歩進展して嬉うれしいところだろうか？


    　そこで、ふと気付いた。


    「あー、もしかして、今ウィルさんと顔を合わせづらいとか？」


    　この少女は、あまり人付き合いがよさそうには見えない。本当なら、人混みを歩くならウィルに任せたかったのではないだろうか。


    　そこでイスカを引っ張ってまで外に出たのは、まともにウィルの顔が見られないからなのではないか。


    　ジェシカは瞳に涙まで浮かべて頷うなずいた。


    　──そういうの、恋愛経験ゼロのあたしに訊きかれても困るんだけどなあ……。


    　孤児院にいたころは弟妹たちの面倒を見ることで手一杯で、そこを出てからも自分のことで精一杯だったのだ。興味がないわけではないが、恋のことなど考える余裕はなかったのだ。


    　それでも、こんな姿を見せられて放っておけるほど、イスカも達観してはいない。
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    「なんていうか、ジェシカは嫌だったの？」


    「……嫌じゃ、なかった」


    「だったら、ウィルさんだってそう思ってると思うよ」


    　恐る恐るといった様子で、ジェシカが顔を上げる。


    「……でも、恥ずかしい」


    「いや、今さら言われても……」


    　元から、イスカでも引くほどべったりとくっついていたのだ。羞しゆう恥ち心しんを覚えるには遅すぎるだろう。


    　正直、気にするなとしか言いようがない。


    　──でも、少しはわかるかな……。


    　今でも昨日のことのように思い出す。


    　あれから一週間が経たつ。


    　まだ、一週間しか経っていない。


    〈渡り鳥〉に憧れて、彼らを探したイスカはソルダートに襲おそわれた。もう駄目だと思ったときに助けてくれたのがウィルとジェシカだった。


    　まるで宙を泳ぐように壁と壁の間を跳躍し、三体ものソルダートを瞬またたく間に打ち倒してしまった。そして、空という遙はるかな世界を見せてくれた。


    　イスカが空に恋い焦こがれたのは、ウィルが見せてくれた空だからという理由もあるのかもしれない。


    　そう考えて、チクリと胸の奥が痛んだような気がした。


    　──あれ、なんだろう。変な気分……？


    　顔を顰しかめるイスカに、ジェシカも気付く。


    「どうしたの？」


    「え……、あ、いや……そうだ。アルトさんは、見たかった空を見られたのかなって……」


    　空を見上げて、思い出したのはその名前だった。


    　アルトはハイリッヒが見せてくれた空を追いかけて、命を墜おとした。


    　だが、彼女が本当に恋い焦がれていたのは、空ではなくハイリッヒだったのだ。だというのに、最後にはそのハイリッヒの姿をした男に殺されてしまった。


    　最期にアルトが見上げた空は、果たして彼女が望んだものだったのだろうか。


    　ジェシカも、表情を曇らせる。


    「……〈封書〉を届けても、喜ばれないこともある。望まれない想いということも、ある」


    　ジェシカは、血で汚れてしまった〈封書〉を取り出す。


    　アルトのものだろう。シュネーに襲われて確かめる暇ひまがなかったが、ジェシカが持っていてくれたらしい。


    



    「でも、ここに記憶は残っている。伝えたいと願って、形にしたものが〈封書〉。これを読んでくれる誰かがいる限り、きっと無意味なものではないと思う」


    



    　普段の無愛想な姿からは想像もできない、心のこもった言葉だった。


    　──やっぱり、ジェシカは〈渡り鳥〉なんだ。


    〈七つの鍵〉などという世界の敵と関わっても、半人半はん妖ようという存在であっても、その霧む妖ようという生物自体が《エインヘリヤル》によって生み出されたとしても。


    　それでも彼女の根幹には、郵便屋としての信念がある。


    　空の最果てを見るという、夢がある。


    　戸惑っているかもしれない。


    　悩んでいるかもしれない。


    　それでも、彼女はアルトのように夢を見失いはしないだろう。


    「この〈封書〉が、アルトにとって喜ぶべきものだったのかはわからない。でも、最期の顔は、苦痛じゃなかったと思う。そう、思いたい」


    「……うん。そうだね。あたしも、そう信じる」


    　命が失われても、ここに残された記憶がある。


    　ならば、彼らの物語も潰ついえてしまったと言うには早いのではないか。


    　──少なくとも、あたしは今、このティエラを守りたいって想ってる。


    　全ての街の人々に、遮さえぎるもののない空を見せたい──それはきっと、間違った夢ではなかったはずなのだから。


    　イスカは、ジェシカに手を差し出した。


    「行こう？　早くポールマンさんを見つけて、ウィルさんのところに戻ろう」


    　それから、からかうように笑みを浮かべる。


    「で、べったり甘えちゃえばいいじゃん」


    「……うん」


    　カアッとまた顔を赤くして、それでもジェシカは存外に素直に頷うなずいた。


    　そうして、足を進め始めたときだった。


    



    　外壁の向こうで、夜の空が紅ぐ蓮れんに染まった。
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    「──ぐぅぅっ……」


    　悲痛な呻うめき声を漏もらしたのは、真っ白な娘だった。


    「ごめん、痛むかい？」


    　彼女の足には、酷ひどい裂れつ傷しようと火傷やけどが刻まれていた。


    　そこに当て布を巻きながら、ポールマンは申し訳なさそうな声を漏もらす。


    　そこは、今は使われていない民家の一つだった。


    　数時間前、ザックスと交戦していた二人だが、彼らが追い詰められるまでそう長い時間はかからなかった。


    　この白い娘もずいぶん健闘したが、相手が悪すぎた。何せ、触れただけで全てを炎上させる槍やりが相手なのだ。たった一度、わずかに足を掠かすめただけで重傷を負っていた。


    　もう駄目かと思ったとき、なんとかソルダートの増援が間に合い、その隙すきを突いてポールマンは彼女を連れて逃げたのだった。


    「……なぜ、私まで連れてきた」


    　痛みでぐったりとした声で、娘が言ってくる。


    　確かに、救援に来たソルダートは彼女の仲間なのだ。置いて行っても彼らに救助されていただろう。


    　──でも、ザックスに目をつけられてる。


    　ザックスは執しつ拗ように標的を追いつめる。彼はきっとソルダートを壊滅させ、この娘にとどめを刺すだろう。だから、連れて逃げるべきだと思った。


    　ポールマンは、どう答えたものか迷った。


    「君によく似た人を知ってるんだ。君は、アルトさん……ではないんだよね？」


    　確かめるように言うと、アルトによく似た娘は頷うなずく。


    「……ノイ、だ。ソルダート第三分隊隊長を務めている」


    　やはり、別人ではあるらしい。


    　──でも、なんでこんなに似てるんだ？


    　少し口調や仕し草ぐさを真ま似ねられたら、ポールマンには本物と見分けがつかなくなるだろう。


    「私からも訊ききたいことがある。貴様らは何者だ？　それに……うぅっ」


    　言いかけて、白い娘──ノイは呻うめき声を漏らす。


    　──マズイな。早く、きちんとした手当てをしないと……。


    　爛ただれた傷口は、いつ感染症を併発させてもおかしくはない。それに、相手の得物は《レーヴァティン》なのだ。


    　外では、ひとまず戦闘の音は収まっているが、ザックスが敗北したとは思えない。悠然とソルダートを返り討ちにして、今もポールマンたちを捜していることだろう。


    　ポールマンはノイが持っていた赤い機械剣を拾う。


    「あの男は僕の敵だ。勝ち目は薄いけど、なんとかしてみる。……その代わりと言ってはなんだけど、一つ頼みがあるんだ」


    　すでに意識が朦もう朧ろうとしているらしい。


    　ノイに声が届いているかも不確かだったが、ポールマンは声をかける。


    「〈渡り鳥〉を名乗る黒い髪の少年に会ったら、伝えてほしいことがあるんだ。きっと、彼はこの街に戻ってくるから」


    　そう言って、ハイリッヒの遺言を伝える。


    　ポールマンが敗れても、ノイが生き残れば希望が繫つながる。


    　ザックスは明らかに格上の相手だ。霧む鍵げん式しきもなしに、勝ち目など万に一つもないだろう。


    　──それでも、僕はここで戦わなくちゃいけないんだ！


    　逃げ続けてきた青年は、今度こそ立ち向かうと決めたのだ。


    「君が誰なのかは気になるけど、とにかく、今は逃げて生き延びてくれ」


    　ハイリッヒの遺言と同じく、この娘も重要な何かを握っているような気がする。ポールマンは、そう直感していた。


    　だから、勝ち目のない相手にでも挑む。


    「じゃあ、頼んだよ」


    「おい、待て──」


    　呼び止める声は聞こえたが、ポールマンは駆け出していた。


    



    　通りに出ると、すぐにザックスを見つけることができた。


    　すでに、自分たちが隠れていた民家の側そばまで来ていたのだ。


    　──もう少し遅かったら、見つかっていた。


    　自分の窮きゆう地ちを改めて認識して、背筋が冷たくなる。


    　──ついて来てくれよ？


    　ポールマンは、踵きびすを返して駆け出す。


    「おや、また鬼ごっこさ？」


    　ザックスはからかうような声を上げてポールマンを追いかけてくれた。


    　──食いついた。


    　これで、ひとまずザックスをノイから遠ざけることができる。


    　彼女が生き延びれば、ウィルにも遺言が届く。今この場に於いては、唯一の希望なのだ。


    　その後ろから炎が襲おそいかかり、地面が弾けて爆片に嬲なぶられる。殺傷力があるほどのものではないが、皮ひ膚ふを裂さく程度の傷は鋭く痛覚に訴えかけてきた。


    　遊んでいるのだ。


    　端はなっから、実力でポールマンに勝ち目などない。


    　ザックスもそれがわかっているから、ひと息に殺さずちまちまといたぶっているのだ。彼が望む〝必死で生きようとする姿〟をポールマンが見せるから。


    　火弾に耐えながら必死で駆け続けて────


    　そして、その足が不意に止まる。


    「かか、運がないさ。そっちは行き止まりみたいさ」


    　そこは、外壁の門だった。開いてさえいれば、外に逃のがれることもできただろう。


    　門を背に、ポールマンは笑みを浮かべる。


    「いや、僕は運がいいよ」


    「ほう、何か隠し球があるさ？」


    　むしろそうでなくては面白くないという顔をするザックスに、ポールマンは頰ほおに汗を伝わせながら傲ごう慢まんに告げた。


    



    「お下がりで〈七つの鍵〉をもらった二流幹部が相手なら、僕にも勝ち目がある」


    



    　ザックスの顔が、ものの見事に引きつった。


    　それから、愉快そうに額ひたいを押さえて笑う。


    「かかっ、こいつは一本取られたさ──挑発上手なあんたにゃ、ご褒ほう美びをやるさ！」


    　むせ返るような炎が噴ふき上がる。


    　目を開けているのも困難な熱気に、息が詰まる。


    　ザックスが炎をまとい、《レーヴァティン》が神速で迫った。


    　──ここだ！


    　ポールマンは、倒れ込むように身を伏せる。


    　槍やりは背にした城門を貫つらぬき、あっという間に蒸発させてしまった。


    　炎の向こうから、外の風が吹き込んでくる。


    



    「来い──〈チュール〉！」


    



    　手の中に〈鍵〉を抜き、ポールマンは叫んだ。


    　その呼びかけに応えるように〈鍵〉から淡い青の光があふれ、やがて人と同じ形へと収束していく。


    　霧む鍵げん式しきだ。


    　紡つむぎ上げられたのは、隻せき腕わんの騎士だった。その手には一本の剣が握られている。


    　大きさはポールマンの背丈とさほど変わらないが、そこに織り込まれた〈霧きり〉の密度が並の霧鍵式とは一線を画しているのがひと目でわかる。


    　──軍神〈チュール〉──今の僕の、最大の手札だ。


    　ザックスが感心したように口笛を吹く。


    「霧む鍵げん式しき……？　どうやったかは知らないが、それが奥の手さ？」


    　彼は知らないのだろう。


    　今、この空には〈霧きり〉が流れている。


    　ひと組の少年少女が、濃密な〈霧〉を込めたミサイルを撃墜したのだから。


    　そして、外から吹き込む〈霧〉は、ザックスの槍やりが焼き尽くしてくれる。門の穴も、じきに隔壁が下ろされることだろう。


    「《エインヘリヤル》の系譜に連なる霧鍵機兵──なるほど、確かに人を超越したパワーとスピードを持つ強力な兵器さ。中でも〈チュール〉は〈七つの鍵〉を別とすれば頂点といえる性能、だったさ？」


    　しかし、ザックスの顔は肩透かしを受けたようなものだった。


    「だが、そいつは所しよ詮せん人形さ。ティエラの機械兵と同じで、一定以上の力を持つ人間には通じない。俺はもちろんのこと、あの〈渡り鳥〉にだって通じないさ」


    　実際に、ポールマンはこれよりも強力な霧鍵機兵〈エインヘリヤル〉で挑んで、ウィルに敗北している。


    「……それは、やってみないとわからないぞ」


    　ザックスは半なかば哀れみを込めてため息を漏もらす。


    「まあ、努力は認めてやるさ」


    　現状、持てる手札の中ではもっとも強力な霧鍵式──それでも《レーヴァティン》を持つザックスに対抗するにはあまりに非力な駒だ。その差は、くだものナイフと重火器ほどもある。


    　それでも、ポールマンは果か敢かんに叫んだ。


    「行け──〈チュール〉！」


    　呼びかけに応え、隻せき腕わんの騎士が突貫する。


    　たった一歩の踏み込みが、砂利を塗り固めた地面を破壊し、砲弾のごとき速度で体を加速させる。鉄でできた人間一人分の質量を前に、生物が生き延びる術すべなど存在しない。


    　その剣の一撃は、もはや銃を遙はるかに凌りよう駕がする破壊兵器だった。


    　にも拘かかわらず、その一撃はザックスに届くことなく地面を抉えぐっていた。


    　ザックスは右足を後ろに引き、わずかに体の位置をずらしただけで騎士の一撃を避よけていた。


    　そう。いかに力と速度を与えられても、あくまで人形に過ぎない霧鍵機兵が〝技〟という概念を得ることはできない。


    　霧鍵機兵が真価を発揮するのは、数がものを言う集団戦だ。


    　一対一──ことザックスほどの達人を前にしては、性能の限界が露骨に現れる。


    　だが、もっとも厄やつ介かいな点はそこではなかった。


    　空振りをした〈チュール〉の剣が、突然融解した。


    　いや、蒸発だ。残ざん骸がいすら残さずに、騎士の手から消滅してしまう。


    



    「──根本的に、〈七つの鍵〉は霧む鍵げん式しきの天敵さ？」


    



    《レーヴァティン》は触れたもの全てを焼き尽くす。その本質は〈霧きり〉を焼き尽くす〝霧殺し〟にあるのだ。


    　避よけた瞬間、槍やりで触れていたのだろう。それだけで、〈チュール〉は武器を失っていた。


    「ちと呆あつ気けないが、これで終わりさ」


    　軽い仕し草ぐさで、炎の槍が突き出される。


    　霧鍵式を破壊された負荷は、そのまま術者へとのし掛かる。人一人分の質量を消滅させられれば、ポールマンもひとたまりもない。


    　武器を失った騎士の人形を、炎の槍は容赦なく貫つらぬく──はずだった。


    「おっ？」


    　その一撃を、騎士は鋭く退ひいて躱した。


    　怪け訝げんそうな、それでいて面白そうな顔をして、ザックスが二の槍を突き入れる。


    　それを、霧鍵機兵は膝ひざを折って身を屈かがめ、紙一重のところで凌しのぐ。


    　続く、三撃目、四撃目も、際どく躱かわし続けてポールマンの側そばまで後退する。


    　それは、通常の霧鍵機兵からは考えられない、機敏な動きだった。
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    　ザックスが片目を細める。


    



    「……なるほど、あんたは〈傀く儡ぐつ師し〉だったさ？」


    



    　ポールマンの指からは、十本の糸が伸びていた。


    　それが騎士の五体に繫つながり、繊細な動作を可能にしているのだ。


    〈傀儡師〉が操あやつるというのは、こういうことなのだ。


    　ザックスはパチパチと手を鳴らす。


    「褒ほめてやるさ。あんたはもう、あんたの親父より強いさ」


    「……父を、知っているのか？」


    　愉快そうに、ザックスは肩を揺らした。


    「ああ、少し前に組んだことがあるさ」


    　袂たもとを分かったとはいえ、それでも父親だ。今も反はん撥ぱつを抱いてはいるが、それは自分にも当て嵌はまることでもあったのだ。


    　父が今どうしているのか、それは気がかりではあった。


    　そんな心境を見透かしたように、ザックスが笑みを浮かべる。


    「おや、気になるさ？」


    「……さあね？」


    　頷うなずけば主導権を握られるような気がして、ポールマンは聞き流す。


    　そんな気構えとは裏腹に、ザックスはなんでもなさそうに告げた。


    「別にもったいぶるような話じゃないさ。やつはもう、もうこの世にはいないからな」


    　ドスンと、心臓に重たい衝撃が走った。


    「死んだ、のか……？」


    「ああ。夜よる姫ひめにケンカを売って行方不明になったさ。どうにも因縁もあったらしいさ？　生きてるってことはまずないさ」


    　夜姫──三代前の〈傀儡師〉は、彼女から全てを奪っている。彼女から制裁されたというなら、それはやむを得ないことなのかもしれない。


    　それでも、突然といえば突然すぎる話だった。


    　そんなポールマンを面白がるように、ザックスは笑った。


    



    「まあ、無能なやつだったが、盾たてになる程度には役に立ったさ」


    



    「盾、だと……？」


    「ああ。あの盾がなかったら、俺もあの場で殺されてたかもしれないさ？」


    　かかっと笑い声を上げて、槍やりを構える。


    「さて、おしゃべりはここまでさ。あんたの人形繰りは悪くないが、この位置からは避よけられないさ」


    　ポールマンはすでに壁際におり、〈チュール〉はそれを守るように立ちはだかっている。


    〈チュール〉が避ければポールマンが槍の直撃を受け、ポールマンが避けてもやはり〈チュール〉が破壊されて戦闘不能だ。


    　ザックスがベラベラと喋しやべっていたのも、すでに勝ちを確信しているからなのだろう。


    「じゃあ、さよならさ」


    　容赦なく、炎の槍が突き出される。


    



    　ギィィィッと喧やかましい音を響かせ、穂先が弾かれた。


    



    「なっ──」


    　これにはザックスも慌てた声を上げる。


    　いつの間にか、〈チュール〉の手にはもうひと振りの剣が握られていた。


    　──これは、霧む鍵げん式しきじゃないぞ。


    　赤い機械剣──ソルダートが使う、高周波振動剣だ。


    　先ほど、ノイから借りてきたものだった。


    　騎士はポールマンを守るように立つと、決闘を挑むように真っ直すぐ剣を掲かかげる。


    



    「今さら父の仇かたきなんて言うつもりはないが、ジャン・ポールマン──〈傀く儡ぐつ師し〉として、参る」


    



    　気弱な青年の瞳は、死を覚悟する光を灯ともしていた。


    　赤い剣と炎の槍が衝突する。


    　ミシリと嫌な音を立てたのは剣の方だが、槍の方も軌道を逸そらされていた。


    〈傀儡師〉が操あやつる霧鍵機兵は、ザックスの技にも劣っていなかった。


    「そうでなけりゃ、食い出がないってもんさ！」


    　今さらながら、父の話もポールマンを本気にさせるための挑発だったのだと気付く。この男は、相手に最大限の力を出させて、その上で倒したいのだ。


    　ザックスとて、さすがは〈七つの鍵〉の幹部だ。


    　斬り合いともなれば、その技量の差がじわじわと表れてくる。


    「ぐうぅっ──」


    　捌さばいたはずの穂先が鎧よろいの胴をわずかに掠かすめ、それだけでこぶし大の穴が穿うがたれる。


    　フェイントに引っかかって受けた一撃で、右足が半分ほど抉えぐられがらんどうの中身を剝むき出しにする。


    　頭部は、すでに打ち砕かれて残ざん骸がいも残っていなかった。


    　そうした損傷の一つ一つで霧む鍵げん機兵の動きも鈍っていき、打撃も術者であるポールマンにのし掛かっていく。


    　──負けるわけには、いかないんだ！


    　ガンと音を響かせ、炎の槍やりを弾く。


    　技量で劣っていても、力では〈チュール〉の方が上なのだ。ビリビリと痺しびれる衝撃に、ザックスの顔にも苦痛の色が浮かぶ。


    「かかかッ！　もっと楽しませるさ！」


    　だというのに、その瞳は爛らん々らんと狂喜していた。


    　グルリと旋回させた槍から、壁のように炎が噴ふき上がる。


    　──避よけきれない！


    　直撃を受けて、残った甲かつ冑ちゆうも見る見る融解していく。同時に、心臓を握りつぶされたような痛みが全身に広がっていく。


    「う、あ、あ、ああああああああああああああっ！」


    　苦痛をかみ殺し、崩れゆく腕で赤い機械剣を振りかぶる。


    　最後の一撃が炎の壁を突き破り、《レーヴァティン》と衝突した。


    



    「楽しかったさ。あんたの名前は、覚えておくさ」


    



    　機械剣は、半なかばからへし折れていた。


    　ザックスは額ひたいから血を流しながらも、まだ笑っていた。


    　──届かないのか……っ。


    〈チュール〉がグズグズに溶けていき、死を覚悟したときだった。


    「──っやああああああああああッ！」


    　ザックスの背後から、真っ白な髪をした娘が斬りかかっていた。


    「ノイッ？」


    　どうやら、追いかけてきたらしい。ソルダートの娘だった。


    　どこに隠し持っていたのか、もうひと振りの赤い剣を手に振り下ろす。


    「チィィッ」


    　鋭く舌打ちを漏もらし、それでもなんとか槍で受けるが、高周波振動する剣に弾かれ手から槍が離れる。


    　防がれようとも、幾度と打ち付けた〈チュール〉の斬ざん撃げきが、ザックスの手から握力を奪っていたのだ。


    　だが、ノイもそれが気力を振り絞った一撃だったのだろう。追撃をかけることはできず動きが止まってしまう。


    　そこに、ザックスが振り返り様ざまに肘ひじを叩たたきつける。


    　腹部を殴打され、ノイも堪たまらず膝ひざを折った。


    「やってくれるっ」


    　その顔面にザックスがさらに蹴けりを放とうとする。


    　ブーツが整った顔がん貌ぼうを壊す寸前で、ポールマンは飛びつくことができた。


    「──やめろ！」


    　ノイの代わりに顔面を蹴り抜かれ、二人はもみ合うように地面に転がる。


    　敵の動きが止まったことで、ザックスが槍やりに手を伸ばす。


    「今だ。やれ──〈チュール〉！」


    　ポールマンが叫んだのと、ザックスが槍を摑つかんだのは同時だった。


    　振り返る余裕もなく、ザックスは霧む鍵げん機兵がいるはずの場所へ槍を突き出すが──


    「あ……？」


    　そこには、もはや原形を留めていない鉄くずが転がっているだけだった。


    　そして、ポールマンの手には次の〈鍵〉が握られていた。


    「こんな、間抜けな手で────」


    



    「ぶっ飛ばせ──〈ドゥエイク〉」


    



    〈鍵〉から紡つむがれた巨人の拳が、ザックスを直撃していた。


    　壁に叩きつけられた焔ほのおの男は、それっきり動かなかった。


    「やった……のか？」


    　腕の下で、白い髪の娘が驚いた顔をしていた。


    　ポールマンがそれに笑い返す前に、また別の声が響いた。


    「──これは、どういうこと？」


    



    〈渡り鳥〉の二人の少女が、ようやく来てくれていた。


    　途切れた物語を綴つづる、全ての鍵が[image: ]そろった瞬間だった。

  


  
    第三便　滅びた都市は災いの色に燃え


    



    　左右から回り込むように、二つの異形が襲おそいかかって来る。


    　片方は、のっぺりとした顔のない人形だ。見覚えがある。五十年も過去の、忌いまわしい記憶に連なる霧む鍵げん式しき──〈エインヘリヤル〉だ。


    　もう一方から迫るのは、犬のような形をした霧鍵式だ。全身に炎とも霞かすみともつかない靄もやを纏まとっていて、正確な輪郭を見て取ることはできない。ずいぶんと不出来ではあるが〈フェンリル〉なのだろうとヒルダは判断する。


    　出来損ないとはいえ、どちらも〈七つの鍵〉の名を冠する霧鍵式だ。


    　この二つを同時に相手にすることは、ウィルあたりでも難しいだろう。接近戦の苦手なヒルダには厄やつ介かいな相手のはずだった。


    　凶悪な二つの霧鍵式を前に、ヒルダは悠長にスカートの裾すそをつまむ。


    　スカートの中から青白い粒子が[image: ]こぼれ、カシャンと音が響くが────


    　──速い。


    　それが形を取る前に二体の異形が押し寄せる。


    　ヒルダは、黒いドレスをふわりとひらつかせて宙を舞った。飛び退のくというより、まるで花弁が風に巻き上げられるかのように。


    　捉とらえられないほど素早い動きではなかったはずだが、左右から襲いかかる霧鍵式は標的を見失って互いに衝突する。あるいは、彼らも見み惚とれてしまったのかもしれない。


    　動きの止まった二体の異形に、ヒルダは手にしたコウモリ傘がさをクルリと回す。


    　ボソリと解ほぐれたコウモリ傘は、文字通り[image: ]こう蝠もりのように飛び交い、二つの〈七つの鍵〉を取り囲む。


    　そこで、ようやく〈霧きり〉が質量を帯びて形を持つ。


    　紡つむぎ上げられたのは、一本のナイフだった。


    「ゆくのです──〈ヴァルキュリア〉」


    　弾丸のごとき速度で放たれたナイフは、コウモリ傘の破片──〈ノルン〉と衝突し、さらに速度を増して二体の異形へと襲いかかる。


    　それは、針の檻おりだった。


    　ナイフは一本であるにも拘かかわらず、〈ノルン〉の結界の中で絶えず反射し続け、檻の中を無限に貫つらぬいていく。


    　そこに閉じ込められては、回避も防御も不可能だった。


    　禁一級を超える力を誇るはずの霧鍵式が、為なす術すべもなく塵ちりへと還かえる。


    「ほらほら、よそ見しちゃ駄目よぉ？」


    　二体の霧む鍵げん式しきを撃破し、動きの止まったヒルダに、今度は一本の槍やりが迫る。


    〈グングニル〉とは異なり、[image: ]しやく熱ねつ化かすることもなければ、超振動しているわけでもない。


    　それでも、その切っ先に傷つけられればヒルダといえど〈霧きり〉を奪われ、一時的にではあるが霧鍵式が使えなくなることを知っていた。


    　これが〈ミストルティン〉のレプリカだ。


    



    「……これが、〈七つの鍵〉なのですか？　ずいぶん、お粗そ末まつな出来なのです」


    



    　その槍を、ヒルダは摑つかんで受け止めていた。


    　少し過剰に〈霧〉を流し込んでやると、〈ミストルティン〉は風船のように破裂する。


    「キャハハハッ、凄すごい凄い。うちの部下じゃ歯が立たないわけよね」


    　笑い声を上げて、シュネーは肩を竦すくめる。


    「〝霧殺し〟は上手く再現できたんだけどね、〝霧喰ぐい〟の方はどうしても許容量キヤパシテイの問題が解消できなかったわけよ」


    　そう言って、手にした柄のない剣を振るう。


    　ヴヴヴッと耳みみ障ざわりな音を立て、柄のない刀身が宙を駆け抜ける。


    　黒い少女の首を落とそうと迫るそれを、無数のナイフが撃墜する。〈ヴァルキュリア〉だ。


    「そぉれ！」


    　陽気とさえ呼べるシュネーのかけ声に、ナイフの動きがわずかに鈍る。


    　ナイフの弾幕を搔かい潜くぐり、いくつかの刃がヒルダへと迫るが──


    「──無駄なのです」


    　同様に、柄のない剣の動きが鈍った。


    　互いに動きの鈍くなったナイフと剣は、飽くことなく宙で衝突を続ける。


    　完全に膠こう着ちやく状態だった。


    「まあ、半分あんたに盗られちゃったものね。《ビフレスト》じゃ、決定打には足りないか」


    　ヒルダの下へ〈封書〉と共に、執事から届けられたのは《ビフレスト》だった。


    〈霧〉を完全に支配するこの霧鍵式は、どちらの手にも存在する。障害にはなり得なかった。


    　ヒルダは、今も宙を飛び交う剣とナイフの群れに目を向ける。


    　──〈ヴァルキュリア〉の性能は、辛かろうじて《ロキ》に届くといったところですか。


    《ロキ》の数はせいぜい十数本。対する〈ヴァルキュリア〉は、三十機を導入してようやく拮きつ抗こうしているところだった。


    　一つ砕かれるたびに、ヒルダは新たなナイフを投入して膠着状態を維持していた。


    　もっとも、〈ヴァルキュリア〉とて禁一級に名を連ねる霧鍵式であり、並の霧む鍵げん士しでは個人での起動すらままならぬものだ。それをこの数で操あやつるヒルダの方が異常なのだ。


    　──残るは《レーヴァティン》なのです。


    〈メギンギョルズ〉によって強化された力で振るわれるあの槍やりが、今のところ一番厄やつ介かいな存在だった。


    　なんとか接近戦を避さけながら、ヒルダは夜明けまで持ち堪こたえていた。


    　シュネーが不服そうに眉を寄せる。


    「つまんないわね。結局、いつもの千せん日にち手てじゃない」


    「そなたの手口がお粗そ末まつなのが悪いのです」


    　クスクスと妖あやしく笑い返すと、シュネーは仕方なさそうに肩を竦すくめる。


    「ま、ただの間に合わせなんだから、オリジナルに及ばないのは仕方ないわよね」


    「間に合わせ……？」


    「そ、間に合わせよ。《ミストルティン》も含めて、〈七つの鍵〉の大半は雲うん界かいに沈んだ。だけどね？　それが手元にあるかは、大した問題じゃあないのよ」


    　それは、シュネーにとってこの戦いですら大した意味を持たないということだった。


    　それから、蒼あおの双そう眸ぼうをおかしそうに歪ゆがめる。


    「あんたさ、なんで私がこんなところで暇つぶしをしてると思う？」


    「そなたが止めなければ、小しよう妹まいが全て壊してしまうからでしょう？」


    　ヒルダでなければシュネーの相手にならないように、ヒルダを止められるのもシュネーだけなのだ。


    　苛か烈れつな笑みを浮かべ合って、先に口を開いたのはシュネーだった。


    「まあ、それも理由の一つね。放っておいたら、あんたが何もかも台無しにしちゃうもの」


    　宿敵からの賛美とも取れる言葉に、ヒルダは気味の悪いものでも見たような顔をした。


    　シュネーは、待ちきれないデザートを催さい促そくするように、こう言った。


    



    「あんたが完成させた八番目を見せろって言ってんのよ。そのために、この私があんたの遊び相手になってやってんのよ？」


    



    　そう言って、宝物でも取り上げたような笑みを浮かべる。


    「でないと、あんたの大切なおもちゃが全部壊れちゃうわよ？」


    　ヒルダも、スッと血の色をした双眸を細める。


    「……ティエラの高度が、落ちていることを言っているのですか？」


    　意外そうに、シュネーが瞬まばたきをした。


    「なんだ。気付いてるんじゃない」


    　戦いながら、少しずつ気圧が変化していることに気付いていた。炎や電撃の広がり方が、通常よりも大きくなっているのだ。気圧が上がると、こういった現象が起こる。


    　恐らく、生き残った《エインヘリヤル》の手によるものだろう。


    　それでも、ヒルダはそこに焦あせりは感じていなかった。


    　──ウィルたちを向かわせて、正解だったのです。


    　彼らなら、きっとシュネーの計画を止めてくれる。イスカのことも守ってくれる。


    　ならば自分の役目は、シュネーを止めることだ。少なくとも、この大陸でこの少女を止められる者は、自分しかいないのだから。


    「止められるかしら？　あんたのおもちゃたちに」


    　見え透いた挑発に、ヒルダは首を横に振った。


    　二つに束ねた紅い髪は、いつの間にか片方のリボンが解ほどけていた。


    「……小しよう妹まいは、今はそなたを少し哀れに思うのです」


    「へえ？」


    　笑顔を浮かべながら、苛か烈れつな怒気を向ける少女に、ヒルダは続ける。


    「八千年……果たして、どのような時間なのでしょうか。誰もそなたを覚えていない」


    　[image: ]あざけりではなく、慰なぐさめるような声こわ音ねに、シュネーの瞼まぶたがピクリと揺れた。


    「そなたに寄り添うことができるのは、せいぜいこの大陸の王くらいだったのでしょう。そして、そなたは今、それすらも犠牲にしようとしている」


    　シュネーが噴ふき出した。


    「キャハハハッ！　今さら同情のつもり？　気持ち悪いんですけどぉ」


    　それでも、ヒルダは悲しい顔をしていた。


    「この大陸に〈霧きり〉はない。ですが、小妹は知ったのです。〈霧〉がどこから生まれたのか」


    　何かを掬すくうように、ヒルダが両手を重ねる。


    　周囲にわずかに残っていた瓦が礫れきが、ガラガラと崩れた。


    　いや、崩れたのではない。小さくなっていた。まるで溶けているかのように。


    　そして、ヒルダの手には〈霧〉が集まっていた。


    「古い世界で何が起こったのか。それは小妹にも突き止められませんでした。この〈霧〉というものの正体が、果たしてなんであるのかも。ですが、これだけは確かなのです──」


    　ヒルダの手にある〈霧〉が濃度を増していき、それと反比例するように周囲の瓦礫は見る見る小さくなっていく。


    



    「〈霧〉は、世界の全てを[image: ]むしばんでいた。だから、人は世界を捨てざるを得なかった」


    



    　ヒルダは知ってしまったのだ。


    　──この大陸の全てが、〈霧〉に冒おかされている。


    　この建造物……いや、地面に転がる石ころも含めた全てが〈霧〉の源なのだ。これらが何かの拍子に崩壊することで、〈霧きり〉が生み出されている。


    　矛盾としか言いようのない事実だった。


    〈霧〉に耐性のない人々を守る都市の全てが、本当は〈霧〉の温床なのだ。


    　そして一定以上に侵食が進むと、それは物体としての形が維持できなくなって崩壊し、〈霧〉となって放出される。


    　菌類の胞子に似ているかもしれない。


    　旧世界の遺物に巣くい、宿主を食い尽くすと次の宿主を探して拡散するのだ。


    　それを抑えるのが、恐らくこの地に《エインヘリヤル》が残された本当の理由だ。


    「この空に、旧世界の遺物が残るのはティエラだけなのです。いくら人が大地を捨てたとはいえ、これは異常なのです」


    　ヒルダは、真っ直すぐシュネーを見た。


    「シュネー、そなたたちは世界を滅ぼしたのですね？」


    　──〈七つの鍵〉が世界を滅ぼした──


    　そんな言葉を耳にしたことがある。


    　だが、その本当の意味は、誰も理解していなかった。


    　人が世界を捨てたとき、まだ捨てられるだけの文明が残っていた。


    　ヒルダが見た記憶では、〈霧〉は空を覆おおうほどには広がっていなかったのだ。それが空の半分を呑のみ込むほどに拡散したのは、旧世界の全てが意図的に破壊されたからなのだ。


    　シュネーの口が、三日月形の笑みを浮かべた。


    「キャハ、よくもそこまで調べたもんね。記録なんて、ティエラにも残ってなかったはずよ？」


    　それは、ヒルダが口にした言葉が事実であるということだった。


    「この廃はい墟きよを、〈封書〉に変えて再生したのです。八千年も昔の記憶が、存外に鮮明に再現されたのです。人の記憶でも、それほど長らく残すことは不可能だというのに」


    　この廃墟の全てが、〈霧〉に[image: ]むしばまれていたからこそできたことだった。


    　だが、それはヒルダが哀れんでいることではなかった。


    　この邪悪な宿敵に同情さえしてしまったのは、その先なのだ。


    「きっと蒼そう界かいの島々も、同じように生まれたはずなのです。なのに、蒼界に旧世界の残り香は見み出いだせないのです」


    　そう。大地から切り離されようとも、移り住んだ人々の記憶までは切り離せない。


    　今の文化に、旧世界の名な残ごりは欠片かけらも見出すことができない。まったくの異文明と成り果てている。それは単純な時間の流れで起こるような現象ではない。


    　その次の言葉を口にするのに、ヒルダは一度呼吸を整えなければならなかった。


    　最強の霧む鍵げん士しであり、幼い姿で六十年以上を生きる彼女が、心構えをしなければ口にできない真実。それは────


    



    「そなたは一体、何度世界を滅ぼしたのですか？」


    



    　蒼そう界かいには、創世記に基づいた文明が築かれている。


    　旧世界の記録の全てが、徹底的に排除されているのだ。


    　一度滅びただけで、それほどに至ることは難しい。人々は生き続けているのだから。


    　ならば、蒼界の島々でさえ、何度も滅ぼされているのだ。


    　この白い少女が生きた八千年という年月の間に。


    「さあ？　三回だったか、四回だったか……。別にそこまで多くはないわよ？」


    　シュネーの表情は、影になっていて見ることができなかった。


    　ヒルダが哀れに思うのは、その滅ぼしたという悪行ですら、誰も覚えていてくれないということだった。


    　──誰も、シュネーを責めることさえしてやれなかった。


    　全て、失われてしまうのだから。


    　シュネーに立ち向かえる力さえ、存在しなかったのだから。


    　そうでなければ、彼女が何度も世界を滅ぼす必要はなかったのだから。


    　ティエラの王とて、同じ罪を背負っていても──いや、背負っているからこそ、それを糾きゆう弾だんすることはできなかっただろう。


    「そなたのために流す涙は、小しよう妹まいにはないのです」


    　そう言って、ヒルダは古びた書物を取り出した。


    　八番目──《ギャラルホルン》──永遠機関──いくつもの名で呼ばれる古書だ。


    　姉ジゼルと旧友ランデイスが夢見て、残してくれた奇跡の残り香だ。


    



    「だから、せめて小妹だけは罰してやるのです。シュネー、そなたの罪を」


    



    　宿敵を哀れだと思うから、ヒルダはついに絶対言語レーゲル・ヴオルトのページを開いた。
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    「──これで、大丈夫だと思う」


    　白い髪の娘に、自分の血を飲ませてジェシカが言う。


    　その表情は、ずいぶん困惑したものだった。彼女だけでなく、イスカやレンも同様だ。きっと自分も同じような顔をしているのだろうと、ウィルは思った。


    　そこは〈霞か曲きよく〉を隠している倉庫だった。ようやく整備に一区切りついたころ、ジェシカたちがポールマンを見つけて戻ってきたのだ。


    　どういうわけか、アルトに瓜二つの娘を連れて。


    　続けて火傷やけどの治療をするジェシカを横目に、ウィルはポールマンに声をかける。


    「……おい、ポールマン。この人は誰なんだ？　アルトさんのわけがない」


    「ああ……。別人では、あるみたいだ。彼女は自分のことはノイって名乗った」


    　どうやら、ポールマンも出会ったばかりらしい。


    　詳しい話を聞く前に、ノイは霧きり汚染症を起こして気を失ってしまったという。彼らはザックスと交戦しており、外壁に大穴を空けてしまったのだ。


    　ポールマンの話を聞いて、ウィルは絶句した。


    「おい、壁に穴を空けたって……そのあとはどうしたんだよ。まさか、放ってきたわけじゃないよな？」


    「ちゃんと隔壁が降りてきたから大丈夫だよ。というか、考えもなしに外壁に穴を空けたりするわけがないだろう？」


    「どうだかな」


    　昔のことを掘り返すのは酷こくだろうが、考えもなしにジェシカに傀く儡ぐつをかけようとした馬鹿な男がいたではないか。


    　本人もそれを思い出したのだろう。ポールマンは誤ご魔ま化かすように咳払いをする。


    「それより、ノイさんのことだろう？　霧汚染症も起こしていたし、アルトさんとも関わりがありそうだし、放っておくわけにはいかなかったんだ」


    「まあ、それはそうだろうが……」


    　仕方なくウィルが頷うなずくと、イスカがノイの額ひたいに触れていた。


    「……ここに、置いて行っちゃうのがいいんじゃないかな」


    「本気か、イスカ？」


    「うん。だって、あたしたち……というか、シュネーや《エインヘリヤル》なんかに関わっちゃったら、また……」


    　伸ばした手を握ってもらえたと思った瞬間、アルトは撃たれた。そのまま骸むくろも残さず消滅してしまった彼女の姿は、そうそう忘れられるものではない。


    　ウィルは難しい顔をして、首を横に振る。


    「関わっちまうときは、遠くにいたって関わっちまうもんだ。知らないところで死なれるくらいなら、側そばにいた方がいいってこともある」


    「それは……」


    　イスカの言にも一理あるのだが、シュネーに関わったらどこにいても逃げ場などない。ならば側にいた方が守ることもできるというのも事実だった。


    　その場で答えが出るはずもなく、わずかに沈黙が生まれた。


    「どちらにしろ、この女が目を覚まさないと話にならない。それより──」


    　ノイの手当てを終えて、ジェシカが鋭く倉庫の一点を睨ねめつける。


    「──どうして、その男がここにいるの？」


    　倉庫の片隅で、ビルギッドが紫煙を吹かせていた。


    　──そうだった。今は、ノイのことにかまってる場合じゃない。


    　ウィルは、緊張を孕はらんだ声で口を開く。


    「……厄やつ介かいなことが、起こり始めてるみたいなんだ。全面的にってわけじゃないが、ビルギッドも今は俺たちに協力してくれる」


    「そう」


    　イスカはあまり納得していないようだったが、ジェシカは敵でないのならいいというように引き下がった。


    　それから、不可思議な紫の瞳を向けてくる。


    「厄介なことって何？」


    「ああ。落ち着いて聞いてくれ────」


    



    「その前に、貴様らは何者だ？」


    



    　ウィルの言葉は、強い声に遮さえぎられた。


    　振り返ると、いつの間にか目を覚ましていたらしい。


    　ノイが、身を起こして拳銃を抜いていた。


    　イスカがヒュッと息を呑のみ、ジェシカが面倒くさそうにため息を漏もらす。ポールマンは慌てふためいているが、ビルギッドは我関せずといった顔で壁に背を預けていた。レンは熟睡中である。


    　銃口を向けられているのは、ウィルだった。


    　──なんでここで俺なのかな……。


    　すぐ側そばには手当てをしていたジェシカもいるし、イスカもウィルよりは近い。ちょうど正面にいたのがウィルだったという理由はあるのだろうが、六人もいる室内で自分だけが不運をこうむると少しは嘆きたくもなる。


    　改めてノイの服装を見つめ、ウィルはため息を漏らした。


    「……おい、ポールマン。こいつ、まさかとは思うがソルダートか？」


    　アルトに似ていることと、甲かつ冑ちゆうを着ていないこと、そもそもソルダートに人間の女がいるとは思わなかったことで、ウィルも気付くのが遅れた。


    「じ、実は、そうなんだ。成り行きで、いっしょに逃げることになって……。は、はは──うひぃっ？」


    　ポールマンの足元を、ジェシカの[image: ]いばらが打ち据える。


    「やはり、この男は処分すべき」


    　先ほどビルギッドに向けた眼まな差ざしが優しく見えるほど、冷たい目だった。


    「し、仕方なかったんだよ！　ザックスに襲おそわれてたし、こんなにアルトさんにそっくりなんだし、放っておくわけにいかなかったのは君たちもわかるだろうっ？」


    「だったら武器くらい取りあげろよ……」


    　頭痛がしてきて頭を抱かかえると、ノイはカアッと顔を赤くする。


    「貴様ら、脅おどしだと思っているのか？　私はソルダートだ。反逆者に与える慈じ悲ひなど──っ」


    　ノイの言葉を遮さえぎって、ウィルは銃じゆう機き槍そうを突き出していた。


    　その切っ先は正確に銃口を捉とらえている。この状況で引き金を引いて、銃を失うのはノイの方だった。


    「撃ってもいいけど、あとのことは知らないぞ」


    　ウィルとて、この状況でノイに無警戒でいるほど脳天気ではなかった。


    　そもそも、アルトがティエラを滅ぼそうとしてからまだ一日も経っていないのだ。当然のこと、彼女に酷こく似じしているノイを間合いに置いていた。


    　だから、ジェシカもレンもこれほど平然としているのだ。


    　──でもまあ、ジェシカやイスカを狙ねらわなかっただけ、こいつは許せる。


    　もしもノイが彼女たちを人質に取っていたなら、ウィルは警告すら与えなかった。


    　ウィルがそのつもりだったら、自分の首を落とされていることを理解したのだろう。ノイは唇くちびるを嚙かんだ。


    「銃を床に置け。これじゃあ、話もできない」


    　そう勧告しても、ノイは銃を下ろそうとはしなかった。


    「……俺も、あまり気が長い方じゃないんだが」


    　普段ならもう少し穏便な言い方をしたかもしれないが、今は時間がない。


    　本気で組み伏せるべきか考えたときだった。


    「ま、待ってくれ！　彼女もまだ、動揺してるんだ……と、思う。ノイ、君も銃を下ろしてくれ。彼らに、君に危害を加える意思はない」


    　ノイを庇かばうように、ポールマンが割って入っていた。


    　その行動は、普段の彼からはずいぶん意外なものに思えた。以前の彼ならば、止めたとしても遠くから小声で囁ささやく程度のものだっただろう。


    　ノイも驚いた顔をしていたが、やがてしぶしぶと言った様子で銃を下ろした。


    「……なん、なのだ」


    　その手から、ポールマンが銃を取りあげようとすると、ノイが何かを呟つぶやいた。


    「貴様らは、なんなのだ。なんであんな化け物が私の街に現れるのだ。なんで──」


    　気の強そうな口調に反して、ノイの目には涙が浮かんでいた。


    



    「なんで、貴様らが、姉さんを知っているんだ！」


    



    　ウィルは目を丸くした。


    　──姉……アルトさんの、妹か？


    　一つ一つ、小さな歯車がかみ合い始めていた。


    　回り始めたその向こうにあるのが、希望なのか絶望なのかは、まだわからないが。
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    「……アルトは、ひと回りも歳の離れた私の姉だ。誰にでも優しくて、明るくて、施設での成績がずば抜けていたことから、研究者に抜ばつ擢てきされた。そのおかげで、私はずいぶんいい暮らしができていたのだと思う」


    　ノイは、消沈した様子で語り始めた。


    「十年……いや、もう十一年前になるか。姉がなんの研究をしていたのかはわからないが、ソルダートに連れて行かれて、そのまま戻ってはこなかった」


    　ミストルティン・プロジェクトが破は綻たんしたのは十年前だが、計画自体はその一年前から進められていたのだろう。それでアルトが連れて行かれたのだとわかった。


    「反逆者として処分されたのだろうと思った。だが、私の肉親は姉しかいなかったのだ。真実が知りたくて、私はソルダートに志願した」


    　そこで、彼女もアルトが何に関わっていたのか、断片的にではあるが知ったらしい。さすがに、ミストルティン・プロジェクトの名前にまでは行き着いていなかったが。


    　ノイは、キュッと唇くちびるをかみ締める。


    「……それ以上のことは、何もわからなかった。諦あきらめかけていたのに、昨日になって計画の中核にいた男が、この街に現れたんだ」


    「ハイリッヒさんのことか……？」


    「……そうだ。ソルダートの施設に平然と侵入してきたあの男を追っていて、あの化け物に出くわした」


    　なるほど、とウィルは頷うなずいた。


    　彼女にしてみれば、ウィルたちも姉アルトを奪った得体の知れない連中と見分けがつかないだろう。実際に、ハイリッヒはそちら側の存在だったのだから。


    「貴様らは、何者なのだ？」


    　ウィルは、ジェシカに目を向けた。


    　すぐに意図を察してくれたらしく、彼女は懐ふところから一通の便びん箋せんを取り出した。十年前、ハイリッヒが見取ったアルトの姿が記されたものだ。


    「俺たちは〈渡り鳥〉──〝外〟から来た郵便屋だよ。こういったものを届けてる」


    　便びん箋せんを開くと、そこには円と直線で描かれた紋様が刻まれている。見慣れないものに怪け訝げんそうな顔をするノイに、ウィルは読み方を説明する。


    「そこに、十年前のアルトさんの記憶が記されてる。たぶん、あんたにとっては辛い事実だ。それでも、読むかい？」


    　今は、ノイのことより優先すべきことがある。こんなことに時間を割さいている場合ではないのかもしれない。


    　それでも、ウィルとジェシカは〈渡り鳥〉なのだ。


    　踏み躙にじられ、受け取る者のいない〈封書〉でも、必要としてくれる誰かがいるなら届けなければならない。


    　いや、届けたいのだ。


    〈封書〉に刻まれた記憶を、無意味なものにしたくないのだから。


    　ノイは一度呼吸を整えてから、小さく頷うなずいた。


    「──ウェイクアップ──」


    　青い粒子に包まれ、ノイがしばらくの間、目を見開く。今、彼女は〈封書〉の記憶の中にいるのだ。


    　やがて光が収まり、意識が現実に戻ってくるとノイは顔を覆おおった。


    「姉さんは、もう……？」


    「……すまん。助けられなかった」


    　どう死んだかなど、ウィルの口からは言えなかった。


    　肩を落とすノイを、ポールマンが慰なぐさめようと何かを言っていた。


    　それを眺めながら、ウィルは頷く。


    　ノイはアルトの妹でも、ミストルティン・プロジェクトとは無関係のようだ。


    　──なら、もう関わるべきじゃないな。


    　イスカの意見の方が正しかったということだ。


    　ちらりと目を向けると、イスカも頷いた。短い間に、ずいぶん頼もしくなった気がした。


    「ポールマン。ノイを外に連れて行ってやってくれるか？」


    「あ、ああ……。わかった」


    　何か言いたげな顔ではあったが、ひとまずノイをこの場から追い出す方が先決だと理解したのだろう。頷いてくれた。


    　ポールマンがノイを立たせようとしたときだった。


    



    「──シュタット・ノインに行け──《エインヘリヤル》を手に入れろ──」


    



    　はっきりと、ノイがそう言った。


    「……なんだって？」


    　これには、ウィルも面食らった。


    「伝言を頼まれていたのだ。〈渡り鳥〉を名乗る黒髪の男に、そう伝えろと。……この男にな」


    　指を差されたポールマンは、蒼そう白はくになっていた。


    「私も、関わってしまったことになるな？」


    　この娘は、自分が追い出されようとしていることに気付いて、したたかに交渉を持ちかけてきたのだ。


    「おい、どういうことだポールマン」


    「し、仕方なかったんだ。僕一人じゃザックス相手に勝ち目は薄かったし、でもどうにかして伝えないといけないって……」


    「お前それを仕方なかったのひと言で済ますわけっ？」


    　一皮剝むけたように見えて、ポールマンはやはりポールマンでしかなかった。


    　ウィルは、果か敢かんに笑みを浮かべる。


    「伝言ありがとうよ。俺たちにとっては重要な情報だった。本当に感謝するよ」


    「感謝の気持ちがあるのなら、貴様らが何者なのか、今この街……いや、この国で何が起こっているのか、答えてもらうぞ」


    「それは、あんたが知るべきじゃあないことだ。アルトさんだって望まないだろう」


    　彼女に姉の名前が劇薬だと理解した上で、ウィルはそう言った。


    　しかし、ノイは涼しい笑顔を浮かべた。


    「そうか。答えてもらえないのはとても残念だが、仕方がないな」


    　その笑みに、ウィルは寒気を感じた。


    



    「なら、私はこの伝言の意味をいろんな人間に聞いてみるとしよう。誰か一人くらいは、意味を知っているかもしれないからな」


    



    　ひくっと、ウィルの顔が引きつった。


    　──この女、脅おどすつもりか……！


    　罠わなである可能性はある。


    　だが、この伝言は今の状況を引っ繰り返す手がかりかもしれない。万が一シュネーや《エインヘリヤル》に知られれば、その鍵を失うことになってしまう。


    　平常心を装って、ウィルはなんでもなさそうに言う。


    「それで後悔するのは、あんたの方だぜ？　きっと、ろくな目に遭わない」


    「それでも、私にはこれしか手がかりがないのだ。他の手段があるなら教えてもらいたいものだな。……おっと、貴様らは答えるわけにはいかないのだったか」


    　となりで、イスカが「うわ」と声を漏もらした。


    「黒いときのアルトさんだ……」


    　ウィルは直接話したことはなかったが、どうやらアルトもこういったしたたかな面があったようだ。


    　うぐぐと唸うなっていると、仲裁するようにポールマンが口を開いた。


    「その、話してもいいんじゃないかな。もしものときは、僕が守るから。その、もとはと言えば僕が原因なんだし」


    



    「「「他に何かあると思ってるのか？」」」


    



    　ポールマンの誇らしげな顔を、ウィルとジェシカとノイの声が打ち砕いた。


    　ウィルは悪態をついた。


    「くそっ。知らねえからな？」


    　苛いら立だち任せに頭を搔かきむしると、ずっと黙っていたビルギッドが声を上げていた。


    「……おい。時間がないんだ。いつまで茶番を続けるつもりだ？」


    「だったらあんたからもなんか言えよ！」


    「この手の人間に、何を言っても無駄だ。答えが見つかるまでは止まれんよ」


    　まるで自分のことのように、ビルギッドは吐き捨てた。


    　ウィルはため息混じりに深呼吸をすると、全員の顔を見据えた。


    「いいか。落ち着いて聞けよ」


    　そう前置いて、ウィルは口を開いた。


    



    「ティエラが、雲うん界かいに墜つい落らくを始めてる」


    



    「なっ──」


    　これには、ノイだけでなくイスカやジェシカまでもが目を見開いた。


    「ど、どういうこと？　解放軍はもういないんだよ？」


    「あいつら以外に、ミストルティン・プロジェクトを続けてる誰かがいる」


    「それって、シュネーのこと？」


    　当然の答えだが、ウィルは首を横に振った。


    「俺も初めはそう考えたけど、シュネーは今もヒルダと戦ってる」


    　耳を澄ませば、今も南の空から破壊の音が響いている。


    　ときとして、壁に覆おおわれた街の中が真昼のように明るくなるほどの戦いだ。いくらシュネーといえど、ミストルティン・プロジェクトに関わっている余裕はない。


    「他の手駒はといえば、ビルギッドはここにいるし、ザックスはポールマンが倒した」


    「投入されている幹部は、それで全員だ。ヘイムダルは空のない国では活動できんし、〈傀く儡ぐつ師し〉は夜よる姫ひめに敗れた」


    　その名前に、ポールマンが露骨に暗い表情を見せた。


    　怪け訝げんそうな顔をするビルギッドに、ウィルが説明する。


    「〈傀儡師〉は、ポールマンの親父さんなんだ」


    　ポールマンは、消沈した様子で問いかけてきた。


    「……ザックスの盾たてになったと聞いた。ウィル。父の最期は、どんなものだったんだ？」


    　そう言われて、ウィルとジェシカは顔を見合わせた。


    「いや、確かに酷ひどいもんだったけど、最期って大げさな……」


    「は……？」


    「生きてるぞ？　ジャック・ポールマンは。ヒルダにこっぴどくやられたし、霧む鍵げん士しとしては再起不能だって話だけどな」


    　へなへなと、ポールマンがへたり込んだ。


    「あの親父……なんて、人騒がせな」


    　──親子[image: ]そろってな。


    　ウィルは心の中で鋭くそう指摘した。


    　口に出さなかったのは、それでもポールマンがホッとした顔をしていたからだった。


    「話が逸それたな。とにかく、この国で〈七つの鍵〉が動かせる手駒はもう残ってない」


    「じゃあ、なんでミストルティン・プロジェクトが止まらないの？」


    「いるだろう？　もう一人だけ、今動けるやつが」


    　イスカが、ハッとした顔をした。


    「──《エインヘリヤル》──」


    「そういうことだ」


    　それから、ポールマンに目を向ける。


    「ポールマン。さっきの伝言の、《エインヘリヤル》を手に入れろっていうのは、どういう意味だ？」


    「わからない。ハイリッヒが、最後にそう言ったんだ。シュタット・ノインにある九番機を手に入れろって……」


    「乗っ取られてない機体が、残ってるってことか……？」


    　ウィルは首を傾かしげた。


    「少なくとも、僕にはそういった意味に聞こえた。とにかく、行ってみるしかないと思う」


    　ポールマンの言葉に、ウィルは難しい顔をした。


    「一晩で、五百界碼ヤルドも降下してる。さらに加速したとしたら、今夜にでもティエラは雲うん界かいに接触する。そうでなくとも、霧む妖ようから襲おそわれる。時間が足りない」


    《エインヘリヤル》の回収自体は可能かもしれないが、それをどう使えばいいのか。そもそも、それが打開策になるのか。そこに全てを[image: ]かけるには、ずいぶんと分の悪い話だった。


    「だ、だけどハイリッヒが命懸けで伝えてくれたことなんだ。無意味なことだとは思えない」


    　それにはウィルも同感だった。


    「もう一つ、手があると思う」


    　ウィルは人差し指を立ててそう言った。


    「要は、《エインヘリヤル》を止めればいいんだ。だったら、本来の所有者の手に返してやれればいいんじゃないのか？」


    「本来の……って？」


    



    「ハイリッヒさん──つまり、ティエラ王だ」


    



    　ティエラ王がどういった状態にあるのかはわからないが、彼を救うことができれば《エインヘリヤル》の制御を取り戻せるはずだ。


    「だから、俺たちは二手に分かれよう」


    　まずは、ポールマンに目を向ける。


    「ポールマン。《エインヘリヤル》のことなら、お前の方がわかることがあるかもしれない。シュタット・ノインに向かってくれ」


    「オリジナルの《エインヘリヤル》……か。わかったよ」


    　複雑そうな顔をしつつも、ポールマンは頷うなずいた。


    「あと、レンとイスカもいっしょに行ってくれ」


    「あたしが？　なんで？」


    「ポールマン一人じゃ、何があるかわからない。助けが必要だ。それにシュタット・ノインはお前の街だろ。イスカが行かなくて誰が行くんだよ」


    　──イスカは空の鍵──生いけ贄にえだ──


    　だから、ティエラ王のいる王都に行かせるわけにはいかない。


    　誘導するウィルに、しかしイスカは首を横に振った。


    「ごめんウィルさん。あたしは、シュタット・ヌルに行きたい。だって、あそこで戦ってるのはあたしのお姉ちゃんで、ティエラ王はあたしのお兄ちゃんなんだよ？　それこそあたしが行かなくて、誰が行くっていうのよ」


    「……危険なんだ。お前が行くこと自体が、シュネーの目的でもあるんだよ」


    　イスカは眉を顰ひそめる。


    「ウィルさん、何か、知ってるの？」


    　──あんなこと、本人に言えるわけがない。


    　言葉に詰まるウィルに代わって、ビルギッドが口を開いた。


    「教えてやった方がいい。自分が生いけ贄にえだってことをな」


    「ビルギッド！」


    　ウィルの制止は、少し遅かった。


    「あたしが、生贄……？　それ、どういうことよ」


    「空の鍵というのは、お前自身のことなのだ。お前とティエラ王の命を以もつて、空の鍵は完成する。シュネーが欲しがっているのは、それだ」


    　心の準備すらさせてやらない、無情な言葉だった。


    　だが、同時に今の彼にとっては精一杯の思いやりなのだろうとも思った。


    　イスカを止めたければ、もう真実を話すしかない。傷つけて、怯おびえさせることでしか止められない。誰もやりたくないことだから、少なくともウィルには言えなかったことだから、彼が代わりに言ってくれたのだ。


    　残酷な事実を告げるビルギッドに、イスカは困ったような顔で笑った。


    「あ、はは……。ナニそれ。きっついなあ……」


    「イスカ……」


    　ぐっと俯うつむいて、それからイスカはこう言った。


    「キツイね、それ。……で？　だから、ナニ？」


    「お、おい。人の話、聞いてたか？」


    「聞いてたわよ？　シュタット・ヌルに行ったら、あたしは死んじゃうか、もっと酷ひどい目に遭うって言うんでしょ？　だから、放っとけって言うの？」


    　出会ったころからは想像もつかない、苛か烈れつな意思を込めた瞳を向けてイスカは続ける。


    「あたしよりもっと酷い目に遭った人たちもいた。これから起こるのは、そういうことなんでしょう？　なら、あたしはあたしにできることをやりたい。あたしの知っている人たちを──孤児院ホームのみんなや、シュタット・ノイン、この一週間で出会った人たちを助けたい」


    　イスカは、真っ直すぐウィルを見返した。


    「あたしがシュタット・ノインに行ったって、何もできることはない。あたしができることは、シュタット・ヌルにあると思う」


    　それはウィルの知るところではないが、アルトはイスカを王の器と呼んだ。


    　彼女には、誰もが自然と従いたくなるのだと。


    　ウィルには、この少女を止められる言葉が、思いつけなかった。


    「自分の身を守ることを、第一に考えてくれるか？」


    「あたしを、〈渡り鳥〉にしてくれるんでしょう？　あたしも、ウィルさんたちが目指す空の最果てが見たい」


    　決して、命を粗そ末まつにはしないと言っているのだ。


    「……わかった」


    　頷うなずくしかなかった。


    「シュタット・ノインへは、俺も行こう」


    「いいのか、ビルギッド？」


    「元々、俺の目的はその《エインヘリヤル》なんだ」


    　ウィルとジェシカは、当然シュタット・ヌル──王都の廃はい墟きよだ。


    　最後に視線を向けられたのは、ノイだった。


    「で、こういうことになってるんだが、それでもあんたはついてくるつもりなのか？」


    　絶句しながらも、ノイは頷いた。


    「……当たり前だ」


    　そして、彼らはまた空へと上がった。
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    　ポールマンは、ビルギッドと共にシュタット・ノインへと飛び立った。


    　そう。あちらに向かったのは二人だけだ。ノイは、ウィルたちと共に来ていた。アルトの最期が、その場所だったのだから。


    　そうして空に上って、ウィルたちは早くも挫ざ折せつしかかっていた。


    



    「おい、これで、どうやってシュタット・ヌルに近づけって言うんだ……？」


    



    　王都が、燃えていた。


    　一体、どんな力が振るわれているのだろう。ヒルダが放ったらしい霧む鍵げん式しきの閃せん光こうが、ティエラの荒野を駆け抜ける。


    　一瞬遅れて、ドロドロに溶けた大地が爆発する。その傷跡は、数界里ミールに渡っていた。


    　──次元が、違い過ぎる……。


    　なるほど、ウィルたちを邪魔者呼ばわりするのも頷ける。完全に別次元の戦いだった。


    　流れ弾一つでこれだ。この暴力の中に飛び込んでいくのは、自殺とどう違うというのか。そもそも、この戦火の中心にあるのがシュタット・ヌルなのだ。


    　果たして、そこにいるというティエラ王が生きていることなどあるのだろうか……？


    「……地下だ」


    　絶句していると、少し後ろから声が聞こえた。


    　ジェシカの後ろに跨またがる、ノイだった。


    「都市の重要な施設は地下に建造されている。都市間を繫つなぐ鉄道跡からなら、まだ侵入できるかもしれない」


    「確かか？」


    「私はソルダートだ。都市の構造くらい、知り尽くしている」


    　なんとも頼もしい言葉だった。


    　──これは、意外に拾いもんだったかもな。


    　足手まとい扱いしておいて今さらではあるが、ノイの知識はこの大陸でウィルたちに欠けていたものだった。


    「わかった。……そうだな。南側の線路なら、あの二人からも離れてる。東……いや、西に[image: ]う回かいして、南側から入り込もう」


    　東側は、ウィルがシュネーの飛行船と遭遇した方向だ。まだ〈ファントム〉が残っていた場合、出くわす可能性が高い。


    　レンに手信号を送って、ウィルは手た綱づなを振るう。


    　翼が小さく震ふるえて、機体が大きく旋回を始める。グンとかかる重力は、こんなときでもやはり心地好かった。


    「……痛いわ」


    　と、そこでジェシカが苛いら立だった声を漏もらした。


    「どうした、ジェシカ？」


    「……別に」


    　珍しく言葉を濁されたことにウィルが振り返ると、ノイが悲ひ壮そうなほど青ざめた顔をしていた。　その指が、ジェシカの肩に食い込んでいる。


    　視線に気付いたのか、ノイは怖おず怖ずと手を離す。


    「す、すまない……」


    　本当に、小さな声でそう謝って。


    　──もしかして、こいつ高いところが駄目なのか？


    　確かに、あの壁に囲まれた都市の中では、高い場所に上る機会はなかっただろう。ノイにとっては、初めての空なのだ。


    　思えば、そこですぐに順応してしまったイスカの方がおかしいのだろう。


    　ポカンと口を開いていると、ジェシカがノイの腕を摑つかんで自分の腰へと回させる。


    「こっちにして」


    　言葉こそ不機嫌そうではあるが、彼女にしては凄すさまじく優しい態度だった。


    　普段の彼女なら──空を理解できないなら降りるべき──などと突き放しているところのはずだ。いや、実際に叩たたき落としていた可能性の方が高い。


    　もはや天変地異の前触れを思わせる現象だ。


    　……実際に、大陸が雲うん界かいに沈みつつあるという未み曾ぞ有うの災さい厄やくに見舞われている最中だが。


    「……何？」


    　不機嫌そうなジェシカに、ウィルは慌てて前を向いた。


    　今でこそずいぶん克服してはいるが、ジェシカも高所恐怖症だ。それこそ、一時はパニック障害まで起こすほどだった。


    　きっと、同じように震ふるえるノイを放っておけなかったのだろう。


    　相ジエ棒シカがそこまで気にかけているのに、自分が無視するわけにはいかないだろう。


    　ウィルは何気ない素そ振ぶりでこう言った。


    「慣れないうちは、地面より上を見てろ。だいぶ楽になる」


    「上だと──あ……」


    　狭い檻おりから解き放たれた空は、どんなふうに映ったのだろう。


    　ノイが、小さく息を呑のんでいた。


    　──悪いな。もっと空を楽しませてやれなくて。


    　本当なら、ウィルとて空がいかに美しいのかを伝えてやりい。イスカのときのように。


    　だが、今はその時間すらも惜しまれる。


    　ウィルたちが避けて通る空の下では、今もヒルダが戦ってくれているのだから。


    「少し、速度を上げるぞ」

  


  [image: ]


  
    　今の〈霞か曲きよく〉ならば、[image: ]う回かいしてもシュタット・ヌルまで一時間ほどだ。


    　それは初心者には酷こくな速度でもあるが、ウィルは手た綱づなを振るう。


    　ノイが小さな悲鳴を漏もらしてジェシカの腰にしがみつくが、ジェシカもそこで文句は言わなかった。


    「姉さんが追いかけた世界、か……」


    　どこか羨うらやましそうに震ふるえるノイの声は、風に溶けて消えた。
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    「都市の地下ってのは、こんなに広いもんなのか……？」


    　幸い、ノイが言った線路の出入り口は残っていた。


    　翼つばさ舟ぶねは、そこから少し入ったところに隠してきた。地下は地下で崩落の危険もあるのだが、ヒルダたちの流れ弾が飛び交う地上よりはいくらか安全のはずだ。


    　そうして奧へと進んだウィルは、思わず圧倒されていた。


    　それはもはや、もう一つの街だった。


    　ガラス張りの壁の向こうには、いくつもの塔が並んでいる。それぞれが同じようなガラスの通路で繫つながっていて、地下に広大な空間が広がっていることがわかる。もしかしたら〈霧きり〉から逃のがれるための第二都市のようなものだったのかもしれない。


    　薄暗い外の景色に、地下の底を見通すことはできず、この大空洞がどこまでも広がっているような錯覚さえ抱く。


    　あるいは、本当に大陸の底近くまで続いているのかもしれない。


    　ウィルだけでなく、イスカやレンも壁に張り付いていた。


    　と、そこでジェシカが通路の中央から動こうとしないことに気付いた。


    　──ああ。ここも高いところには違いなかったな……。


    　空に比べれば遙はるかに窮屈な空間ではあるが、それだけにむしろ高度を感じてしまうのかもしれない。


    　それとなく側そばに立つと、素知らぬ顔でジェシカが袖そでに摑つかまってきた。


    「ん……」


    　小さな吐息を漏らし、寄り添うように体を寄せる仕し草ぐさは、どこか甘えてくれているようにも感じられた。


    　ノイが、先を促うながすように声を上げる。


    「市民に知られるわけにはいかないことの大半は、地下で行われるからな。むしろ地上の街の方が飾りのようなものだ」


    　つまり、ティエラ王がいるのもこの地下だということだった。


    　ジェシカとは対照的に、地面に降りてからはノイも平常心を取り戻したようだった。


    　──震ふるえてた方が、まだ可愛かわいげがあったんだがな……。


    　高圧的な年上の女性というのは、ウィルは少し苦手だった。先ほどのように、赤面しながらジェシカにしがみついているくらいの方が、愛あい嬌きようを感じる。


    　──とげとげしいのは、ジェシカ一人で十分だ。


    　未いまだに袖そでから手を離そうとしない少女を意識する。そのとげとげしさに心地好よさを覚えるのは、彼女に対してだけなのだから。


    　──いやいや、別にそれが可愛いわけじゃないから。


    　誰に言い訳をしているのか、ウィルは一人、首を横に振った。


    「……何？」


    「いや、なんでも……」


    　怪け訝げんそうな声を上げるジェシカと慌てるウィルを横目に、ノイが寒気を覚えたように天井を見上げる。


    「とは言っても、こちらもいつまで保もつかはわからないが……」


    　ズシンッと床が大きく揺れ、天井からパラパラと石の欠片かけらが落ちてくる。奧に進むにつれて、通路の壁やガラスにも亀き裂れつが入っているのがわかった。


    　地上であれだけの破壊が行われているのだ。その真下にあるこの地下空洞が、無傷であるはずはなかった。


    　ヒルダとシュネーの戦闘は、廃はい墟きよの中にまで及んでいる。それまでわずかながらに残っていた建物の痕こん跡せきも、今やほとんどが消失していた。


    　──熱のせいか、溶けてるように見えたのが気になるが……。


    　彼女たちの戦いが、まさに廃墟を燃料に行われているとは知る由よしもないが、ウィルもそこに違和感は抱いていた。


    　と、そこでレンがフンフンと鼻を鳴らしていた。それに合わせて夕陽色キヤロツトオレンジの三つ編みもピクピクと揺れる。


    「どうした、レン？」


    「ここ、変に〈霧きり〉が濃いです。空よりも、もっと」


    「〈霧〉が？　地下なのにか？」


    「事実。ここなら、霧む鍵げん式しきも使える」


    　ウィルたちが撃墜したミサイルの〈霧〉も一日の間にほとんど流されてしまった。


    　ジェシカも、前回のような鱗りん粉ぷんを使うことはもうできないだろう。


    　にも拘かかわらず、ここには〈霧〉が残されているらしい。


    　──どういうことだ？


    　ウィルたちには、足りない情報が多すぎた。


    　ただ、とレンが天井を見上げる。


    「〈霧きり〉がどこから来てるのかはわからないですけど、上の二人のうちどっちか……もしかしたら両方がやったと思うです。きっと、よほど大きな力を使おうとしてるです」


    「……マジか」


    　これにはウィルも顔を青ざめさせた。


    　つまり、ここに溜ため込まれた〈霧〉を消費しきるほどの大技を、ヒルダとシュネーが放とうとしているのだ。


    　──決着が、近いのか。


    　それは、この地下空洞の崩壊が近いということでもあった。


    「急ごう」


    　ウィルがそう言うと、全員が頷うなずいた。


    「こっちのはずだ」


    　道を先導するのは、ノイだった。


    　ティエラ王の正確な居場所を、ウィルたちは知らない。そこで頼りになるのは同じような地下で生活をしていた彼女だ。


    「都市の地下は、どこも同じような造りなのか？」


    「そのようだ。……シュタット・ツヴァイは、これほど広大ではなかったが。それでも施設の位置くらいは見当がつく」


    　それから、物憂げにノイは俯うつむいた。


    「……姉さんは、ここで研究をしていたのか？」


    「たぶん、な」


    　ウィル自身はアルトを知らない。本当に、最期の姿を見ただけだ。


    　だが、ミストルティン・プロジェクトはここで進められていたはずだ。彼らの目指す終着点は、ここだったのだから。


    「──空の鍵──それに、雲うん界かいの底を取り戻す、か」


    　飛行中に、ノイにはこれまでのことを話していた。


    「あんたは、それをどう思ってるんだ？」


    「……わからない。そもそも、雲界などと言われても、私にはどんな世界なのか想像もつかない。壁のない空は、広すぎるよ」


    　壁の中だけで生きてきた彼女に、突然開けてしまった世界だ。その向こうを夢見てきたのでもないのに、戸惑うのは無理もない。


    　躊躇ためらいがちに、ノイは言葉を続ける。


    「ティエラの繁栄に繫つながるならば、それは正しいことなのかもしれない。だが、そのために一体何人死んだ？　大義のために人が死ぬのが当然だとは、私には思えない」


    　ウィルは、少しだが安心した。


    　──ソルダートでも、こいつは一線は越えてない。


    　人が死ぬことをただの犠牲だと言ってしまえるような人間とは、同じ空は飛べない。


    　ノイはアルトとは違い、まだそこを間違えてはいない。


    　だから、ウィルはまだ彼女に空を見せたいと思うことができた。


    　そこで、ふと疑問を抱く。


    　──俺は、ノイに空を見せたいと思ってるのか？


    　初対面で、しかも彼女はイスカのように空を渇かつ望ぼうしているわけでもない。


    　にも拘かかわらず自分がそう考えていることで、ウィルも自覚した。


    　──そうか。俺はアルトさんの面影を、ノイに重ねてるんだ。


    　ウィルが見たのは、アルトの最期だ。それも過去と現在の、両方の姿だ。


    　どちらも空に向かって手を伸ばし、志こころざし半なかばに命を落とした。


    　同じように空を夢見てくれた人だったのに、惨むごい最期だった。もっと早く出会えていたなら、ちゃんと引き返せたかもしれなかった。


    　ノイは、そんなアルトの生き写しなのだ。


    　踏み躙にじられてしまった〈封書〉の答えを、いつの間にか彼女に求めてしまっている。だから、こんなところまで連れてきてしまった。


    　伝言をバラすという脅おどしなど、彼女をどこかに閉じ込めるだけで解決したというのに。


    「……駄目だな、これじゃあ」


    「何がだ？」


    　うっかり口に出てしまった言葉に、ノイが振り返る。


    「いや、こっちの話だ。……それより、あんたのことを聞かせてくれないか？　俺たちは、結局あんたがソルダートだってことしか知らない」


    「それを言うなら、私も貴様らが奇妙な郵便屋だということしか知らんのだが。……少なくとも、私が知っている郵便屋はこんなところまで王を捜しに来たりはしない」


    　確かに、お互い何も知らない同士なのだ。


    「私の家は、一応シュタット・ツヴァイではそれなりの地位を持っていた。まあ、それも私で最後ではあるが」


    「へえ、蒼そう界かいで言うところの、貴族みたいなものか？」


    「きぞ、く……？　聞き慣れない単語だが、きっとそのようなものなのだろうな。教育は優先して受けることができたし、私がこの歳でソルダートの分隊長など任せられたのも、それが理由だ」


    　貴族という呼称ではないらしいが、そんな存在がティエラにもいたことは意外だった。


    　──そういえば、シュタット・アインにあった解放軍の隠れ家も、ずいぶん立派だったな。


    　ということは、このノイもかつてはヒルダのようなドレスでも身につけていたのだろうか。


    　そう考えて、ウィルは首を横に振った。


    「なんだ？」


    「……いや、あんまり思い出したくないやつの顔を思い出しただけだ」


    　脳裏に浮かんだのは、キャハハと笑う真っ白な少女だった。


    　真っ白なドレスに身を包んだ、真っ白な少女。容姿こそノイやアルトに似てはいるが、その性格は極悪という表現でも生ぬるいほどだった。


    　同じ顔を思い出したのだろう。ジェシカとイスカも苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情だった。


    「……でも、それは本当に偶然？」


    　首を傾かしげるノイに、訝いぶかるような声を漏もらしたのはジェシカだった。


    「なんの話だ？」


    「あなたに似ている人間が、もう一人いる」


    　世の中には同じ顔の人間が三人はいるというが、それが今同じ場所に[image: ]そろっているのを偶然で片付けるのは、できすぎているような気がした。


    　そうして足を進めて、ウィルとノイは同時に身構えた。


    「誰だ！」


    　通路の先に、ぼんやりと人影が浮かんだのだ。


    　銃じゆう機き槍そうを構えて、ウィルはため息を漏らした。


    「……なんだ。ただの、絵だよ」


    　突き当たりの壁に、一枚の肖像画が飾られていたのだ。


    　だが、それを見てノイが顔を引きつらせていた。


    「これは、なんの冗談だ……？」


    　そこには、ノイによく似た少女が描かれていた。


    　ウィルも、目を見開いた。


    



    「これ、シュネーだよね？」


    



    　年のころは十三か十四ほどか。


    　真っ白な髪と蒼あおい瞳の少女だった。


    「これが、もう一人の、私に似た人間か？」


    「……ああ」


    「なぜ、ここにそんなものが？」


    　答えられなかった。


    　同時に、それが何か重大な事実を告げているような気がした。


    　──なんだ？　俺たちは、何かを見落としてるんじゃないのか？


    　シュネーが滅ぼそうとしている大地に、彼女とよく似た容姿の人間がいる。しかも優遇される立場で。


    　そして、ここにそのシュネーの肖像画が飾られている。


    　ここを管理する人間にとってシュネーが近しい存在だったということだ。


    　ここはシュタット・ヌル──王都と呼ばれ、ティエラの中枢でもあった場所──そこを管理する存在、それは────


    　ウィルは、自分の頭から血の気が引くのを感じだ。


    「ヤバイ、引き返すぞ！」


    



    「──それは、許可できないな」


    



    　神父の姿をした霧む鍵げん式しきの声が、響いた。


    　同時に、鈍い振動と共に足元から床の感触が消える。


    　通路が崩壊したのだと、ウィルは落ちていきながら理解した。
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    「また、ここに戻ってくることになるとはね……」


    　シュタット・ノインに降りて、ポールマンは呻うめくような声を漏もらす。


    　今までは、解放軍と同じく鉄道を利用して移動していた。


    　しかし一刻を争うこの状況で、悠長に地面を走る列車は遅すぎる。ビルギッドの翼つばさ舟ぶねに乗せてもらったおかげで、半日とかからずにここまで来ることができた。


    「おい、時間がない。さっさと《エインヘリヤル》を探し出すぞ」


    　ビルギッドに促うながされ、ポールマンは頷うなずく。


    　取り出したのは、小さな〈鍵〉だった。


    「霧鍵式？　こんなところで使えるのか」


    　ビルギッドたち〈七つの鍵〉の幹部は、総そう帥すいであるシュネーから、カートリッジのようなものに貯蓄した〈霧きり〉を持たされているという。ただ、それはそれぞれの〈七つの鍵〉専用であり、ポールマンに扱えるものではなかった。


    　それでも、ポールマンは頷く。


    「さっき、ザックスと戦ったときに少しだけ〈霧〉を貯たくわえることができたんだ。一度だけなら、なんとかできると思う」


    　都市の中でジェシカが霧鍵式を使うのを見て、〈鍵〉自体に〈霧〉を込めておく方法に気付いた。起動寸前の状態で、維持させておくのだ。


    　もっとも、ポールマンの技量では大した数は貯えられないが。


    　そうして起動したのは、虫のような形をした小さな人形だった。


    「行け、《エインヘリヤル》の反応を見つけるんだ」


    〈霧きり〉は特定の振動を与えると物質化する。多種多様に存在する霧む鍵げん式しきだが、根本の仕組みはそこに起因する。


    　それゆえ、霧鍵式もそれぞれ固有の振動──波動のようなものを持っている。それは人間の指紋のように一つ一つ違うもので、振動ゆえに空気の伝でん播ぱから追いかけることができる。


    　ハイリッヒに直接触れることができたポールマンは、その波動を覚えていた。


    　ポールマンが使った霧鍵式は警官がよく使うもので、戦闘力こそ皆無だが、そうした波動を追いかけるためのものだ。


    　本来は犯罪に使われた霧鍵式の痕こん跡せきを捜す程度の性能で、とても犯人の追跡ができるほどのものではない。だが、〈霧〉すらも存在しない都市の中ならば、痕跡しうる対象は一つしかないのだ。


    　これらの霧鍵式でも、捕まえることができる。


    　ほどなくして、四方へ放った虫の一つから反応が返ってきた。


    「──見つけた！」


    「急ぐぞ」


    　ポールマンとビルギッドは駆け出す。


    　途中、小さな食堂を通りかかって、ポールマンは足を止めそうになった。


    　──あの子、タバサって言ったかな……。


    　シュネーが成り代わっていた少女がいたのだ。


    　彼女が粉々になるのを見て、ポールマンはただ狼狽うろたえることしかできなかった。


    　そんな残酷な事件が起こったというのに、その食堂は何事もなかったように看板を出して食事を出している。


    　この都市の在り方が、果たして正しいのかはわからない。


    　それでも、もうあんなふうに狼狽えているだけではいたくないのだ。


    　だから、必死で走った。


    　虫を追いかけて十数分ほどしたころだった。


    「止まって──ソルダートだ」


    　向かう先で、装甲に身を包んだ兵士の一団がいた。


    「[image: ]う回かいするぞ」


    「いや、虫の反応はあの先なんだ」


    　思えば、それは当然のことだった。


    　ハイリッヒの遺言を受けてから、すでに一日が経過しようとしている。都市で何かしらの異常が発生すれば、ソルダートが気付かないわけがないのだ。


    　集まっている兵士は、五人……いや、六人だった。


    　戦闘でもあったのか、一人は意識がないらしく、他のソルダートが抱かかえ起こそうとしている。同時に、虫の反応もその辺りだとわかった。


    　──どうする？


    　今の《エインヘリヤル》が、どんな形をしているのかはわからない。


    　ポールマンが見たハイリッヒのように霧む妖よう化かしていることも考えられるし、〈鍵〉の形に戻っていることもあり得る。


    　遠くからでは、虫がどこに反応しているのかも判別できないのだ。


    　それでも、ここで手がかりをソルダートに奪われるのだけは防がなければならない。


    「面倒だな」


    　頭を抱えるポールマンをよそに、ビルギッドは堂々と通りに踏み入り、それどころかソルダートに向かって歩いていく。


    「そこで止まれ」


    　一斉にソルダートが銃器を構えるが、眉間に傷を持つ青年は無人の野を進むように足を止めはしなかった。


    　そして──ヴヴヴヴッ──羽音のような耳みみ障ざわりな音を立て、柄えのない剣が乱舞した。


    　構えた銃器は炎を噴出することなく破壊される。


    　それでも彼らは訓練された兵士だ。


    　動揺を堪こらえて次の銃や剣を手に取るが、そのときにはビルギッドが踏み込んでいた。


    　最前列にいたソルダートの顎あごに、グローブに守られた拳が突き刺さる。


    　グラリと一人目が揺れたときには、その隣にいた兵士へと回し蹴げりが叩たたき込まれる。


    　瞬またたく間に二人が倒され、それでも残るソルダートが剣を抜いて斬りかかる。だが、それもビルギッドに届く前に柄のない剣に阻はばまれ、儚はかなく砕かれた。


    　武器を失った三人目の後頭部へ、今度は肘ひじが打ち込まれる。


    　残る二人はというと、現れては消える剣の群れが容赦なく切り刻んでいた。


    　バラバラになって転がるそれらが火花を散らしていることで、機械兵なのがわかった。


    　──凄すごい……。


    　一目で生身の兵と機械兵を見極め、総勢五名ものソルダートを打ち倒してしまった。


    　残る六人目は、最初から戦闘不能だ。


    「おい、終わったぞ」


    　ビルギッドに呼ばれて、ポールマンは自分が間抜けに口を開いていることに気付いた。


    　あまりのことに足をもつれさせながら、倒れた兵士たちの元へ駆け寄る。


    　──虫は、どこだ？


    　探してみると、ポールマンの霧む鍵げん式しきは倒れた兵士の一人に張り付いていた。最初から倒れていたソルダートだ。


    　──こいつが戦ったのか……？


    　そうなると、直接の手がかりではないということになってしまう。


    　焦しよう燥そう感かんに駆られながら兵士に触れて、ポールマンは気付いた。


    「──違う。こいつだ」


    　マスクを剝はぎ取る。


    



    「このソルダートが《エインヘリヤル》なんだ！」


    



    　その下から現れたのは、神父の顔をした男だった。


    　どうやら、機能を停止した機械兵に扮して隠されていたらしい。ソルダートたちは、仲間を回収するために来ていたのだ。


    　無事に回収できたことに胸をなで下ろしつつ、ポールマンは次の問題に気付いてしまった。


    「それで、どうすればいいんだ……？」


    　手に入れろとは言われたものの、果たして動かない大の男の人形をどうしろというのか。


    「お前、〈傀く儡ぐつ師し〉なんだろう？　なんとか干渉アクセスできないのか？」


    　他人の霧む鍵げん式しきを奪い取るというのは、相当な技量が必要とされる行為だ。ジェシカや夜よる姫ひめほどの霧む鍵げん士しならともかく、ポールマンにはかなり荷が重い。


    　──でも、そのためにここに来たんだろう？


    　意を決して、人形の頭に触れる。


    「やってみる」


    　人形の奧に存在するはずの〈鍵〉へと働きかけて、ポールマンは電流でも受けたような衝撃を感じた。


    　──なんだ、これは！　何かが、流れ込んで、来る？


    　それは、〈封書〉を読み解くという感覚に似ていたかもしれない。


    　人形の記憶が、ポールマンの中で再現されていた。


    



    　そして、彼らは自分たちが前提を間違えていたことを知る。
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    「う……っ」


    　酷ひどい頭痛がして、イスカは目を覚ました。


    「レン……？」


    　まず頭の中に浮かんだ名前は、友達であり、自分をバディと呼んでくれた少女の名前だった。


    「ウィルさん、ジェシカ？　ノイさん？」


    　周囲は薄暗く、自分以外の姿は見えなかった。


    　──誰も、いない……！


    　ブルリと身み震ぶるいをした。


    　自分が狙ねらわれているのだということは、イスカとて理解しているのだ。


    　ここに来るべきではないことも、さんざん説明された。


    　──でも、ティエラはあたしたちの国なんだよ……。


    　ヒルダもウィルも、ポー……なんとかも、　ビルギッドも、みんなティエラの外から来た人間だ。彼らが必死で戦ってくれているのに、自分だけ隠れているなどという選択肢は、イスカには選べなかった。


    　同時に、彼らに会う前の自分が無関係なら無関係で納得していただろうことを自覚して、しかしそれが特別おかしなことでもないという事実に違和感を覚えた。


    　この国は、本当は歪いびつなのだ。


    　それを変えたいと、イスカは思い始めていた。


    　──でも、ここであたしが捕まったら、結局みんなの足を引っ張っちゃう……。


    　独りではどうしたらいいかわからず、不安が込み上げる。


    　相変わらず、上からは地響きが伝わってくる。ヒルダとシュネーの戦いに、まだ決着はついていないのだ。


    　それが、まだティエラが落ちてはいないという証拠でもある。


    　ただ、それもいつまで保もつことか……。


    「ここ、どこだろう……？」


    　手探りに、そこかしこに瓦が礫れきが散らばっていることがわかった。


    　そう、床が抜けて、そこにイスカたちは呑のまれたのだ。顔を上に向ければ、まだ小さな石ころが落ちてきている。最初の崩落こそ意図的なものではあったが、地下空洞全体が脆もろくなっているらしい。


    　そして、そんな状況にありながら自分が特に怪け我がをしていないことに気付いた。少しは痛みもあるが、動けないほどではない。


    「どう、やら……無事の、ようだね……」


    　初めて自分以外の声が聞こえたことに、ヒッと息が漏もれた。


    　それは、聞き覚えのある神父のものだったのだ。


    「は、は……。そう、怯おびえなくとも、私には、もう、何も、できんさ……」


    　声は、存外に近かった。


    　暗闇の中で目を懲らして、ようやくそれを見つけた。


    「《エインヘリヤル》？」


    　神父の体は、瓦が礫れきに押し潰つぶされて半分なくなっていた。


    「なんで……。あたしを、助けたの？」


    　こんな状況で自分が無傷でいられたことを、ただの偶然で納得できるほどイスカも愚かではない。この神父は、瓦礫も避よけられぬほど鈍のろ間まではなかったはずなのだから。


    「君が、空の、鍵だから、だ……」


    「あたしはっ、そんなのにはならない！」


    　半壊した神父は、わずかに笑みを浮かべた。


    「それは、残念、だ……」


    　本当に、残念そうな声だった。


    「……なんで、そんなことわざわざ頼むの？　空の鍵っていうのがなんなのか、よくわかんないけど、あなたたちなら無理矢理あたしをそれにすることだってできたはずじゃないの？」


    　弱々しく、神父の骸むくろは首を横に振る。


    「合意が、必要なん、だよ。八千年前、君が頷うなずいてくれたから、ティエラは、今まで存在、できたのだ」


    「……っ、そんなの、五歳のときの話でしょう？」


    「そう、だな……。どんなものか、隠して、君を、[image: ]だました。噓うそも、ついた」


    　ボロボロの腕を、イスカに伸ばす。


    「君に、は……私、を、恨む、権利が、ある。それ、でも──」


    　イスカは、気付いてしまった。


    



    「お兄、ちゃん……？　《エインヘリヤル》じゃなくて、お兄ちゃん、なの？」


    



    　人形の体の向こうに、懐なつかしい温ぬくもりを感じた。


    　義体が半壊したことで制御を取り戻したのだろうか。ここで語っているのが《エインヘリヤル》ではなく、実の兄だと直感してしまったのだ。


    　神父の顔に、自じ[image: ]ちようの笑みが浮かぶ。


    「今さら、どちらでも、大差はない、だろう？」


    　イスカは首を横に振った。


    「……わかんないよ。お兄ちゃんは、何をしたかったの？」


    「ただ、救いたかった。壊れていく世界を。それを背負わなければならない、ある人を」


    「……そのためなら、世界が滅びてもいいの？」


    　──夢のためなら世界が滅びてもいい──


    　そういうようになったら、その夢はもう壊れているのだ。


    　イスカの問いかけに、神父はすぐには答えられなかった。


    「……責められる、べきなのだろう。だから、せめて、それを共に背負ってやりたかった」


    　間違っていても、その夢を共に背負いたいということらしい。


    　神父の瞳から、光が消え始めていた。


    「もう、時間が、ない。もしも、世界を救いたいと、思ってくれるなら、あの扉の、向こうに」


    　振り返ると、通路らしい空間の向こうに赤い光が見えた。


    　それは赤い宝玉だった。


    「これって──」


    　鋼鉄の門の中央に、まるで鍵穴のように宝玉が嵌はまっている。


    　夢の中で、これと同じ景色を見た。あのときは地上だったはずだが、恐らく地上が戦火に包まれたことで地下へ移動したのだろう。


    　──過ちと、長い償つぐない──


    　この向こうに何があるのか──そう聞いたイスカに、兄はそう答えたのだ。


    「……空の鍵なら、ティエラの落下も止められる？」


    　神父は、確かに頷うなずいた。


    「選んでいいのは、君、だけだ……」


    　それを最後に、神父は完全に動かなくなった。


    　──どうしたら、いいの？


    　今の《エインヘリヤル》は兄だった。


    　彼を救うために、彼に《エインヘリヤル》を止めてもらうために、ここまで来たのだ。


    　その兄が、扉の向こうへ行けという。


    　そこに、世界を救う鍵があると。


    　兄の願い。


    　暴走した《エインヘリヤル》。


    　シュネーの意図。


    　ウィルの忠告。


    　全てがグルグルと頭の中を回っていた。


    　空の鍵を手にすることが、シュネーの目的だったはずだ。


    　だが、墜おち行くティエラを救うにも、空の鍵が必要なのだ。


    　そこで命を粗そ末まつにしないと、いっしょに空の最果てへ行こうと、約束も交わした。


    　吐き気を覚えるほど悩み悩んで、とある言葉を思い出した。


    　──どうしようもないときは、笑うもんですよ──


    　出会ったばかりの、友人がくれた言葉だ。


    　痺しびれて震ふるえる指先で、口の端はをそっと吊り上げる。


    　こんなことで何かが好転するとは思えない。


    　──悔しいけど、効果あるのかも……。


    　それでも、そんなことに縋すがっている自分がなんだか間抜けで、少しだけ気分が楽になった気がした。


    　友人の顔を思い出せたから、イスカは決断することができた。


    　暗闇の中、ぼんやりと浮かぶ明かりに向かって、慎重に足を進める。


    　──冷たい……。


    　重厚な鉄の塊に、温ぬくもりは感じられない。その向こうに何があるかなど知る由よしもないはずなのに、そこに生きた人間はいないと確信できた。


    「──あたしに、できること」


    　イスカは、冷たい宝玉にそっと手を伸ばした。


    　ガコンと一度小さな音を響かせ、門は静かに開いていった。


    　隙すき間まからまばゆい光が[image: ]あふれ、思わず顔を覆おおう。


    　そして──


    



    　イスカの絶叫が、冷たい回廊に響いた。
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    　──十二年前──


    



    　──


    　────


    　──────


    　──〈空の鍵〉消失を確認──


    　──極めて危機的な状況と認識──


    　──《エインヘリヤル》の起動を要請──


    



    　最初の記憶は、それだった。


    《エインヘリヤル》とは本来、〈霧きり〉の活動を制御する極小の〈鍵〉を指す名前だ。同じ〈七つの鍵〉の一つである《ビフレスト》や《フィンブル》と同じ系統の霧む鍵げん式しきだ。


    　その二つと異なるのは、それが人体へ投与することを前提に設計されている点だろう。


    　これは毒物である〈霧〉を吸収分解するための、一種の抗体なのだ。そんな《エインヘリヤル》に求められた〝形〟とは、生きた細胞──人が〈霧〉を克服するための人工細胞だった。


    　その人工細胞は、ある男の遺伝子を取り込むことで、生命に近い法則性を持つことに成功していた。


    　それが、ティエラの番人として配備された《エインヘリヤル》の正体であり、同時にティエラを支える機械を支配する演算装置の骨格でもあった。


    　目覚めと同時に、大量のデータが送り込まれてくる。ティエラの支配者であり、《エインヘリヤル》を使役する男の記憶だった。彼は人工細胞と一体化することで、その記憶と自我を細胞内に残しているのだ。


    　それらを解析しながら、王がティエラの人ひと柱ばしらとなってから八千年もの月日が経過していることを知る。すでに王の自我は消失寸前であり、《エインヘリヤル》に対し十全な指示を与えることが困難な状態であることも。


    　王の記憶に基づき、《エインヘリヤル》は王の分身として独自の判断を求められていた。


    　データの転送が完了し、ようやく〝彼〟は身を起こす。


    　確かめるように、手足を動かしてみた。


    　義体は、在りし日の王に似せて創られていた。機械の骨格に霧む鍵げん式しきの肉を被かぶせたもので、よほど優れた霧む鍵げん士しでも人間との違いは見いだせないだろう。それでいて、性能は人間を遙はるかに圧倒している。


    　任務遂行にあたり、これ以上の機体は望みようのないほどのものだ。


    《エインヘリヤル》に与えられた任務は二つあった。


    



    　一つ。〈空の鍵〉の交換、あるいは回収。


    　二つ。〈空の鍵〉再起動までの間、ティエラの〈霧きり〉化を防ぐ。


    



    　すぐさまシュタット・ヌルに配備された零ゼロ番機を操作し、調査を開始する。


    　そして調査するまでもなく、一つ目の任務が半なかば遂行不能であることを確認した。


    　シュタット・ヌルが壊滅していたのだ。


    　特に〈空の鍵〉に関する施設は徹底的に破壊されており、生産プラントは疎おろか交換部品に至るまで完かん膚ぷなきまでに焼失していた。


    　シュタット・ヌルの壊滅は、同時にソルダートへの指揮能力の喪失も意味していた。


    　各都市のソルダートと通信を取ることができない。手段として、直接《エインヘリヤル》を接触させる方法を採ったが、恐ろしく非効率だった。


    　ここで《エインヘリヤル》はシュタット・ヌル、及び〈空の鍵〉破壊の犯人に大きく後おくれを取ってしまった。親衛隊の生き残りが、独自の判断で犯人を追跡していたというのに、彼と連携を取ることができなかったのだ。


    　それでも、《エインヘリヤル》は犯人に追いつくことができた。


    　シュタット・ノインにて、《エインヘリヤル》九番機が接触に成功したのだ。


    　犯人は、都市一つを消したとは思えぬ、幼くも可か憐れんな少女だった。


    　粛しゆく清せいするべきだと判断した。幼くとも、この少女の罪はあまりに重い。死を以もつて償つぐなうべきだと、王の記憶から判断した。


    



    《エインヘリヤル》は少女に挑み──そして、完かん膚ぷなきまでに敗れた。


    



    　絶望を与えるため、〈空の鍵〉がいかなるものなのか、その片へん鱗りんを語った瞬間、少女の顔から笑みが消えたのだ。


    　それから始まったのは、ただ一方的な蹂じゆう躙りんだった。


    　人間を遙はるかに凌りよう駕がするはずの機体を持ちながら、触れることすらできなかった。少女の姿をしたそれは、たかが人間を凌駕する程度では届くはずもない頂いただきだったのだ。


    　いかに王の記憶を与えられていようとも、《エインヘリヤル》はものを思わぬ機械だ。


    　その機械のはずの自分が〝恐怖〟というものを感じた。


    　初めて抱いた、感情だった。


    　悲鳴を上げて逃げ出し、追い詰められ、屈服し、最後には泣いて許しを乞こうた。


    　あまりの見苦しさに、少女も呆あきれ果てて見逃してくれた。


    　それから、少女よりさらに幼い娘に会わせてくれた。


    　泣きそうな顔をした、見たところ五歳かそこらの幼女は《エインヘリヤル》が探していた〈空の鍵〉そのものだった。か細く、非力で、ほんの少し力を入れて握るだけで壊れてしまいそうな、そんな存在だった。


    　にも拘かかわらず、〈空の鍵〉は《エインヘリヤル》を慰なぐさめようとした。


    　もう、怖いことはないのだと、顔に触れてくれたのだ。


    　王の記憶にある、この娘と同じ顔をした幼女の笑顔が重なった。それまでただの情報でしかなかった記憶に〝愛いとしさ〟という感情を覚えてしまった。


    　わからなくなった。


    　果たして、自分の任務は正しいのだろうか？


    　自分の妹を道具として、人ひと柱ばしらとして、ひたすら犠牲にし続けてきた行為は正しいのか？


    　最優先任務である〈空の鍵〉の回収──それは可能だとわかった。


    　だが、それを拒絶しようとしている自分に気付いた。


    　抗あらがいたいと、願った。


    《エインヘリヤル》は王の記憶から複製された擬人格を与えられたが、王そのものではない。


    　特大の恐怖と、その対極にある安らぎ。ほぼ同時に与えられた二つの感情に、人形でしかなかったそれに〝自我〟というものが芽生えた瞬間だった。


    　王からの命令コードは、アルコールを摂取することで緩和できることがわかった。


    　周囲の人間の態度から〝酔っ払い〟という振るまいを学び、四六時中アルコールを摂取することでついに完全に脱することに成功した。


    《エインヘリヤル》は、王から離反したのだ。


    　シュタット・ヌルが壊滅した今、王の強制力は微び々びたるものだった。


    　しかし、このままでは遠からずティエラは壊滅する。


    　いかに〈霧きり〉が稀き薄はくとはいえ、〈空の鍵〉を失っては──《滅びの詠》が止んでしまっては、ティエラの〈霧〉化を止めることができないのだ。


    　これでは〝妹〟を守れない。


    　王の記憶を検索するうちに、一つの可能性を見つけた。


    　──《ミストルティン》──


    〈七つの鍵〉の中でも、霧喰ぐいという機能に特化した霧む鍵げん式しきだ。暴走した《フェンリル》とは異なり、人の手で制御することができる。


    　調べてみれば《ミストルティン》は現存していた。遠く南東の空──リューゼンで〈七つの鍵〉の創立メンバーの子孫が管理しているというのだ。


    　これでティエラを覆おおうことができれば、〈霧〉化を止められる。


    　だが、総勢十機の《エインヘリヤル》を全て導入しても、実現が難しいとわかる。ティエラ王の分身である彼は、王を超えられない。王にできないことは、自分にもできないのだ。


    《エインヘリヤル》が起動してから、一年が経っていた。


    　悩んでいるとき、彼は一人の娘と出会った。


    　王の記憶に、彼女とよく似た娘の顔があった。王と共に世界を滅ぼした主犯の一人であり、現在〈七つの鍵〉の総そう帥すいでもある少女だ。


    　王はシュネーを妹と同じほど大切に想っていた。それゆえ、彼女の血族を密ひそかにティエラで保護してきたのだ。


    　俄が然ぜん、興味が湧わいた。


    　娘の名は、アルトと言った。


    　シュネーとは異なり、明るく、見ているだけでこちらまで楽しくなれるような娘だった。


    　それは、人間でいうところの〝恋〟だったのかもしれない。


    　名前が必要になって〝ハイリッヒ〟と名乗った。災害に関する、そんな名前の法則があるのだ。自分というエラーを皮肉ったつもりだった。


    　〝ハイリッヒ〟は、ペラペラと彼女が知らないだろう、外の世界について語った。関心を持ってほしかった。羨せん望ぼうされるのが、心地好よかった。


    　そして、あろうことかソルダートの施設を使って、かつて存在した〝空〟というものを見せてしまった。


    　アルトは、空に魅せられた。


    　ハイリッヒも、彼女といっしょに本物の空が見たいと思った。


    　口説いた。


    　ものを思わぬ鉄と霧む鍵げん式しきの合成物でしかないはずの自分に、許されざる行為のはずだった。


    　だが、確信してしまったのだ。


    　アルトなら、たくさんの人間を惹ひきつけることができる。自分が持っていない可能性というものを持っている。


    　彼女なら、《ミストルティン》を使ってティエラを救えるかもしれない。


    　ミストルティン・プロジェクトという、大風呂敷を広げた。


    　たくさんの、優秀な人間が集まってくれた。王の代行者という肩書きを与えられたアルトは、明らかに王以上の働きを見せてくれたのだ。


    　充実した日々だった。


    　これならば、ティエラも〝妹〟も救うことができる。


    　ただ一つの悩みは、アルトが自分に想いを寄せてしまったことだった。もちろん、自分だって彼女が愛いとしいが、自分は人間ですらない。彼女を裏切っていると思った。


    　それでも一年の月日が流れ、ついに《ミストルティン》の繁殖を目前にしたころだった。


    　ハイリッヒは、自分が《エインヘリヤル》であることを思い知らされた。


    　──シュネー──


    　彼女に、見つかってしまったのだ。


    　ひと目で、自分が王の意思から離れていることを見抜かれた。


    　恐ろしかったが、不思議なことに彼女は計画の邪魔をしようとはしなかった。それどころか、むしろ協力的でさえあった。


    　不気味に感じつつも、蒼そう界かいから《ミストルティン》が運ばれることになる。


    　それを受け取るため、《エインヘリヤル》の一機とアルト、それに研究員の何人かが向かうことになる。念を入れて、ソルダートの一個中隊も随行させて。


    　飛行船の中で、事件は起こった。


    　ティエラに《ミストルティン》を渡すことをよしとしない者たちが、反乱を起こしたのだ。そして、どういうわけかそれを防ぐ役を担っていたはずの〝ある男〟が姿を消している。


    　裏切りに気付いたときには、アルトが倒れていた。


    　銃弾は心臓を貫つらぬいており、致命傷なのがわかってしまった。


    　ハイリッヒは、救いを懇願した。


    　よりによって、シュネーに向かって。


    　──やってあげてもいいけど、一つ条件があるわ──


    　二度とアルトに会うなというものだった。


    　それでも構わないと思った。


    　だが、シュネーの目的はそのあとにあった。


    



    　──どうしても会いたくなったら、あんたの機能を全部、王に返上なさい──


    



    　それはつまり、《エインヘリヤル》の初期化──完全にティエラ王の指揮下に戻るということだった。


    　同時に、自分がそうしなければならない状況に追い詰められるのだろうと確信した。


    　いつの日か、自分はアルトに会わなければならないことになり、消去されるのだ。


    　そして、機械である自分に、それに抗あらがう術すべはない。


    　さらに十年の月日が流れ、そのときは来た。


    　蘇生されたアルトはいつの間にか正気をなくして、ティエラを滅ぼすために働き始めていた。それも〝妹〟を犠牲にする方法で。


    　彼女と〝妹〟を救わなければならない。


    　だが、顔を合わせるわけにはいかない。その時点で、自分の敗北が決定してしまうのだから。


    　そんなとき、ティエラに迷い込んできたのは異国の〈渡り鳥〉だった。


    　しかも彼らは〝妹〟と関わり、さらには守ろうとしてくれた。


    《エインヘリヤル》にとっては、唯一とも言える希望だった。


    〈封書〉という手段で、アルトに全てを伝える。それで、彼女は止まるだろう。酷ひどく、傷つくことになるだろうとも。


    　だが、それすらもシュネーの出した条件からは逃のがれられなかった。


    《エインヘリヤル》はアルトに会ってしまったことになり、初期化が始まってしまう。


    　よりによって、アルトを自分の手で殺させられたのだ。その絶望も大きかった。結局、ハイリッヒはアルトの人生を狂わせることしかできなかった。


    　それでも、ハイリッヒとアルトがここにいたのだと、夢を見て、生きたのだという証あかしが欲しかった。


    　だから〝これ〟を残すことにした。


    　ハイリッヒが見つけた希望のために。


    



    　ティエラ王がハイリッヒなのではない。


    　ティエラ王に背いた《エインヘリヤル》が、ハイリッヒなのだ。


    　それが、真実だった。

  


  
    第四便　囚とらはる小鳥は滅びの詠うたを囀さえずり


    



    　ぼんやりとした意識の中で、イスカは自分の体が動かないことに気付いた。


    　──ええっと、何が起こったんだっけ……？


    　赤い宝玉の嵌はまった扉に触れると、それは自然と開いていった。


    　中には、古びて動かなくなった男の人形と、それほど古くはないティーカップがあった。そこにミルクが残っていたことから、シュネーあたりが訪れたのだろうと思った。


    　男の人形は兄の面影を残していて、しかしそれを見取るのも難しいほど朽くちていて、それでいて人形と呼ぶにはあまりに生々しい皮ひ膚ふをしていた。


    　そう、生きた人間の皮膚をそのまま貼り付けたように。あるいは生きた人間の中身を機械に造り替えたかのように。


    　思わずそれに見入っていて────


    　──それから？　どうなったんだっけ……？


    　何かが体に巻き付いてきて、狭いどこかに引きずり込まれて、そこで記憶がぷっつりと途絶えていた。


    　イスカは、棺ひつぎのような容器に閉じ込められていた。


    　体の至る所に機械の管が繫つなげられ、衣服も剝はぎ取られてしまっている。わずかに上半身だけがさらけ出されたその姿は、悪趣味な彫刻のようでもあった。


    　──ああ、そうだ。歌わなきゃ……。


    　それがいかなる詠うたなのか。


    　歌うことで何がもたらされるのか。


    　そして、誰たがために歌うのか。


    　イスカはそれを知らないが、詠自体は知っていた。


    　〝外〟に出してもらえるまでは、イスカもこの詠を歌い続けていたのだから。


    　だから、思い出すだけでよかった。


    　すでに人ですらない機械に命じられ、静かに唇くちびるを開く。


    　──本当に、それでいいの？


    　ふと、思い留まる。


    　すでに自分がどういった状態にあるのかも認識できぬ状態で、それでもこれから自分がしようとしていることがとてつもない災さい厄やくに繫つながるのではないかと予感する。


    　──駄目だ。歌っちゃ！


    　きっと、それはイスカの大切な人々に不幸を与える。


    　だが、少女の意思に反して、その唇から吐息が漏もれた。


    　声帯が震ふるえ、弦楽器のような音色が響き始める。


    　扉に触れてしまった時点で、イスカは同意してしまったのだ。


    　籠かごに囚とらわれた小鳥は《滅びの詠うた》を歌う。


    　そこに、少女の意思など意味を持たなかった。
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    「なっ──」


    　驚きよう愕がくの声を漏もらしたのは、ヒルダだった。


    　古書を開いた瞬間、紡つむいでいた霧む鍵げん式しきが、忽こつ然ぜんと消失したのだ。


    　周囲を飛び交っていた〈ヴァルキュリア〉のナイフもだ。


    　それだけでなく、撃ち合っていた《ロキ》も姿を消している。大地を融解させる炎でさえも、そこからヒルダを守っていた〈ヴァラルスキャルブ〉も、全てがだ。


    　残されたのは、息も詰まるような煉れん獄ごくの残火と、二人の少女だけだ。


    「キャハハハハハハッ！　時間切れよ、ヒルダ」


    　幼い声で、シュネーが笑う。


    「ほら、聞こえない？　詠よ」


    　その詠に、詞は載せられてはいなかった。


    　吐息のままに声帯を震わせるような、そんな音色だ。旋律と呼べるほど明確な強弱もない。


    　ただ、それはヒルダがよく知る声だった。


    「イスカ……」


    　愕がく然ぜんとして、その名前を呟つぶやく。


    　堪こらえきれないように、シュネーが噴ふき出す。


    「キャハハッ、正解よぉ？　あんたの可愛かわいいイスカが歌ってるのよ」


    　ギリッと、手を握り締める。


    　シュネーは、懐なつかしそうに音色に聴き入る。


    　真っ白な日ひ傘がさを、まるで指揮棒のように振りながら。


    「覚えてるかしら？　あんたが初めてこの国に来たときも、この詠は流れていたわよね。ティエラの住民は、常にこの詠を聴きながら生きていた。……十二年前、あんたが全部ぶっ壊すまではね」


    　そう。全てはヒルダが破壊したのだ。


    　そもそも、なぜヒルダがわざわざ見も知らぬ子供を保護し、大陸中を連れ回ったのか。


    　ヒルダは知ってしまったのだ。


    　この詠を、幼い娘が歌っているのを。


    　この詠の正体が、なんであるのかを。


    



    「──《滅びの詠うた》──」


    



    　終末を告げる、ギャラルホルンの笛の音だ。


    　笑みを堪こらえきれないように口元を覆おおって、シュネーが語る。


    「〈七つの鍵〉が霧む鍵げん式しきの祖なのはね、〈霧きり〉を固体化させる振動が、七種類しか存在しないからなの。でもね、実はそれ単体では作用しない、だけど〈霧〉に影響力を持つ副振動のようなものが五つ存在する。それだけじゃ足りないから、八番目が必要だったのよね」


    　ニイッと、目を細める。


    「七つの振動と、五つの副振動。これって、何かに似てるわよねえ？」


    　そう言って、滅びた街に響く歌声に耳を傾ける。


    　なぜ永遠機関が八番目と呼ばれたのか。


    　同じように、なぜジェシカもその候補に挙がったのか。


    　なぜ、今になって〈七つの鍵〉がティエラを墜おとそうとするのか。


    　そして、そもそも、レーゲル・ヴォルトがなぜ絶対の言語なのか。


    　全ての糸は、一つに繫つながっているのだ。


    　ゾクゾクと身を震ふるわせて、シュネーがこう告げた。


    



    「七つの音階と五つの半音によって紡つむがれる〈霧〉のマスターコード──それが絶対言語レーゲル・ヴオルトよ」


    



    　音というものは、七つの音階と五つの半音から成るのだ。


    「ただ、理屈は解明できても、人間には絶対言語レーゲル・ヴオルトは扱いきれなかった。〈霧〉がもっとも強く反応するのは人間の声帯なのに、人間じゃ〈霧〉の反動に耐えられない。さらには人の声を世界中に響かせることはできない」


    　だから、八千年もかけてまだ〈七つの鍵〉は雲うん界かいを滅ぼしきれないでいるのだ。


    「〈七つの鍵〉はね、絶対言語レーゲル・ヴオルトの増幅器なのよ。だから私たちはもっとも効果的な位置を探り出して、雲界へ設置していった。……こんな作業に、まさか八千年もかかるとは思わなかったけれどね」


    　オリジナルの〈七つの鍵〉は、失われたのではない。


    　シュネーがいう〝最適〟の位置を見出だし、設置されただけなのだ。


    　だから、レプリカは間に合わせ程度でよかった。


    　シュネーが何度も世界を滅ぼす必要があったのは、その位置が最適ではなかったから。


    　その都度、やはり《滅びの詠》が響いて、ティエラと同じような大陸が雲界へと墜とされてきたのだ。


    「方法は正しい。でも誤算だったのは、空の鍵だけじゃ出力が足りないってこと」


    　そして、舐なめるようにヒルダを見つめる。


    



    「〈七つの鍵〉は、レプリカも含めてすでに雲うん界かいの要所へと打ち込んだわ。空の鍵とあんたの永遠機関──二つの《ギャラルホルン》が[image: ]そろえば、今度こそ雲界を破壊できる」


    



    　その準備が整ったから、シュネーはティエラを墜おとすのだ。


    　そこに、必ずヒルダが来ることがわかっていたから。


    　誘おびき出されたのは、ヒルダの方だったのだ。


    「イスカはもうただの部品になったわ。あとはあんたが《ギャラルホルン》を渡してくれれば、それでお終しまい」


    　ここに来て、追い詰められたのだ。


    　それでも、ヒルダは首を横に振った。


    「イスカは、まだ生きてるのです。詠うたが続いているのなら、救うことはできる」


    「はっ、あんたのおもちゃたちに助けられると思ってんの？　不完全とはいえ、絶対言語レーゲル・ヴオルトを歌ってるんだから、手遅れよ」


    「それは、小しよう妹まいにもわからないのです。でも、イスカも、あの者たちも、そしてそなたが壊した者たちも、そなたとは違うのです」


    　血の色の瞳には、微み塵じんも絶望は浮かんでいなかった。


    「世界が滅びるべきかどうか──それを決めていいのは、今を生きる者だけなのです」


    　シュネーが鼻で笑う。


    「何よ。それって結局、人任せなだけでしょ？」


    「古い時代の人間が、今の人間に関わるべきではないと言っているのです。そなたも、小妹もです」


    「ふぅん？　それで？　私に奪われるだけのあんたは、ここでどうするつもり？」


    　幼い少女の顔に苛か烈れつな笑みを浮かべて、ヒルダはこう言った。


    



    「──ヴィンゲン家の人間は常に命を懸かける──無理矢理歌わされる小鳥の囀さえずりで、小妹の詠は妨げられないのです」


    



    　古書を開き、ヒルダは静かな声こわ音ねで口を開いた。


    



    『──此にひもとくは神罰の雷（rɔ[image: ]ke mju[image: ]gwest eɵd ʌsmeɵ iernʒʌd,）──其は《神鳴る鉄[image: ]》なり──（ki[image: ]m eɵd ɔutɵ 《mjolnər》）』


    



    　命を対価に、一度だけ奇跡を起こすことができる絶対言語レーゲル・ヴオルトの旋律。


    　それが、廃はい墟きよに響く《滅びの詠うた》を呑のみ込んで広がっていく。


    　ヒルダの歌声に応えるように、古書が独りでにページを開いていく。


    　そして、天空に光の環わが広がった。


    　一つではない。何重にも連なる円環だ。その一つ一つに、呪じゆ文もんのような微細な紋様が刻まれている。


    「……そう。それが、あんたの答えなわけね？」


    　手の中で、クルリと焔ほのおの槍やりを回す。


    　術が完成するまで、術者は歌い続けなければならない。まったくの無防備だ。


    　そして、それをシュネーが黙って見ている理由もない。《フィンブル》により時間の止まった霧む鍵げん式しきは、〈霧きり〉を消滅させる《滅びの詠》の領域に在ってなお力を振るうことができた。


    「バイバイ、私のヒルダ」


    　真っ白な手から、[image: ]しやく熱ねつの槍が解き放たれる。


    



    『──高らかに空を射貫け、打ち砕く者は千里を駆ける──（gauɵt eɵd ə[image: ]rkʌnt ɔ[image: ]rʌɵ,　ainehʌt ərɵ iernʒʌd）』


    『──此にひもとくは神々の砦（rɔ[image: ]ke mju[image: ]gwest eɵd ilvaisəsb ɔul,）──其は《不落の城塞》なり──（ki[image: ]m eɵd tʒait 《valalɵkaelb》）』


    



    　ヒルダを直撃した槍は、その身を貫つらぬくこと敵かなわず弾かれる。


    「っ──絶対言語レーゲル・ヴオルトの二重奏！」


    　あり得ないというように、シュネーが目を見開く。


    　ヒルダの手には、汎用型絶対言語レーゲル・ヴオルトとも呼ぶべき古書──永遠機関がある。


    　過去と現在、二つの旋律が二重の奇跡を可能とさせていた。


    　空の円環は天球儀のように解ほぐれ、立体の魔方陣を紡つむいでいく。


    　そしてヒルダの体は光の壁が守っている。


    　──届いていますか、小しよう妹まいの詠は。


    　そうしてヒルダが想うのは、もう一人の絶対言語レーゲル・ヴオルトの歌い手だった。


    　──小妹にはこんな答えしか出せませんでしたが、そなたの前にはまだ可能性が広がっているのです。


    　半人半はん妖ようという、奇跡のような調和から生み出された少女がいた。


    　確かに、絶対言語レーゲル・ヴオルトは絶大な力を誇る。


    　一切の霧鍵式を凌りよう駕がし、世界すらも滅ぼす暴力だ。


    　だが、少女たちが命を懸かけて歌うこの詠は、この詞は、きっとそれだけの存在ではないはずなのだ。


    　──だからせめて、そんな希望を摑つかむ可能性を、未来を繫つなげるのです。


    　シュネーの額ひたいに、初めて汗が滲にじんだ。


    「……やるじゃない、ヒルダ。あんたが術を完成させるのが先か、私があんたを殺しきるのが先か、そういうことね？」


    　そう言って、《不落の城塞ヴアラルスキヤルブ》の障しよう壁へきへと手を伸ばす。


    《レーヴァティン》の一撃にも耐えた障壁が、ミシイッと軋きしんだ。


    　永い永い、少女たちの戦いに、ついに決着が迫っていた。


    



    
      [image: ]

    


    



    「──なんだって言うんだよ、これは……」


    　吐き捨てるように、ウィルは言った。


    　そこは、地下空洞のかなりの下層だった。


    　イスカの姿は、ない。


    　通路が崩壊したとき、神父姿の男が連れ去るのが見えた。


    　落下するだけのウィルたちを救ったのは、レンの黒こく狼ろうだった。黒狼に摑つかまり、墜おちてくる瓦が礫れきを避よけながら、なんとか最下層へ避難したところ、見つけてしまったのがこの部屋だった。


    　そこには、たくさんの棺ひつぎが転がっていた。


    　たくさん、どころではない。数え切れないほどの数だ。それこそ、千に届くほどかもしれない。見渡す限りが棺で埋め尽くされている。


    　棺……とは表現したものの、それらはガラス張りの容器で、中には干からびた骸むくろが納められている。


    　ジェシカが、吐き気を堪こらえられないように膝ひざをつく。


    「お、おい、大丈夫か？」


    　ジェシカを支えたのはノイだった。本来、それはウィルがしなければならないことのはずなのに、彼は目の前の光景から目を逸そらせなかった。レンも、同じだった。


    　わかってしまったのだ。


    「……理解できない。なんで、こんなことを」


    　嫌悪、恐怖、怒り、慟どう哭こく、様々な感情を入り混じらせて、ジェシカが呻うめく。


    　レンに至っては、あの太陽のような笑顔は見る影もなく無表情になっていた。


    　ウィル自身も、喚わめき散らしてそこら中のものを壊してしまいそうだった。


    　あるいは、十年前にヒルダもこの光景を見たのかもしれない。


    「貴様ら、どうしたというのだ？　この墓場が、なんだというのだ？」


    　白骨化しているものがほとんどだが、そのうちのいくつかはミイラのようになっている。それがまだ、少女と呼べるほど若いものだと、素人の目にもわかってしまう。


    　そこに、見覚えのある面影を見つけてしまったのだ。


    



    「これはね、使い終わった空の鍵なのだよ」


    



    　答えたのは、神父の声だった。


    　いつの間にか、棺ひつぎの一つに腰を下ろしていた。


    「……おい。そこから、降りろよ」


    　ウィルの声が届いているのか、いないのか、神父は続ける。


    「八千年という時間、この大陸を守ってきたのは、都市の外壁じゃあないんだ。イスカたちが歌う《滅びの詠うた》なんだよ。こいつが、都市の〈霧きり〉化を防いでいた」


    　そう。ここに散らばる棺に納められた少女たちは、全てイスカの面影を持っているのだ。


    　ノイにもわかってしまったのだろう。震ふるえる声を漏もらす。


    「何を、言っているんだ……？」


    　その反応に気をよくしたように、神父は陽気とさえ言える声で語る。


    「旋律のみとはいえ、絶対言語レーゲル・ヴオルトは絶対言語レーゲル・ヴオルトだ。いくら機械で支えようとも、八千年は保もたない。歌い手は、あくまで人間である必要があるものでね。そこで、こういった手段を用いた」


    　それから、わずかに疲れたようなため息を漏らす。


    「ただ、そのシステムを支えているのは私であり、《エインヘリヤル》なのだよ。となると、空の鍵も私に近い遺伝子を持った人間──まあ、つまり肉親であることが要求される。……当時はもう、イスカしか残っていなかったんだ」


    　大おお仰ぎように、神父が両腕を広げた。


    



    「今のイスカは九百八十三……いや四号だったかな？　旧世界の技術で複製したものだよ」


    



    　それが、ヒルダとビルギッドがどうしても口にできなかった、告げるわけにはいかなかった真相だった。


    　ドンッと、銃声が響いた。


    　笑みを浮かべたまま、神父が後ろに倒れていった。


    「──そこから、降りろと言ったんだ」


    　ウィルだった。


    　銃じゆう機き槍そうに残る弾丸は二発。ヒルダの弾丸は基本的に使うつもりはない。実質、今のが最後の一発だった。


    　それでも、ウィルは撃たずにはいられなかった。


    　棺から撃ち落とされた神父は、まだ笑っていた。


    「そう、怒るなよ。まだ、話の途中だ」


    　銃弾程度では、この神父は死んでくれないらしい。


    「十二年前は、本当に目の前が真っ暗になったよ。よほどこのシステムがお気に召さなかったらしい。あの魔女が、何もかもを壊してくれたからね」


    　今さらながら、ヒルダがここまで王都を破壊した理由を理解した。


    　当然だ。


    　こんな狂気じみた景色を見て、平然としていられるわけがない。イスカを守るには、ここの全てを破壊する必要があったのだ。


    　残り一発になった銃じゆう機き槍そうを、ウィルは真っ直すぐ構えた。


    「レン、ジェシカたちを連れてイスカを助けに行け。俺は、こいつをぶっ壊す」


    「わかったで──あぐぅ……っ」


    　突然、レンが胸を押さえて倒れた。


    「レン！」


    　それを慌ててジェシカが支え、見る見る顔を青ざめさせる。


    　まるで消え始めるように、レンの体にノイズのようなものが走っていた。


    　神父が心地好よさそうに、耳に手を当てる。


    「聞こえないかね？　よい歌声だ」


    　いつの間にか、詠うたが響いていた。


    　詞のない、悲しげな音色の詠だ。


    　イスカが歌っているのだと、わかった。


    「……てめえ」


    　神父は、その顔が見たかったというように手を叩たたく。


    



    「最後の鍵は還かえってきた。イスカは、自分から空の鍵になってくれたよ」


    



    　神父の言葉を聞き終える前に、ウィルは飛び出していた。


    　それを予想していたように神父は銃を構えるが──


    　その腕が、宙に舞った。


    「ぐぅ──やる！」


    　躊ちゆう躇ちよ……いや、容赦の気持ちは微み塵じんもなかった。


    　これは人の形をしてはいるが、ハイリッヒという仲間の姿をしてはいるが、許されてはならない悪魔だ。


    　そのまま首を落とそうと銃機槍を振るうが、それを別の拳銃が受け止める。


    　──二体目の《エインヘリヤル》？


    　そう考えて、自分の思い違いに気付いた。


    　ウィルたちを取り囲むように、四人もの神父の姿があった。


    　神父の技量は、わずかにウィルには及ばない。ザックスほどの実力があれば、苦戦は強いられるだろうが倒せないほどではない。数日前、ザックスの足止めにしたハイリッヒも、きっと死んでいたのだろうと気付く。


    　──だが、それが四体。


    　彼らが一つの意思を共有していることは確かめるまでもない。


    　果たして完かん璧ぺきに連携できる、自分より少し弱い程度の敵が四体だ。


    　それは、あるいはシュネーよりも厄やつ介かいかもしれない相手だった。


    「ジェシカ！　レンを連れて上に行け。こいつらは俺がやる」


    「……無理」


    　レンを支えるジェシカは、今にも泣きそうなほど狼狽うろたえた顔をしていた。


    「駄目なの。この詠うたは、霧む鍵げん式しきを殺す」


    　そう言うジェシカ自身も、胸を押さえて苦しげな呼吸を漏もらしている。


    「ははは、《滅びの詠》だと言ったろう？　〈霧きり〉に依存する全ては死に絶えるのさ」


    　ジェシカの手からはほのかに青白い粒子が[image: ]こぼれている。なんとかレンの存在を維持しようとしているのだとわかるが、ジェシカ本人も《滅びの詠》の侵食からは免まぬかれない。


    　こうしている瞬間も、命を削られているのだ。


    「だ、だったらなんでお前は平気なんだよ！」


    《エインヘリヤル》とて、霧鍵式なのだ。同じ〈七つの鍵〉の一つである《フェンリル》でさえ[image: ]まれるというのなら、この男が動けるわけがない。


    　神父は、切断された腕を突き出す。


    「この機体はオリジナルの《エインヘリヤル》であるのと同時に、オリジナルのソルダートでもあるのでね」


    　バチバチと放電するそれは、機械仕掛けの腕だった。


    　──機械兵の、骨格か。


    　霧鍵式と機械の複合体であるから、〈霧〉のないこの国で活動できていたのだろう。


    　いや、霧鍵式としての機能など外側を取り繕つくろう程度のものなのだ。そうでなければ、ジェシカが真っ先に看破していたはずだ。


    　一刻も早く、イスカの詠を止めなければならない。


    　レンやジェシカだけでなく、この詠は口にするだけでイスカの命も削っている。


    　だというのに、そこに立ちはだかる壁はあまりに大きかった。


    　そして、たった一人だけになった敵を放っておくほど、神父も寛容ではなかった。


    　四方から、同時に神父が駆ける。


    　正面から迫る片腕の銃火を身を逸そらして避よけ、それを予測していたように駆け込んでくる左側の一機の銃を、銃じゆう機き槍そうでなんとか受ける。


    　完全に動きの止まってしまったウィルに、右側からさらに一体回り込んで拳銃を突き出す。


    「邪魔、すんなよ！」


    　膝ひざを曲げ、上体を下げてから回し蹴げり気味に右足を振り上げる。


    　ゴリッと三体目の神父の顎あごを蹴り抜くが、そこで限界だった。


    　背後から迫る四体目に対して、ウィルはまったく無防備な姿を晒さらしてしまう。


    　──避よけられない！


    　身を強こわ張ばらせたときだった。


    「なんとっ──」


    　勝利を目前にした神父が、とつぜん飛び退のいた。


    「……素早いな」


    　赤い剣を手に、ノイが立っていた。


    「ノイ、あんた……」


    「……こんな胸くその悪い気持ちになったのは、初めてだ」


    　そう言って、ウィルと背中合わせに剣を構える。


    「王だか《エインヘリヤル》だか知らんが、こいつらは生きているべきではない」


    　アルトとハイリッヒ──共に空を夢見て、惹ひかれ合った二人がいた。


    　そんな彼らと同じ顔をした別の二人が、今ここで敵対者として剣を向け合っている。


    　理不尽だと嘆くべきことなのだろうが、背中を守ってくれる白い娘の存在が、今は無性に心強く感じられた。


    　ただ、その声が強がりであることは、ウィルにも伝わった。


    　ノイの腕はそう悪いものではないが、神父にはとうてい及ばない。今の一撃も、不意打ちだから通じただけだ。


    　ガラガラと、頭上から瓦が礫れきが降ってくる。地面も小刻みに揺れていて、この大空洞の存在自体が危あやうくなっているのがわかった。


    　さらに、状況は悪化の一いつ途とを[image: ]たどる。


    



    『──此にひもとくは神罰の雷（rɔ[image: ]ke mju[image: ]gwest eɵd ʌsmeɵ iernʒʌd,）──其は《神鳴る鉄[image: ]》なり──（ki[image: ]m eɵd ɔutɵ 《mjolnər》）』


    



    　イスカのそれとも、ジェシカでもない、歌声が響いた。


    「この声……ヒルダ？」


    　その名前を口に出して、気付いてしまった。


    　──この声、永遠機関じゃない。ヒルダの、肉声だ！


    　夜色の少女が、命を[image: ]とした詠うたを歌っている。


    　この詠うたを歌ってしまった以上、勝っても、負けても、ヒルダの命はない。


    　そして、ティエラの落下も止まらない。


    



    　全てが、壊れ始めていた。


    



    
      [image: ]

    


    



    「──そんなことは、許さない！」


    　叫んだのは、ポールマンだった。


    《エインヘリヤル》にリンクして、彼は全てを見た。


    　今、シュタット・ヌルで何が起こっているのかも含めて、全てをだ。


    「おい、どうした？　何が見えた？」


    　困惑の声を漏もらすビルギッドに答える余裕はなかった。


    「こいつは、僕だ。間違って、それでもやり直そうと足あ搔がいて、失敗ばかりした僕だ」


    　ハイリッヒは己おのれを善と信じて、それが恐怖と共に打ち砕かれ、情けを知って贖しよく罪ざいを望んだ。


    　その軌跡は、ここに来るまでのポールマンをそのまま準なぞらえているのだ。


    　──無駄になんか、させない。


    　ティエラ王も、シュネーでさえも、まだ気付いてはいない。


    　ここに、ハイリッヒという男が残した希望が残っていることに。


    「手伝ってくれビルギッド。僕たちにしか、できないことだ」


    「……ぶんどるつもりか？」


    　説明せずとも、この男はそれを理解してくれた。


    　ビルギッドは《エインヘリヤル》が目的だと言った。ヒルダの側そばで、もっとも深い真実に触れた彼ならば、あるいは〈傀く儡ぐつ師し〉以上に《エインヘリヤル》の深層に近づけるかもしれない。


    「協力してもいいが、一つ条件がある」


    「──呑のむ！」


    　即答した。


    　ビルギッドはにわかに目を丸くして、苦笑した。


    「お前、少しウィルに似てきたな」


    　そう言って、《エインヘリヤル》の頭部に手を載せる。


    　ポールマンは一度大きく息を吸って、人形の胸に手を当てた。


    　──《エインヘリヤル》は初期化された。なら、霧む鍵げん士しが不在の霧む鍵げん式しきの状態だ。


    　再起動をかければ、これはポールマンの霧鍵式として操あやつることができるはずだ。


    「やるぞ」


    　人形がカッと目を見開く。


    　すぐにハイリッヒの姿が溶けるように消え、機械の骨格を顕あらわにする。表層の《エインヘリヤル》が〈鍵〉の状態に戻ったのだ。


    　──問題は、ここからだ。


    　触れてみてわかった。この《エインヘリヤル》という霧む鍵げん式しきは、個ではなく群体なのだ。ここ以外に存在する《エインヘリヤル》とも繫つながっている。


    　それはポールマンが操あやつるレプリカとはまるで次元が違う、繊細にして膨ぼう大だいな情報量だった。今さらながら、オリジナルの〈七つの鍵〉がどれほど隔絶した存在なのかを思い知る。


    　ティエラ王はこれを個人で十機、しかも半なかば消失しつつある自我で操っていたというのだ。


    　シュネーと肩を並べ、世界を滅ぼした原初の霧む鍵げん士したちが、どれほど規格外の存在だったのかが窺うかがえる。


    　──そんな男に、僕は勝てるのか？


    《エインヘリヤル》を再起動するということは、そのティエラ王と主導権の奪い合いをするということだ。


    　長らくオリジナルの《エインヘリヤル》を追いかけてきた〈傀く儡ぐつ師し〉だからこそ、その絶望的な力の差が理解できてしまう。


    　額ひたいから、汗が伝っていた。


    　それを拭ぬぐって、ポールマンはついに〈鍵〉へ語りかけた。

  


  [image: ]


  
    「目覚めろ──《エインヘリヤル》」


    



    〈封書〉を紐ひも解とくように、脳内へ膨ぼう大だいな量の情報が流れ込む。


    　瞬時に、自分がどれほど浅はかであったかを思い知らされた。


    　蒼そう界かいに住まう人々が当たり前に持っている〈霧きり〉への耐性とは、この《エインヘリヤル》によってもたらされたものだ。


    　人間一人分の五感が丸々のし掛かるだけでも、人間の脳は耐えきれない。そこに群体であるこの《エインヘリヤル》は、街一つ分、あるいは大陸そのものほどの情報量だった。


    　その全てを同時に認識してしまうということは、何十、何百、何千という〈封書〉を同時に開くようなものだ。


    　こんなものとまともに向き合えるのは、〈七つの鍵〉を別とすればせいぜいジェシカかヒルダくらいのものだろう。明らかにポールマンの技量を超えた霧む鍵げん式しきだ。


    「おい、長くは保もたんぞ……っ」


    　苦く悶もんの声を漏もらしたのは、ビルギッドだった。


    　仮にも〈七つの鍵〉の幹部に名を連ねる霧む鍵げん士しだ。彼が半分を負担してくれているから、ポールマンの精神はまだ耐えることができていた。


    　今、ポールマンが認識しているのは、意味のない風景のようなものだ。肝心な《エインヘリヤル》の主導権は、この質量さえ伴ともないかねない情報の海の向こうにある。


    　その奧へ潜るように進むと、不意に視界が開けたような気がした。


    　景色が一変し、《エインヘリヤル》に関わる情報が見えてくる。


    　そこでまず、かつては十機存在した義体は、今ではこの機体も含めて五機を残すところであると知る。


    　一つは十年前に雲うん界かいへ沈み、一つは焔ほのおの入れ墨の男に敗れ、一つは夜よる色いろの少女に破壊され、一つはハイリッヒの自我を焼き切るため霧む妖よう化かし、一つは空の鍵である少女を守るために瓦が礫れきの下敷きとなった。


    　そんな中で、ポールマンはシュタット・ヌルの景色を見つけた。


    　──ウィルが、《エインヘリヤル》と戦ってる！


    　四機もの《エインヘリヤル》を相手に、真っ白な娘と背中合わせに奮闘している。数の差に加え、全てが計算されたように襲おそいかかる人形に、倒れず戦っているだけでも奇跡的な状態だった。


    　また、イスカが空の鍵と呼ばれる装置に繫つながれて、虚うつろな詠うたを歌っている姿が見えた。ガラス張りの容器に閉じ込めれ、体のあちこちに機械の管が突き刺さっている。無残な姿で歌う少女の体からは、見る見る生気が失われていく。


    　そこから地上に上れば、夜色の少女と真っ白な少女が力比べをするように向き合っている。天空に強大な魔方陣が描かれ、ともすれば大陸をも貫つらぬくだろう力が凝縮されていくが、それを紡つむぐ少女を守る壁はひび割れて今にも砕けそうだった。


    　この全てを、救わなければならない。


    　だが、ポールマンにできることはあまりに少ない。


    　すでにティエラ王は自分の存在に気付いている。それでも生かされているのは、彼がウィルとの戦闘に処理の大半を割さいているからだ。


    　仕掛けられるのはただの一度限り。


    　しかも大したことはできないだろう。


    　たった一つ。石ころを動かすような、そよ風を吹かせるような、幽かすかな物音を立てるような、そんな小さな変化を起こすことが精一杯だ。


    　そんな奇跡で、何が変わるというのか。


    　それでも、ポールマンは静かに覚悟を決めた。


    　──僕にはこんなことしかできないけど、君ならきっと、全部を引っ繰り返してくれると思うんだ。


    　思い浮かべるのは、一人の少年の背中だ。


    　──〈封書〉の返事が島の墜つい落らくなんて、俺は認めない。全部、引っ繰り返してやる──


    　そう言って、本当に彼は全部引っ繰り返してしまったのだ。


    



    「──受け取ってくれ。これが、僕の精一杯だ！」


    



    　そう叫んだ瞬間、真っ赤な滴しずくが噴出した。


    　眼がん孔こうから、鼻び腔くうから、口こう腔くうから、耳じ孔こうから、許容量を超えたポールマンの脳から、大量の血が逆流していた。


    　自分で作った血だまりの中に、ポールマンはゆっくりと倒れていった。


    



    
      [image: ]

    


    



    「──避よけろノイ！」


    　神父の一体と斬り合い、動きの止まったノイに二体目の神父から銃弾が放たれる。


    　とっさにノイの襟首を摑つかみ、地面に引き倒すことでなんとか凌しのぐが、そこに三体目、四体目の神父からの銃弾がウィルを襲おそう。


    　身を捩よじって初弾を避け、銃じゆう機き槍そうを盾たて代わりに二弾目を受ける。


    　劣勢……どころではない。　


    　一瞬、一秒、奇跡のような回避と偶然の積み重ねで、なんとかウィルは命を繫つないでいた。


    「すまん、助かった」


    「いいから立て！　やられるぞ」


    「わかって──っ、貴様、その傷！」


    　立ち上がったノイが顔を引きつらせる。


    　ウィルはすでに、全身血だらけだった。


    　今の攻防だけでも、避よけきれなかった銃弾が脇腹を抉えぐっていた。鋭利な刃物とは違う、焼き切るような銃創が鈍痛となって思考力を奪っていく。


    　そうした傷の数々が体中に刻まれているのだ。一つ一つはそう深いものではないが、数が集まれば出血もそれなりの量になる。


    　自分が足手まといになっていると感じたのか、ノイが唇くちびるを嚙かみ締める。


    　確かに、ウィル一人ならもう少し傷は少なかったかもしれない。


    　──だけど、ノイがいるから《エインヘリヤル》は狙ねらいを分散させてるんだ。


    　彼女が倒れずここに立っているだけで、ウィルの負担は軽減されている。


    「はは、上う手まく避よけるものだね。だが、それだけでは死ぬのも時間の問題だ」


    　ウィルには、反撃の手が無い。


    　全力で回避に徹してようやくの今だ。それは膠こう着ちやく状態などという上等なものではなく、死を前にした羽虫が浅ましく逃げ惑っているようなものだ。


    　休む暇ひまを与えないように、《エインヘリヤル》の猛攻が続く。


    「一つ、話をしようか」


    　四体の人形が同時に襲おそいかかって来る。


    　それは八つの目で狙われているということだ。どう避けようとも、どう防ごうとも、それによって生じる隙すきを《エインヘリヤル》は容赦なくついてくる。


    　まさに網の目のような銃火を搔かい潜くぐるウィルに、懐なつかしささえ込めて人形は語る。


    「私には、六人の同志がいた。八千年という時間を生きるのは私とシュネーくらいのものだが、彼らは子孫を残し、その一族は常に志こころざしを共にしてくれた。それも今では絶えて久しいものがほとんどだが」


    　言いながら、自分の正面を捉とらえた神父の銃口を、ウィルは頭を振って躱かわす。


    　頰ほおが裂さけて血が噴ふき出すが、なんとか致命傷を回避する。


    　しかし、神父の狙いはそこではなかった。


    「──あうぅっ」


    　ノイの悲鳴。


    　ウィルが避けた銃弾はノイの腕を貫つらぬき、その手から赤い剣が跳ね飛ばされる。


    　手を離れた剣は、崩れかけた天井へ突き刺さってしまった。


    「十年前、私の分身は《ミストルティン》を継ぐ一族に助けを求めたらしい。一族を代表して、ある男がティエラへと渡ってきた。絶対言語レーゲル・ヴオルトの歌い手を連れてね」


    　丸腰になってしまったノイに、神父は容赦なく追撃をかける。


    　ノイは徒と手しゆ空くう拳けんで神父に摑つかみかかるが、それを予想していた神父はヒョイと飛び退のいてやり過ごす。


    　空振りをしたノイに、すでに別の神父が放った銃弾が迫っていた。


    「──チィッ」


    　なんとか、その前に銃じゆう機き槍そうを突き出すことができた。


    　ノイを狙ねらった銃弾は防ぐことができたが、それによってウィルの腕は完全に伸びきってしまった。


    　伸びきった腕はすぐには動けない。左右から弾丸が襲おそいかかり、利き腕に裂傷が刻まれる。


    　銃機槍こそ取り落とさなかったものの、腕に力が入らなくなった。


    「それは私の意思に反したものではあったが、ティエラを守るための計画ではあった。ゆえに行く末を見守ることにしたのだがね、そこで最悪の裏切りに遭ったのだよ」


    　左手も添えることで、銃弾に耐える程度には力を込められたが、明らかに動きから精彩を欠いてしまう。


    　膝ひざをついたノイはすでに敵と見み做なされず、八つの目と銃口が徹底的にウィルを狙い始める。


    「そいつは、こともあろうか《ミストルティン》と絶対言語レーゲル・ヴオルトの歌い手の警護を放棄し、さらには外部へと情報を流した。……その裏切りさえなければ、あるいはアルト・ツァルトはティエラを救ったかもしれない。そこの娘も、雲うん界かいに墜おちることはなかったかもしれない」


    　そうして目を向けられたのは、レンに覆おおいかぶさるように倒れるジェシカだった。


    　耳を貸すべきではない。


    　それは理解してはいるが、ウィルとジェシカの運命を狂わせた飛行船の事故だ。いかに無視しようとも、じわじわと[image: ]はい寄るように耳に届いてしまった。


    　神父の一体がストンと空からの弾倉を排出し、銃口を地面へと向ける。手首から機械のアームに固定された弾倉が突き出し、片手で再装塡リロードを完了させた。


    　そこに費やされた時間は一秒の半分にも満たないほどで、また別の神父が再装塡を開始する。


    　四方から休む間もなく放たれる銃弾は、常に補充されている。弾切れによる隙すきは生じようもなかった。


    　そんな四体から集中砲火を受けて、ついにウィルの足も止まってしまう。


    　神父は、さらに追い打ちをかけるようにこう言った。


    



    「裏切り者の名はダン・スターリング──そう、ウィリアム・スターリング、君の父親だ」


    



    　さすがに、ウィルも身を強こわ張ばらせた。


    　──親父が、ジェシカの飛行船を墜つい落らくさせた犯人？


    　ウィルが動揺したのは、ほんの一瞬のことだった。


    　だが、その一瞬は致命の一撃を放つには十分過ぎる隙すきだった。


    　頭部を狙ねらう一撃に、ウィルは反応できなかった。


    「──危ないっ」


    　それを救ったのは、ノイだった。


    　横から突き飛ばすように割り込んだノイの肩を、ウィルを狙った銃弾が貫つらぬく。


    「ノイ！」


    　地面に投げ出されたノイは、仰向けに倒れて動かなくなる。


    　守るつもりが、結局守られてしまった。


    「君は私に腹を立てているようだが、なんのことはない。こうした状況は、君が生みだしたわけでもあるのだよ。君は、あの飛行船から一人だけ安全に脱出したのだろう？」


    　耳を塞ふさごうとも、容赦なく突き刺さる言葉だった。


    　奥歯が折れるほどに食いしばり、それでもウィルは待っていた。


    　──必ず、チャンスは来る。


    　それは根拠のない直感だった。


    《エインヘリヤル》の攻撃は、チェスの駒を詰むように精密かつ大胆に計算されている。八つの目に包囲されたウィルは、常に打ち筋をさらけ出されているようなものだ。


    　打ち破る手段はなく、また相手が打ち損じるような失態もないだろうと確信できる。


    　すでに、ウィルは手札の全てが詰んでいるような状態だ。


    　──それでも、必ず機会は訪れる。


    　何が起きるのかは、ウィルにもわからない。


    　わからないが、その〝何か〟は必ず起きる。


    　ウィルが信じているのは、遠く離れた地にいる一人の男だった。


    　情けなく、頼りなく、信じるには値しない男だ。


    　そう、思っていた男だ。


    　──でも、あいつは変わった。


    　この短い時間でどんな変化があったのか、彼から以前の鬱うつ屈くつした気配は感じられなかった。


    　見た目は相変わらず軟弱そうで、とても信頼できる姿ではない。


    　それでも、ウィルは信じられると思った。


    　この男は、やると言ったことはやり遂げるのだと、信じたのだ。


    　ウィルたちが考えもしなかった、〈霞か曲きよく〉の本当の翼を与えてくれたのは彼なのだから。


    「どうやら、手も尽きたようだね」


    　飛び交う銃弾を、体を振って、あるいは銃じゆう機き槍そうを盾たてに、必死で躱かわすがその半数以上が体を掠かすめては銃創を刻んでいく。


    　もう、あと数発も避よけきれないだろうことは、ウィルにも自覚できていた。


    　──でも、まだ立っていられる。


    　傷ついた腕は、まだ銃じゆう機き槍そうを手放してはいない。


    　疲ひ弊へいして震ふるえる足は、まだ地を踏みしめている。


    　開いた眼は、今も四人の敵を睨み返している。


    　何より、抗あらがうと決めた心が折れていない。


    　そうして、神父がとどめにと銃を構えたときだった。


    　その〝機会〟は、来た。


    「ガッ──？」


    



    　神父たちの体に、ノイズのようなものが走った。


    



    　レンの体を[image: ]むしばんでいるものと、同じノイズだ。


    　それは瞬まばたきをする程度のわずかな時間で、呼吸一つ整えるほどの隙すきもなかった。


    　だが、そのほんのわずかな隙を、ウィルは見逃さなかった。


    



    　神父たちの眼前から、ウィルの姿が消失していた。


    



    「馬鹿なっ？」


    　八つもの目が、大の男一人の姿を同時に見失ったのだ。


    　その正体を見ることができたのは、仰向けに倒れていたノイだけだっただろう。


    　ウィルは、天井にいた。


    　ノイの手から跳ね飛ばされた赤い剣に摑つかまり、もう一方の手で銃機槍を振り上げて。


    「──上か！」


    　神父が気付くのは、わずかに遅かった。


    　左手で赤い剣のトリガーを引き、右手の銃機槍を叩たたきつける。


    　ウィルが銃機槍を放ったのは、天井だった。


    　すでに一部が崩落していた天井は、剣の高周波振動と銃機槍の一撃、二つの衝撃にひとたまりもなく破砕される。


    　人間の視野は、左右への動きに比べて上下への動きには即座に反応できない。たった今、四体もの《エインヘリヤル》が一瞬とはいえウィルの姿を見失ったようにだ。


    　銃声と共に降り注ぐ瓦が礫れきを蹴けり、ウィルは跳弾のように駆け抜ける。


    　前後左右から、さらに上下という足場を手に入れたウィルの動きに、神父たちもついてはいけない。


    　さらには、落下する瓦が礫れきも目め眩くらましとして作用していた。


    「貴様──ッ？」


    　跳躍の勢いを乗せて、すれ違いざまに神父の胴を薙なぐ。


    　それは、伝説にある鯱オルカが獲物を補食する姿に似ていた。


    　上下に分断された《エインヘリヤル》は、ヨロヨロと後退して瓦礫に押し潰つぶされる。


    　──まずは一体。


    　腕の銃創から血が噴ふき出す。傷ついた筋細胞が銃じゆう機き槍そうを手放せと痛みを訴える。


    　それでも、千せん載ざい一いち遇ぐうのこの好機を、ただの一撃で終わらせていい理由にはならなかった。


    　さらに瓦礫を蹴けって宙へと逃のがれ、二体目の神父へ直上から銃機槍を振り下ろす。


    　肩口から腹部まで、銃機槍の刃が引き裂さく。


    「いい気に、なるなよ！」


    　すでに機能の大半を停止させたはずの《エインヘリヤル》が、銃機槍に摑つかみかかる。


    　──抜けないっ？


    　義体である《エインヘリヤル》が、命を惜しむことはない。


    　その身を犠牲にして見事に銃機槍を封じていた。いかに痛みを堪こらえようとも、義体から刃を引き抜く力はウィルには残っていない。


    「もらったぞ」


    　そして、三体目の神父が銃を向けるが────


    「がへっ──？」


    



    　その顔面を、機械剣が貫つらぬいた。


    



    　ウィルはまだ、天井で摑んだノイの剣を手放してはいなかったのだ。


    　しかし、今度こそ全ての武器を使い切ってしまった。


    「見事だ。だが、これまでだ」


    　そこに、四体目が突進する。


    　最後に残ったのは、ウィルが最初に腕を斬り落とした隻せき腕わんの《エインヘリヤル》だった。


    　いかに身体能力が優れていようとも、いかに先読みができようとも、丸腰で銃を持った、しかも機械の力を持つ《エインヘリヤル》に打ち勝つことはできない。


    　誰でも理解できる、簡単な事実だった。


    　だが、神父は知らなかった。


    　ウィルは、再び地を蹴る。　


    　宙へ逃れたウィルに神父もすぐには反応できないが、それでも目だけは追いかけようとついてくる。


    　瓦が礫れきの間で跳躍を重ねようとも、その瓦礫もすぐに重力に引かれて全てが落ちる。そこを、神父は適切に狙ねらうだけでいい。


    　その、はずだったのだ。


    「おあああぁぁぁぁぁっぁぁあああっ！」


    　雄叫びを上げて、ウィルは神父へと渾こん身しんの蹴けりを放つ。


    「愚かな」


    　真上から叩たたきつけられる回し蹴りを、神父は冷静に腕で受けようとする。


    　それは、本来なら正しい行動のはずだった。《エインヘリヤル》の基盤には、機械兵の骨格が使われているのだ。たかが生身の人間の蹴り一つ、受けられない道理はない。


    　あるいは神父に両腕が残っていたなら、あるいは防御ではなく銃による迎撃を選んでいたなら、結果は違ったかもしれない。


    　それでも、空に足場を得てしまったウィルの動きに、神父は受けに回らざるを得なかったのだ。


    　当然のように、グシャリと骨の砕ける音が響いた。


    「あ……？」


    　啞あ然ぜんとした声を漏もらしたのは、ウィルではなかった。


    



    　鋼鉄の骨格を持つ神父の腕が、燐寸マツチのようにへし折れていた。


    



    　ウィルが鯱しやちの名で呼ばれる由ゆ縁えんは、霧きり喰ぐいの〈ブルドガング〉によるものでも、それを振るう膂りよ力りよくによるものでも、先読みによる眼力でもない。


    　跳弾のように宙を舞う動きにある。


    　そんな動きを可能とするのに、どれほどの脚力が必要となるのか。


    　人間一人を軽々と宙へ浮かべる脚力は、蹴りに転化すれば岩盤をも踏み割る。


    　鯱の牙きばが、神父の腕ごと頭部を打ち砕いていた。


    　瓦礫が降り注いだのは長くとも数秒のことだった。


    　その数秒で、全ての人形が地に伏していた。


    　──やったぞ、ポールマン！


    　ポールマンが命を懸かけて作った一瞬が、確かに全てを引っ繰り返したのだ。


    



    「はあっ──はあっ──」


    　肩で荒い息を漏らしながら、ウィルは空を見上げる。


    　地上での戦いで、上層の天井も砕かれていたらしい。


    　そこで、白と黒の少女の決着がつこうとしていた。


    



    
      [image: ]

    


    



    『──鉄の籠手を持て、紅蓮に焼けた汝を振るおう──（lu[image: ]ke gainkuer jʌkt,　ɔutɵ eərlm gə[image: ]rtles ɔt ki[image: ]m）』


    『──銀の衣に包まれ、いと高き御座を頂に冠す──（diərk eɵd gainkuer jɔut,diərk eɵd aʒeis ɔt əruit ɔ[image: ]rʌɵ）』


    



    　それは水面の波紋のように、静かながらどこまでも伝わっていくような歌声だった。


    　そんな美び麗れいな唱歌とは裏腹に、世界は壊れ始めていた。


    　紅ぐ蓮れんの残火は搔かき消え、ガラス質に冷えた大地が広がっていた。向き合う少女の足元では、そんな大地すらも砕けて奈な落らくのような大穴が開いている。


    　二つの絶対言語レーゲル・ヴオルトを同時に歌いながら、ヒルダはそのうちの一つが破られようとしていることに気付いていた。


    　──一手、足りぬのです。


    　命を懸かけてなお、まだ一手足りない。


    　シュネーの顔に、ニイッと笑みが浮かぶ。


    「キャハハッ、わかる？　あと少しで、私の《フィンブル》があんたの《不落の城塞ヴアラルスキヤルブ》を食い破るわよ」


    　亀き裂れつだらけになった青白い障しよう壁へきは、あと数秒と保もたないだろう。


    　ヒルダの《神鳴る鉄[image: ]ミヨルニル》が完成するまで、わずかに及ばない。


    　これが砕かれた瞬間、シュネーの腕がヒルダの首を引きちぎるだろう。


    　確実に、詠うたと命の双方を仕留めるには、心臓を貫つらぬくような悠長な手段は選ばない。


    　ヒルダの一手を届かせるには、首を狙ねらった一撃を躱かわせるかどうかにかかっている。


    　だが、それが果てしなく困難であることを、ヒルダは知っている。


    　──〈メギンギョルズ〉──なるほど、そなたの覚悟の現れなのですね。


    　自らの体を霧む鍵げん式しきで造り替えてまで、シュネーは八千年という年月を生き抜いてきたのだ。


    　その時間の重みは、確かにヒルダの及ぶものではなかった。


    　詠を放棄し、ここから逃のがれることを選べばまだ生き延びる可能性は残る。


    　──ですが、それではイスカの命が保たぬのです。


    　愛いとしくも哀れなあの少女を救いたいのなら〝次〟などは存在しないのだ。


    　やがて、ついぞ障壁に致命的な破壊が訪れる。


    　ガシャンとガラスのような破片を散らし、障壁が砕け散る。


    　同時に、ヒルダは自分の死を確信した。


    〈メギンギョルズ〉により強化されたシュネーの力は、とうていヒルダに躱せるものではなかったのだ。


    　それでも、ヒルダは最後の瞬間まで詠を止めなかった。


    　そして、それは正しかった。


    



    　ドンッと、シュネーの腕を銃火が射い貫ぬいた。


    



    「え……？」


    　そのときシュネーが浮かべた表情は、本当に子供のようにキョトンとしたものだった。


    　いかにヒルダの絶対言語レーゲル・ヴオルトが呑のみ込もうとも、《滅びの詠うた》が響くそこでは霧む鍵げん式しきの銃弾など意味を持たない。発砲した瞬間に無力化されるだろう。


    　にも拘かかわらず届いた銃弾に、ヒルダは見覚えがあった。


    　──こんなものを、後生大事に持っていたのですか……。


    　もう、半年も前になるだろうか。


    　ヒルダが、盟友に宛てて〈封書〉を送ったとき、心ばかりの手て土産みやげにと与えたものだった。


    　第一級の霧鍵式に分類され、界かい竜りゆう級霧む妖ようの装甲すら穿うがつものだ。《滅びの詠》に威力を削そがれ、並の弾丸程度にまで弱体化しつつも、ここまで届かせていた。


    「あんっちくしょう……っ」


    　シュネーが見ていたのは、ヒルダではなかった。


    　奈な落らくの底のような大穴の底で、モノクロームの世界から抜け出したような少年が、銃じゆう機き槍そうを構えていた。


    　傷だらけで、愚直なほど真っ直すぐな少年の姿に、思わず愛いとしげな笑みが[image: ]こぼれた。


    　そして、シュネーが顔を歪ゆがめたときには、ヒルダの術も完成していた。


    



    『──されば我が一撃、世界蛇をも打ち砕かん──（rə[image: ]n aure ulgist,ʌsmeɵ ɔt fju[image: ] lenʌʃ）』


    



    　パンッと、手の中にあった古書が砕け散った。


    　空に紡つむがれた立体魔方陣内に真空が発生する。


    　それは光子のレールだった。天球儀のように走る円環の一つ一つを伝って、光の粒子が超加速していく。加速する粒子の道は二つ、中心に向かうにつれてそれが相反する軌跡を描いていることが顕あらわになる。


    　絶対言語レーゲル・ヴオルトが紡いだ粒子加速器──それがこの立体魔方陣の正体。


    　瞬間的に光速へと達した二つの光子は衝突し、励れい起きした粒子がガンマ崩壊を引き起こす。それは凶暴なエネルギーを発生させて、原子核をも食い潰つぶした。


    　初動から僅わずか〇・〇二秒で発生した暴力的な光子は天球儀型魔方陣の直下へと収束し──


    



    　そして、神鳴る鉄てつ[image: ]ついは振り下ろされた。


    



    　擬似ガンマバースト──死滅した恒星が重力崩壊を引き起こし、その行き場をなくしたエネルギーを放出させる現象だ。


    　霧む鍵げん式しきによって模も倣ほうされた、精緻にして緻密な量子電磁力学ＱＥＤの叡えい智ちの結晶。それはいかに局所的なものだろうと、星をも砕く破壊の塊だった。


    「──っっっっっっっ？」


    　八千年の時を生き、頂点に君臨し続けてきたシュネーでさえ、その光に身構えることもできなかった。


    　鉄てつ[image: ]ついはティエラの大地をも貫つらぬき、眼下の雲うん界かいへと落ちていった。


    　続けて、大陸を引き裂さかんばかりの衝撃が伝う。


    　世界最強の霧む鍵げん士しが命を捧げて放った、生涯一度限りの一撃。それは、雲界にすら巨大な穴を穿うがっていた。


    　光が収まったあとに、あの恐ろしい宿敵の姿は残っていなかった。


    「姉上……、小しよう妹まいは、ちゃんと、見つけたのです……」


    　命を懸かけるに値する夢──五十年前、取りこぼしてしまった夢。


    　幼い姿で彷徨さまよい続け、そしてヒルダは答えを出したのだ。


    



    　──今を生きる者たちに、可能性を繫つなげる──


    



    　夢を果たして、ヒルダもまた墜おちていった。


    



    
      [image: ]

    


    



    「ジェシカ！　レン、ノイ！」


    　ヒルダが窮きゆう地ちだ。


    　そう思って正真正銘最後の弾丸を放ったのだが、その直後に破滅の光としか呼びようのない一撃が打ち下ろされた。


    　死を覚悟したウィルだが……今も、こうして生きている。


    　──これ、ヒルダの霧鍵式か……？


    　ウィルを守るように光の粒が球体の障しよう壁へきを作り出していた。


    　周囲を見渡せば、ジェシカたちもそれぞれ光の球体に守られていた。いや、地下空洞を維持する主要な柱、恐らくは地上側も守られているのだろう。


    　ヒルダが二重奏を歌ったのは、己おのれの一撃から敵以外の全てを守るためだったのだ。


    　そのことにホッと息を漏もらして、すぐにウィルは青ざめることになった。


    「──ヒルダ！」


    



    　命を使い果たしたヒルダが、空から墜おちてきていた。


    



    「──行ってウィル！」


    　ジェシカの声だった。


    　無条件でそれを信じて、ウィルは飛び出した。


    　ウィルの手は、なんとかヒルダの体を受け止めることができた。


    　抱き止めた瞬間、重力が二人を奈な落らくへと誘うがその軌跡は放物線を描いていた。


    　ウィルの腰には、ジェシカの[image: ]いばらが巻きついていた。


    　落下が収まると、真下には空が覗のぞいていた。


    　──なんだあれ。雲うん界かい……なのか？


    　そこに、〈霧きり〉は存在しなかった。


    　それどころか、まるでもう一つの大陸のような大地が広がっていて──


    「……まったく、そなたは騒々しいのです」


    　からかうようないつもの声に、ウィルは我に返る。


    　腕の中で、ヒルダが目を開けていた。


    　左右で髪を束ねていた黒のリボンはどちらも解ほどけ、下ろされた髪はジェシカのそれに近いほどの長さだった。靴も失われ、小さな素足がさらけ出されていて彼女が本当に小さな女の子だったことを再確認する。


    「淑女を抱くならば、もっと優しくするものなのです」


    「お前なあ。俺が受け止めなかったら死んでたんだぞ？」


    　いつも通りの悪態にため息を漏もらして──ウィルは、硬直した。


    　──冷たい……。


    　[image: ]しやく熱ねつの地獄にあって、ヒルダの体は死人のように冷たかった。それどころか──


    



    　ヒルダの体が、徐々に透けて消え始めていた。


    



    「おい、噓うそだろう……？」


    　ウィルの声が届いているのかいないのか、ヒルダは薄く笑みを浮かべた。


    「小しよう妹まいは、五十年前に死んでいるはずだったのです。この五十年は、借りものの時間で、それを返すときが、来ただけなのです」


    　そう言って、ウィルの頰ほおに触れる。


    「だから、そのように、泣くことは、ないのです」


    　ヒルダの命が消えて行く。


    　抱きしめて、それが伝わってしまったから、ウィルの目からは涙が[image: ]あふれていた。


    「──ふざけんな！　何勝手に満足して死のうとしてんだ。お前にはまだ返してもらってねえ貸しが山程あるんだぞ」


    　配達のたびにトラブルに巻き込まれ、死にかけたことも一度や二度ではない。


    　銃を使わないで済んだ配達は一件もなく、今回に至っては四か月にわたる長期配達だ。超過手当てをもらわなければ割りに合わない。


    　恨みは、山程あるのだ。


    　だというのに、いつもそこで帰りを迎えてくれた、この少女の人を食った笑顔しか浮かんでこなかった。


    　ウィルの怒声に、それでもヒルダはだだっ子を諭さとすような笑みを浮かべる。


    「すまぬ、のです……」


    　それから、キュッと首に腕を回してヒルダも抱きついてくる。


    「小しよう妹まいも、そなたたちの夢の果てを、見たかったのです」


    　ヒルダとて、何も死に場所を探していたわけではない。


    　それでも、命を懸かけなければシュネーには届かなかったのだ。


    　上では、ノイやジェシカたちが[image: ]いばらを引き上げてくれている。それでも、彼女たちは間に合わないだろう。


    　こうして腕の中にいるというのに、ウィルには触れているという実感を確かめられなかった。


    「いっしょに飛ぼうって、言っただろう？　俺、まだお前の返事を訊きいてないぞ」


    　かつてウィルの事務所の存続が危あやぶまれたとき、ウィルはヒルダを〈渡り鳥〉に誘った。彼女は一度はそれを引き受けてくれたものの、ウィルとジェシカが揉もめてしまったことから出直すことになったのだ。


    　もう一度誘って、ヒルダからその答えを聞いていない。


    「……そなたは、不ぶ粋すいなのです。このようなときに、それを持ち出す者がいるか、なのです」


    　肩の向こうで、ヒルダの双そう眸ぼうから滴がこぼれ落ちていた。


    　それを見ないでやるように、ウィルはワインの色をした髪を撫なでる。


    「なんか、言えよ。わがまま、あるんだろう？」


    　ヒックとしゃくり上げて、ヒルダは口を開く。


    「……そなたたちと、飛びたかったのです」


    「ああ」


    「……もう、置いていかれるのは、嫌なのです」


    「ああ」


    　そして、最後にひと言、こうつけ足した。


    



    「いっしょに、いたかったのです」


    



    　五十年、胸の中に押し込め続けてきた、少女の本当のわがまま。


    　ギリッと、歯を食いしばった。


    「だったら、ちゃんとそう言えよ！　縋すがれよ。頼れよ。俺たちが、絶対にその手を摑つかんでやるからさ」


    　ヒルダは、そのとき確かに笑った。


    「……ありがとう、なのです」


    　それを最後に、質量を失ったヒルダの体がウィルの腕をすり抜けた。


    



    「行くな、ヒルダッ！」


    



    　そうして伸ばしたウィルの手に応えるように、バラバラと木の葉のようなものが舞う。


    　それは紙片だった。


    　一枚や二枚ではない。数百枚はあろうかという、大量の紙切れだ。


    「なんだ？　これは……〈封書〉？　いや、違う！」


    　ウィルには、その正体がわかった。

  


  [image: ]


  
    　──永遠機関──


    　ヒルダが所持していた古書の破片だ。


    　古書の破片はまるで意志を持つかのように舞い、消えゆく夜よる色いろの少女を包み込む。


    　ヒルダの体が覆おおい尽くされる直前、ウィルはそこに一人の少女の姿を見たような気がした。


    　どこかジェシカに似た容姿で、愛いとしそうに夜色の少女を抱きしめて。


    　──ジゼル……さん？


    　その名前を口に出す前に、柔らかい何かがウィルの手を引いた。


    　それは彼女の昔なじみからの、最後の贈り物だったのかもしれない。


    



    　わずかに重たい、小さな手がそこにあった。


    



    　消えたはずのヒルダの腕が、確かにそこにあった。


    「ヒルダ……？」


    　手を伝って、心臓の鼓動が感じられた。


    　一瞬だけ見えた少女の幻は、どこにも残ってはいない。


    　パラパラと落ちていく古書の欠片かけらに、もう意志のようなものは感じられない。


    　ヒルダは目を開かない。命を捧げるべき力の代償が、たった一冊の書物の犠牲で贖あがなわれるとは思えない。


    　それでも──


    　──生きてる。


    　そう知って、ウィルは叫んだ。


    「ジェシカ、急いでくれ！　ヒルダはまだ、生きてる！」


    　もう二度と手放さぬように、ウィルは夜色の少女をしっかりと抱きしめた。


    　やがて[image: ]いばらを引き上げられると、レンだけでなくジェシカまでもが泣き出すことになる。


    



    　それを知る者は、少ない。


    　夜色の少女を救ったのは、砕けた古書ではない。


    　ウィルが引き止めた言葉でも、彼が放った銃弾でもない。


    　遠く離れた井戸の底の都市で、命を懸かけた青年がいたのだ。


    　彼が作った一瞬が、ウィルに勝利のきっかけを与えた。


    　その勝利があったから、ヒルダはシュネーの一撃から守られた。


    　そこでヒルダが生き残ったから、昔なじみの最後の贈り物を受け取ることができたのだ。


    　五十年前、夜色の少女の運命を狂わせた〈傀く儡ぐつ師し〉の名を継ぐ男こそが、少女の命を救ったのだった。

  


  
    第五便　二つの空を結ぶ狭はざ間まで


    



    「──イスカ。目を開けるです！」


    　喧やかましくも頼もしい声に、イスカの意識は呼び起こされた。


    「あ、れ……？　あたし……」


    　レンが今にも泣きそうな顔をしていて、ジェシカが必死の表情で手を当てている。


    　冷たい床に寝かされた自分に、皮ひ膚ふを食い破られたような傷があちこちに刻まれているのがわかってしまった。


    　なんとか視線を動かすと、叩たたき割られたガラスの容器が目に留まった。そこにはたくさんの機械の管が飛び出していて、そこにべっとりと乾ききらない血がこびり付いていた。


    　──そうか……。あたし、捕まっちゃって、それで……。


    　ようやく自分の置かれた状況を理解すると、ジェシカが申し訳なさそうな声を漏もらす。


    「……傷は少し、残ると思う」


    　ジェシカの様子から、自分が相当危ない状態だったことがわかった。


    　イスカが首を横に振ると、レンが怒りの声を上げる。


    「イスカはドジなのです！　捕まらないって言ったのに、何真っ先に捕まってるですか」


    「あ、はは……。ごめ、ん……」


    　力なく謝ると、レンはシュンと肩を落とす。


    「……噓うそです。ドジなのは、レンです。イスカを守るって言ったのに、守れなかったです」


    　そんなレンの頰ほおに、イスカは手を伸ばす。


    「ちゃんと、来て、くれた、じゃん」


    　そう言って、笑う。


    「あたしが間違えても、ちゃんと、レンは来てくれた。来てくれるって信じたから、あたしは、平気だったんだよ」


    　あの扉を開けることが正しいのか、イスカにはわからなかった。


    　だが、間違っていたらきっとこの少女たちが止めてくれる。


    　そう信じたから、イスカは決断したのだ。


    「イスカ……」


    　そうしていると、ノイがやってきた。


    「こんなものしか見つからなかったが、とりあえず着せてやれ」


    《エインヘリヤル》のものだろうか。皮肉なことにそれは神父の外がい套とうだった。


    　それから、人数が足りないことに気付いた。


    「ウィルさん、は？」


    「ウィルなら、ヒルダのところ」


    　ジェシカがチラリと視線で示す。


    　その先を追ってみると、見覚えのある背中が映った。膝ひざを、夜よる色いろの少女の枕にして。


    「お姉ちゃん──ッ痛！」


    「まだ動いたら駄目！」


    　身を起こそうとして、傷に痛みが走った。


    　声に気付いたのか、ウィルが振り返ろうとするが、そこにこちらを見るなとジェシカが石ころを投げつける。


    　悲鳴を上げて悪態をつく姿はまったく以もつていつも通りの光景で、イスカは自然と笑みを[image: ]こぼしてしまった。


    　そんなときだった。


    　ヴンッと何かが震ふるえる音と共に、部屋の片隅で何かが動いた。


    「……なんだ、これは？」


    　それは、男の形をした鉄の塊だった。


    　イスカが門を潜くぐって、最初に見つけた妙に生々しい人形だ。


    　──まだ、動くの？


    　これも《エインヘリヤル》の一つなのだろうか。


    「──てめえっ！」


    「待ってウィル」


    　銃じゆう機き槍そうを握るウィルを、ジェシカが止めた。


    　人形は、わずかに口を開いただけで、それ以上は動いていなかったのだ。


    『そう身構えなくとも、私にはもうなんの力も残っていないよ』


    　カタカタと唇くちびるだけで声を絞っているような、聞き取りにくい声だった。


    『シュネーは敗れ、シュタット・ヌルの機能も大半が破壊された。シュネーとは違って、私には肉体などというものは残っていない。ここにある意識も、じきに消滅することだろう。君たちの、勝ちだ』


    「……ふざけるなよ」


    　ウィルの声は、この場にいる全員の気持ちを代弁していた。


    「てめえらのせいで何人死んだと思ってるんだ。いや、それだけじゃない。助かるはずだったやつらまで霧む妖ように変えて、お前は一体何がしたいんだよ！」


    　イスカとて忘れていない。


    　ようやく立ち止まれたアルトを殺し、彼女と夢を共にした解放軍の人間を霧妖という怪物に変えてしまった。


    　吐き気のする、悪意の塊だ。


    『知れたことさ。ただ世界を滅ぼしたいんだ。〈七つの鍵〉というのは、そのための組織なのだから』


    　ギリッと、ウィルが歯を食いしばった。


    　まるで、会話になっていなかった。


    「ウィルさん……。〈封書〉、今ある？」


    　イスカがそう訊きくと、ウィルは驚いた顔をしつつも頷うなずいた。


    「あたしの最初の依頼、今、お願いしたいの」


    　元々、イスカが〈渡り鳥〉を捜したのは、自分を置いていった家族を捜すためだったのだ。


    　やがてヒルダとは再会を果たしたものの、本来自分が探していたという兄にはまだ何も伝えられていない。


    　ウィルが淡い青の円が描かれた紙片を差し出す。


    　それに触れて、イスカは送りたい思い出を一つ一つ丁てい寧ねいに思い浮かべていく。


    　最後に「ライダウン」と唱えると、青かった円が黒く染まり、それがいくつもの直線で結ばれていった。


    　ウィルは律儀に切手を貼ると、打刻して人形へと差し出す。


    　果たして機械に読み取ることができるのかは疑問だったが、人形は確かに「ウェイクアップ」と唱えた。


    　そこに込められたのは、この一週間のイスカの記憶だ。


    〈渡り鳥〉と出会って、空というものを知って、解放軍と行動を共にし、悩んで答えを探してきた軌跡だ。


    　兄の考えは、今でも理解できない。


    　それでも、イスカが見た人々と世界を見せたかった。


    　滅びていいものなんて、何もなかったのだと伝えたかった。


    　ややあって、人形が笑ったような気がした。


    『ずいぶんと、遅い初恋だったのだね』


    「──っ」


    　顔が、赤くなるのを感じた。


    　それから、人形はギシギシと体を軋きしませながら顔を上げる。


    『お礼に、一つ教えておこう──ティエラが、雲うん界かいまで一〇〇〇界碼ヤルドを切った。すでに霧む妖ようたちが攻撃をしかけてきているよ』


    「なっ──」


    『私が消えれば、ティエラの支配権はイスカに移る。この私を倒した報酬だね。あとは、好きにすればいい』


    　わからないというように、ウィルが首を横に振った。


    「あんたは結局、何がしたかったんだ？」


    　わずかな沈黙を挟んで、人形が笑ったような気がした。


    『どうだろう。私は、憎まれただろうか？』


    「どういう、意味だ……？」


    　困惑の声を漏もらすウィルに、機械人形は続ける。


    『我々は〝悪〟だ。憎まれるべき悪として、望むままに邪悪で、世界を滅ぼして救う。そんな不器用な生き方に、付き合ってやりたかっただけだ』


    　自じ[image: ]ちようしながら、もう一つこうつけ足した。


    



    『そこの夜よる色いろの少女に伝えてくれ。私よりも先に、シュネーを倒してくれてありがとう』


    



    　それを最後に、人形の頭がごとりと落ちた。


    　なんとか人の形を保っていたそれは、まるで時間の流れを思い出したかのようにボロボロと崩れ、塵ちりも残さず消えてしまった。


    



    　人形の最後を見送って、ウィルが立ち上がる。


    「ティエラの落下は止まってない。なんとかするぞ！」


    「なんとかって、どうやるです？」


    「──あたしが、やる」


    　神父の外がい套とうを羽織って、イスカも身を起こした。


    　傷は痛む。


    　それでも、まだ自分にやれることが残っているのだ。


    「どこまでやれるかわからないけど、墜つい落らくを止められるのはあたしだけなんでしょ？」


    　そう言って、ウィルを見る。


    「でも、霧む妖ようっていう怪物はあたしじゃどうにもできない。だから────」


    「──わかった。そっちは俺が止める」


    　最後まで言う前に、ウィルは頷うなずいてくれた。


    　──本当に、こういうところ、格好よかったな……。


    　王都がミサイルに狙ねらわれたときも、シュネーに狙われたときも、この少年は常に一番前に出て、全部なんとかしてしまった。


    　ウィルが手を差し出す。


    　その先にいるのは、イスカではなかった。


    「飛ぶぞ、ジェシカ」


    「ええ、飛ぶわ、ウィル」


    　翼つばさ舟ぶねの元へ駆けていく二人の背中を見送って、親友に声をかける。


    「レンもお願い。ウィルさんたちを助けて」


    「……わかったですけど、イスカは大丈夫です？」


    　この鋭い少女にだけは、隠し事はできないらしい。


    　今でも、目を閉じれば昨日のことのように思い出せる。


    　ソルダートに追い詰められ、死を恐怖したときに飛び込んできた空の鯱しやち。瞬またたく間に兵士たちを倒してしまい、無限の空に連れていってくれた。


    　イスカは空に恋をした。


    



    　恋した空には、常にウィルがいたのだ。


    



    　そんな初恋は、初めから叶かなわぬ想いだった。


    　イスカは顔を拭ぬぐう。


    　泣いている暇ひまなどないのだ。


    　レンも気遣うような顔のまま走っていった。


    「……私も手伝おう。都市の施設に関してなら、少しは知識がある」


    　イスカの顔は見ないで、ノイがそう言ってくれた。


    　まだ、何も終わってはいないのだ。


    　何も、変わってはいないのだ。


    　数十分後には、ティエラは雲うん界かいへ突入して全ての都市の人々が命を落とす。


    　それを止められるかどうは、自分にかかっているのだ。


    



    
      [image: ]

    


    



    　ヒルダが守ってくれたのか、地表から雲界まで突き抜ける大穴が穿うがたれたというのに翼舟は傷一つなくウィルたちを待ってくれていた。


    　すぐさま操縦席に跨またがるが、そこにいつもの高揚感はなかった。


    「──雲界に、近づき過ぎてる」


    「ええ」


    〈霧きり〉は雲界から生まれるが、高度が下がればその濃度は加速度的に高くなっていく。


    　雲界から一〇〇〇界碼ヤルド上空ともなれば、それは〈渡り鳥〉でも防霧マスクの着用が義務付けられる高度だった。


    　いかに風の届かぬ大陸のティエラとはいえ、沿岸に近い都市は〈霧〉からの侵食を受けている。今は外壁に遮さえぎられているかもしれないが、高度を確保するまでに外壁を乗り越える。


    　──ティエラが浮上するだけじゃ、助からない。


    　遅すぎた──そう、思う。


    　そっと、ジェシカが腕を回してきた。


    「歌うわ。どこまで届くかは、わからないけれど」


    　ジェシカの《宿り木ミストルテイン》の詠うたなら、〈霧きり〉を喰くらう防壁になる。


    　──だが、大陸の規模だぞ。


    　しかも、ウィルたちの位置は大陸中心部。


    　いかに絶対言語レーゲル・ヴオルトといえど、届くとは思えぬ距離だった。


    　──考えても仕方がない！


    　ウィルは手た綱づなを振るい、翼つばさ舟ぶねを羽ばたかせた。


    　空へ昇ると、ヒルダが空けた大穴から雲うん界かいが覗のぞいていた。


    　すでに〈霧〉で満たされ、その向こうを見通すことはできない。


    「おっそろしい光景だな」


    「でも、好都合」


    　この穴がなければ、ウィルは雲界まで飛ぶこともできなかっただろう。


    　降下を始めると、黒こく狼ろうに乗ったレンも追いついてきた。


    　手信号で警戒を促うながし、素早く、それでいて慎重に高度を下げていく。


    　穴の大きさはそのまま破壊の規模を示している。今もそこかしこで崩落が起こっており、上からも瓦が礫れきが降ってきているのだ。融解した床板から、鉄骨が突き出している場所も少なくはない。


    　雲界へ降りる前に、ここで墜つい落らくすることさえあり得る状態だった。


    　それでも一つ一つ、環を潜くぐるように階層を抜けると──とうとつに、視界が開けた。


    　心ここ地ち好よささえ感じる、懐なつかしい風のにおい。


    　大陸という笠をかぶって薄暗いそこに、大穴から射さし込む陽光が天てん蓋がいのような光の軌跡を生みだしていた。


    



    　──帰ってきた。


    



    　蒼そう界かいの群島に足を下ろしたとき以上に、そう感じる。


    　ここが、自分の居場所なのだと思い出す。


    　どこまでも深く、広大なもう一つの空──雲界。


    　この向こうが見たくて、ウィルとジェシカの夢は始まったのだ。


    　ゴーグルをかけ直し、手綱を握る自分がどうしようもなく高揚していることを、ウィルは自覚した。


    　全身で風を浴びるように、ジェシカが目を閉じ、大きく息を吸う。金色の髪がカーテンのように広がり、それが淡い翠みどりに輝き始めた。


    〈霞か曲きよく〉の霧む鍵げん機関が、在るべき空への帰還を謳おう歌かするように回転を上げる。


    　そんなウィルたちを迎え入れるように、いくつもの影が浮かんでいた。


    　霧む妖ようだ。


    　ティエラの墜つい落らくに加え、ヒルダの鉄てつ[image: ]ついまでもが打ち下ろされているのだ。


    　土足で住すみ処かを踏み荒らされた空の王たちは、当然のこと怒りと戦意を顕あらわにしていた。


    「悪いな。侵入者は俺たちの方だ」


    　届くはずもなければ、理解されるはずもない、人間の言葉でウィルは語り駆ける。


    　荒ぶる霧妖に対し、人間はあまりに無力だ。


    　いかに優れた空戦技を振るおうとも、今のウィルには銃すらないのだから。


    　それでも、ウィルは挑戦的にこう告げた。


    



    「詫わびと言っちゃなんだが、俺といっしょに踊ってもらおうか」


    



    　そこで、緊張感もなく苦笑する。


    「何？」


    　怪け訝げんそうな顔をするジェシカに、ウィルは首を横に振る。


    「いや、この状況、半年前を思い出すなって」


    　半年前、〈傀く儡ぐつ師し〉が使った霧む鍵げん式しきが暴走し、一つの島が墜おちようとした。


    　そこでも、大地が雲うん界かいまで裂さけ、ウィルは墜落を止めるために戦い、ジェシカは島の崩壊を止めるために歌ったのだ。


    「なあ、ジェシカ。ポールマンのこと、そろそろ許してやったらどうだ？」


    「あのときのことは許してる。ただ、あの男がいつも不ふ甲が斐いないだけ」


    　確かに、会うたびに何か問題を起こし、それに対してジェシカは腹を立てるのだ。


    　彼女の恨み自体は、再会のときに晴らしているのだろう。


    　それから、どこか仕方なさそうに呟つぶやく。


    「……今回のことは、認めてる」


    　きっと、あとで再会したときには、ジェシカも少しは優しい言葉をかけてやれるだろう。


    　もっとも、そのときにはまた別の問題を起こしていて、やはりジェシカに殴られているような気もするが。


    　──あいつが男を見せたのに、俺が失敗するわけにはいかないよな。


    　ようやく友になれた男に応えるため、ウィルは霧妖の群れに向かって手た綱づなを振るった。
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    「悪いな。これくらいしか、してやれん」


    



    　ビルギッドが見下ろすのは、警官だった男だった。


    　血まみれだった顔は、今は綺き麗れいに拭ぬぐわれている。


    「……満足そうな顔、しやがって」


    　あんな凄そう絶ぜつな最期を遂げたとは思えぬ、安らかな顔だった。


    　本当なら、丁てい重ちように弔とむらってやりたい。


    　──だが、総そう帥すいが倒れた今しか、チャンスはない。


    　十年、待った。


    　十年、待たせた。


    　片翼を取り戻すため、同じ夢を見た友さえも裏切った。


    　浅ましく生き恥を晒さらして、ようやく〝彼女〟を救う手立てを手に入れたのだ。


    　それでも、一本だけ煙草たばこを取り出し、真しん鍮ちゆうのライターで火を点つける。


    「お前とは、一服、付き合ってみたかったな」


    　それは、彼にとっては最大級の賛辞だった。


    　まだ数本残っている煙草箱と、愛用のライターをそっと胸の上に載せてやる。


    　ただ一つの心残りは、やはりあの若い〈渡り鳥〉たちだった。


    　ビルギッドも《エインヘリヤル》の記憶に触れて、彼らの窮きゆう地ちを見た。


    　王都からの雷鳴は止やみ、戦いが終わったことはわかる。彼らは、生き延びることができたのだろうか。


    　そんなビルギッドの心残りを杞き憂ゆうと諭さとすように、すぐ側そばの壁に明かりが灯ともった。


    「なんだ……？」


    　ただの壁かと思っていた場所に、絵が浮かび上がっていた。この国の技術で〝写真〟というものに似ている。


    　ただ、それは〈封書〉のように独りでに動いていた。


    　見れば街のあちこちで、ただの壁や看板、それどころか何もない宙にまで同じような動く絵が映し出されていた。


    　映っているのは、どれも同じ景色だった。


    　その動く絵を見て、ポールマンがこうも満足そうな顔をしている理由を知った。


    　──ここに、俺のやるべきことは残っていない。


    　そう確信できたから、ビルギッドは背を向けることができた。


    　あとには独り、静かに眠る青年だけが残されていた。
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    「──ウィルさんたちが、もう戦ってる」


    　ティエラの真下で、一機の翼つばさ舟ぶねと一頭の黒こく狼ろうが駆けているのだ。


    　一度〝繫つながった〟せいか、イスカにはティエラで起こる全てが知覚できた。


    　自然と、墜つい落らくを止めるにはどうすればいいのかも理解できた。


    　イスカが閉じ込められていた部屋は、そのままシュタット・ヌルの中枢でもある。〈空の鍵〉以外の制御装置も集まっており、イスカが呼びかけると床から制御盤が突き出してきた。


    　しかし──


    　──駄目だ。ほとんど機能が停止してる。


    　ヒルダの一撃は強力過ぎたのだ。


    　彼女の障しよう壁へきに守られたとはいえ、高濃度の電磁波が機械の回路をことごとく焼き切っていた。


    　青ざめていると、ノイが声を上げた。


    「おい。他の都市の機能を、こっちに回すことはできないのか？」


    「え？　あ、できる……かもしれない」


    「ならやれ！」


    　はきはきと指示され、イスカはシュタット・ヌル以外の都市へと干渉する。


    　ほとんどの機能は休眠しているが、壊れているわけではない。


    　眠っていた機能を再起動させ、その支配権をシュタット・ヌルへと引っ張る。


    　──できた！


    　制御盤の一つが蘇よみがえり、ノイが素早くそれを操作する。


    　そんな背中は、イスカには見覚えのあるものだった。


    　──本当に、アルトさんみたい……。


    　出会い方が違えば、あるいはやり方さえ間違えなければ、イスカとてアルトと共に空を目指していたかもしれないのだ。


    　ノイはアルトではない。


    　それはわかっているが、こうして力強く引っ張ってくれる姿はやはり重なってしまった。


    　そんなノイが、苦渋の声を漏もらす。


    「……駄目だ。間に合わん。浮上する前に、雲うん界かいに突入してしまう」


    　それは、イスカにも感じられた。


    　各都市を繫いだことで、ティエラの機能自体は回復できた。


    　しかし大陸一つ分の質量が落下しているのだ。その質量を覆くつがえすだけの位置エネルギーを確保するまで、重力と慣性の法則がティエラを雲界に引きずる。


    「こちらからの操作では時間がかかり過ぎる。都市の動力を手動でフル稼働させれば少しは短縮できるかもしれんが……」


    　それぞれの都市はあまりに遠い。


    「……待って。ソルダートに命令すれば」


    「無理だ。我々とて、文書や伝令で連絡を取っているのだ。一度にそんな遠くまで命令を伝える術すべはない」


    　それができていたなら、十二年前にイスカがヒルダと旅などできるはずはなかったのだ。


    　と、そこでふと気付く。


    　──あたし、なんでウィルさんたちが飛んでるのが〝視みえてる〟の？


    　雲うん界かいを飛ぶ彼らの姿を、視覚情報として認識できているのだ。


    　制御盤に触れる。


    　封印された機能の中に映像を〝映写〟するものが存在する。


    　かつては、街のそこかしこで日常的に流れていたものらしい。今でも、使用に耐えられるものが多数現存している。


    



    「──あたしに見える景色を、全ての都市に流せたら」


    



    「なんだと？」


    　訝いぶかる顔をするノイに、イスカは確かめるように口を開く。


    「あたしには、ティエラの下でウィルさんたちが飛ぶ姿が見えてる。それを、全ての都市の人たちに見せられたら、誰かが気付いてくれるかもしれない」


    　動力をフル稼働させるなどという細かな意思を伝えることはできない。


    　それでも、今このティエラで何が起こっているのか。それを伝えることはできる。


    　ノイは首を横に振る。


    「住民が、暴徒になるぞ」


    　ただでさえ、狭い都市に閉じ込められ、外の世界など存在しないように教えられてきたのだ。空に魅せられたアルトが暴走したように、住民が外へと押し寄せるのが目に見えている。


    　そして、外の空気に触れればティエラの人間は命を落とす。


    「──それでも！」


    　イスカは強い声を上げる。


    「ここは、ティエラなんだよ？　何も知らないまま、誰とも知らない人が命を懸かけて、それでまた何も知らないまま生きていくって、それでいいの？」


    　各都市の住民は、不自然なほど平然としている。


    　足元の大地が空にあることさえ知らないのだ。せいぜい、地面が揺れることに不安を抱く程度のもので、それもソルダートに睨にらまれれば知らぬ振りをする。


    　きっと、ティエラの墜つい落らくを防いでも、それは変わらないのだろう。


    　イスカには、それが許せない。


    



    「あたしたちはもう、人任せじゃなくて自分たちで考えて、選んでいかなきゃいけないんだよ」


    



    　そうでなければ、またシュネーのような存在にいいように利用されるだろう。


    　ノイが大きく目を見開き、それから笑った。


    「……なるほど。私は君が誰なのかはよく知らないが、確かに君には従いたくなった」


    　思えば、ノイは突然巻き込まれて、もっとも状況について行けてない人間なのだ。


    　それでも、何も言わずにやれることをやってくれている。


    「そっちの機能も回してくれ。都市との接続は私がやる。君は、流す映像をしっかりと繫つないでくれ」


    「はい！」


    　イスカが〈空の鍵〉となったことで、ウィルとヒルダは窮きゆう地ちに陥おちいり、ジェシカとレンの命さえも危あやうくした。


    　しかし、それがなければこうして繫ぐ今もなかった。


    　正しくはなかったかもしれないが〝選択〟は確かに少しずつ、希望を未来に繫いでいた。


    



    
      [image: ]

    


    



    　眼下には広大な雲うん界かい。


    　頭上には墜おち行くティエラの大地。


    　二つの障しよう壁へきに挟まれた空は、ずいぶんと窮屈に思えた。


    　──だが、悪くない。


    　上下一〇〇〇界碼ヤルドという閉ざされた範囲でありながら、そこには挑むべき偉大な存在が待ってくれている。


    　ものを思わぬ機械からは得られぬ高揚だった。


    　手た綱づなを振るう。


    　翼にギシリと小さな軋きしみを残して、〈霞か曲きよく〉は垂直降下を開始する。


    「歌え、ジェシカ。俺が飛ぶ！」


    　背中越しに小さく頷うなずくと、ジェシカも静かに唇くちびるを震ふるわせた。


    



    『──此にひもとくは黄昏への序曲（rɔ[image: ]ke mju[image: ]gwest eɵd mei[image: ]re lu[image: ]kem gə[image: ]rtles,）──《宿り木》の一枝の詠──（aikiʃ ɔt ʌrʌke 《mistiltein》）』


    



    　背から小さな翅つばさが突き出し、そこから青白い粒子が[image: ]こぼれる。


    　粒子は風に乗って上昇を続け、ティエラの底に触れると苔こけのような緑を広げていく。


    　──問題は、これをどこまで広げられるかだ。


    《宿り木ミストルテイン》の種を風に乗せるため、霧む妖ようにティエラを襲おそわせないため、ウィルは誰よりも鋭く踊る必要がある。


    　すぐさま小さな霧妖が正面から襲いかかってきた。


    　砲弾のような楕円形の体に、左右から鰭うろこのような小さな翼を持つ霧妖。群島付近に広く生息する、尖せん魚ぎよと呼ばれる部類のものだ。


    　懐なつかしい友人に出会ったような親しみさえ抱いて、ウィルは軽く手た綱づなを緩ゆるめる。


    　尖魚が乱した風に乗って、スルリとその上を滑るように翼がすれ違う。


    　風乗りフエアリーターン──ジェシカが編みだし、ウィルが名付けた空戦技だ。


    　そしてウィルが自分自身で空を飛ぶ支えとなってくれた技。体で覚えたその技が、ただ突っ込むだけの尖魚の群れの中を泳ぐように機体を進ませる。


    　牙きばを以もつて抗あらがうでもなく、ただ真横を通り過ぎるだけのそれは、空に居を於く主たちにとっては侮ぶ辱じよくに外ほかならない。


    　群れは一挙に動きを変え、〈霞か曲きよく〉を追い始める。　


    　それはもはや一つの巨大な生物のようでさえあった。


    　歴戦の〈渡り鳥〉でさえ恐怖を抱くだろう光景に、ウィルは獰どう猛もうなまでの笑みを浮かべた。


    　──いい子だ。そのままついて来い。


    　そう。ここでの目的は、霧妖を撃墜することではない。逃のがれることでもない。


    　空から降ってくる脅威テイエラを放ったらかしたくなるほど、自分たちに夢中にさせることなのだ。


    　手綱を振るう。


    　高揚のまま身を震ふるわせるように翼が羽ばたき、〈霞曲〉はさらに加速する。


    　機体が青白く発光し、それを見る者に残像を焼き付け始める。


    　速度計は、時速一五〇界里ミールを示していた。すでに通常の翼つばさ舟ぶねを遙はるかに圧倒する速度だ。


    　尖魚の群れを引き離す速度に、また別種の霧妖が出迎えるように現れる。


    　──烏う蓮れん……そういえば、この辺りには多かったな。


    　軟体動物のような体を持ち、その後ろには帯のように長い脚を持つ霧妖だ。この霧妖はその長大な脚を以て、跳弾のように鋭角の旋回を得意とする。


    　またその大きさも一〇界碼ヤルドを超えるほどの巨体で、翼舟が子犬に見えるほどの差がある。


    　そんな大物が、群れで現れていた。


    　ジェシカからの助けはない。彼女は歌わなければならないのだから。


    　それでも、ウィルの顔には恐怖も焦しよう燥そうも浮かんでいなかった。


    　千を超えるだろう霧妖の群れに向かって、ウィルは笑みさえ浮かべてこう宣言した。


    



    「──さあ来い。今日の俺には、誰もついては来られないぞ」


    



    　その挑戦に応えるように、霧む妖ようたちが咆ほう吼こうを上げた。


    　並走する烏う蓮れんの一匹が、突如真横に加速する。


    　すでに何度も見て、戦った動きだ。


    　ウィルは軽く手た綱づなを引き寄せ、機首を上げて瞬間的に減速する。


    　烏蓮の特攻は空振りになるが、それだけで終わってくれないのがこの霧妖の恐ろしいところだった。


    　回避に成功した瞬間、烏蓮の脚が大きく広がり、風車のように回転する。


    　石造りの壁でも易やす々やすと砕くだろうそれは、掠かすりでもすれば瞬またたく間に翼を打ち砕くだろう。斧おのの旋回に外ならなかった。


    　そして、飛行速度ゆえに〈霞か曲きよく〉はその断頭台のような回転に突っ込む形になる。


    「甘い！」


    　手綱を左に引き込み、機体を傾かせる。螺ら旋せんを描いて回転する翼つばさ舟ぶねは、十本からなる脚の隙すき間まをスルリと潜くぐり抜けた。


    『ギュイィィィィィィィィィィイッ』


    　烏蓮が怒りの声を上げるが、ウィルはすでにそれを遠くへ置き去りにしていた。


    　その先に待つ霧妖の群れへと飛び込みながら、ウィルは後方を意識する。


    　ウィルたちとは逆の方向に飛んだレンはというと、散弾を放ちながら霧妖の注意を引きつけていた。


    　翼舟でこそないものの、こちらもウィルに劣らぬ飛行技術の持ち主なのだ。そこにこの派手な攻撃が加われば、目立たないわけがない。


    　大量の霧妖を引きつけ、それでも悠々と駆け抜けていた。


    　レンが無事であることを確認して、再び意識を目の前の空に戻す。


    　ジグザグの軌跡を残して、何体もの烏蓮が飛びかかってくる。


    　ウィルは手綱を短く握り、鋭く急制動と急旋回をかける。霧む鍵げん機関が急速に回転数を変動させ、明滅する機体がいくつもの残像を生む。


    　──レンの弾幕に比べれば、どうってことはない！


    　散弾と〈ファントム〉の銃火の雨の中、ジェシカが指示を放棄したときは死ぬと思った。


    　それに比べれば、烏蓮の特攻は大きいというだけでどうということはなかった。少なくとも、こちらは目に見えてから回避しても間に合うのだから。


    　そして、残像を貫つらぬく烏蓮たちが、また《宿り木ミストルテイン》の欠片かけらを遠くの空へと運んでいく。


    　そんなとき、ジェシカが警戒を促うながすようにキュッと腕に力を込めた。


    　素早く視線を左右に向けて、ウィルも気付いた。


    　すぐ下の雲うん界かいに、蛇へびのような長大な影が浮かんでいた。


    　肌が粟あわ立だつのを感じた。


    　見覚えがある。


    　なぜなら、ウィルに空の洗礼を与えてくれたのは、この霧む妖ようなのだから。


    



    「──界かい竜りゆうか！」


    



    『ギュィィィィィィィィィィィィィイッ──』


    〈霧きり〉の海を貫つらぬいて、青の鱗うろこを持つ霧妖が浮上する。


    　目も覚めるような、鮮やかな青。


    《エインヘリヤル》が変化した生まれたてとは、明らかに格の違う美しさ。


    　忘れようはずもない、かつて遭遇した霧妖の中でも、最大最強の好敵手の姿だ。


    　並みいる霧妖が臣下のように傅かしずく存在が、ついに姿を現していた。


    　同時に、それはこんな偉大な霧妖までもが〈霞か曲きよく〉に夢中になったということでもあった。


    　今さら、ティエラを襲おそおうとする霧妖はいない。


    　歓喜すら感じて、ウィルは吼ほえる。


    「もう一度飛んでくれるか、空の王よ！」


    　手た綱づなを振るう。


    　機体が鳴動し、霧む鍵げん機関の回転数が焼き切れんばかりに上昇する。


    　半年前に挑んだとき、ウィルの手には界竜を墜おとすだけの火力が存在した。


    　今、この機体には何一つ飛び道具は搭載されていない。ジェシカも〈霧〉を防ぐために歌い続けているのだ。助けはない。


    　──いいや、俺たちは飛べる。それだけで、十分なんだ。


    　あるいは、この空には銃じゆう機き槍そうすらも不要なのかもしれない。


    　高度を下げる。


    　雲うん界かいに接して、〈霧〉が壁のように噴ふき上がった。


    　直に〈霧〉を取り込み、さらに速度を増していく〈霞曲〉に、それでも界竜は食らいついてくる。


    　──これでも、向こうの方が速いのか！


    　今、霧鍵加速器ミストブースターを使うわけにはいかない。


    　あれを使ってしまったら、機体のネジというネジが打撃を受ける。場合によっては、空中分解もありえるのだ。


    　これからティエラが浮上するまでの間、時間稼ぎをしなければならない今、使うわけにはいかなかった。


    　勢いよく手綱を横に引き、真横へ滑るように転換する。


    　発光現象が生み出す残像に、しかし界竜は惑わされることなく〈霞曲〉を追い続ける。


    　──さすがに、こんな目め眩くらましに引っかかる相手じゃない、か。


    　残像で煙に巻けた〈ファントム〉が、いかに稚ち拙せつな相手であったかを思い知る。


    　多段高速旋回ゴーストアクセルを繰り返し、いくつもの残像を置いて行くが界かい竜りゆうは見向きもしない。正確にウィルの後ろを追って来ていた。


    　銃があれば──そう願わずにはいられない。


    　だが、それでも飛ぶことを選んだのはウィルであり、ジェシカだ。少し調子が悪いからと、待ってもらえないのが空だ。


    　空は誰に対しても平等で、対等なのだ。


    　──墜おとせないなら、振り切るのが定じよう石せきだ。


    　雲うん界かいに潜る。


    　ティエラの影もあって、視界はほとんどゼロに近い。


    　それでも、背後から近づく巨体に風の音が変わる。


    　──ここだ、来る！


    　わずかに手た綱づなを傾け、機体を真横に向ける。


    　あわや船体を掠かすめるような側そばを、界竜の顎あごが貫つらぬく。


    　風乗りフエアリーターンは頼れない。あれは回避にこそ優れているが、使うたびに必ず減速してしまう。界竜を振り切ることはできない。


    　多段高速旋回ゴーストアクセルもそうだ。残像が意味をなくした以上、瞬間的な回避には使えても速度を殺すことには変わりはないのだから。


    　ジェシカから学んだ技のことごとくが、ここでは使えないのだ。


    　それは、ある意味では当然のことだった。


    　ジェシカの翅つばさは蝶ちようのそれなのだ。ときとして空間を跳んだような回避能力を誇るとしても、速度に秀でているわけではない。


    　──もっと速く！


    　霧鍵加速器ミストブースターのような裏技ではなく、飛行技術で速度を上げるのだ。


    　自然と、ウィルは手綱を絞っていた。


    　今まで真横に開いていた翼が、機体に寄り添うように畳まれる。鋭角な角度を保つそれは、鳥よりも鏃やじりの姿に似ていた。


    　それは計算しての判断ではなかった。


    　大きく開いた翼は確かに風に乗るには最適だが、強すぎる風と〈霧きり〉をまともに浴びて少しずつ速度を殺している。


    　風に乗って飛ぶのが翼つばさ舟ぶねの特性であるため、速度に限界を作ってしまっているのだ。


    　これは、ジェシカの空ではない。


    　ジェシカから学んだ技ではない。


    



    　蝶ちようの翅つばさを追い続けた鯱しやちは、今、自分の翼で飛んでいた。


    



    　時速一九〇界里ミール──翼を畳んだことで、〈霞か曲きよく〉は少しずつ速度を上げていった。


    　しかし、速度を取るということは今度は回避性能を捨てるということだ。


    　背後から迫る界かい竜りゆうの顎あごに、ウィルは全神経を傾けて音を探る。


    　ボッと風を切る音。


    　反射的に手た綱づなを引き、翼をほんの少し開く。強烈な風を受けた翼が機体を上方へと傾け、進路を逸そらした。


    　ビリビリと空気を震ふるわせ、界竜の巨体が真下を貫つらぬく。


    　冷や汗を伝わせながらも、攻撃のたびに界竜の速度が落ちることに気付く。


    　──つまり、速度が上がれば界竜もそうは攻撃できないってことだ。


    　失速したあとは、界竜も全力を尽くさねば〈霞曲〉に追いつけない。


    　チラリと上方に目を向ける。


    　回避したことで、機体は頭ひとつ分、雲うん界かいから飛び出している。


    　──もう、あんなに高度が下がってる。


    　雲界に近づいたことで、さらに落下が加速したのだろう。


    　今やティエラの高度は雲界まで五〇〇界碼ヤルドに迫っていた。


    　タイムリミットを感じて、ふとある考えが閃ひらめく。


    　──いや、これは使えるんじゃないのか？


    　五〇〇界碼ヤルドなど、今の〈霞曲〉の速度なら、三秒もあれば届く距離だ。


    　再び後ろから界竜が食らいついてきたことを確かめ、ウィルは高度を上げていく。


    　──ジェシカを頼れないのが、痛いな。


    　空での正確な距離感は、ジェシカの方が上だ。


    　高度計の変化は急激なものではなく、自分の感覚で把握しなければならない。


    　後方からは、ウィルを捉とらえようと界竜が躍起になっているのが伝わってくる。


    　──もう少し。


    　遅れればティエラに衝突。速すぎれば界竜の[image: ]え食じき。


    　そんなティエラの底が眼前に迫ったときだった。


    　キュッと、ジェシカが回した腕に力がこもる。


    　反射的に、ウィルは手綱を横に引き、機体を反転させた。翼の先に白い雲の螺ら旋せんを残して、上下が逆転する。


    　背面飛行に入ると同時に畳んでいた翼を開き、天井のティエラを滑るように滑空した。


    　その真後ろで、ドゴンと凄すさまじい音が響いた。


    　ちらりと振り返れば、ウィルに夢中になっていた界かい竜りゆうは回避しきれず、ティエラに衝突していた。目を回したのか、そのままフラフラと高度を落としていく。


    　言葉がなくとも、互いの意思は伝わっていた。ジェシカはウィルの狙ねらいを的確に読み、ウィルはそれが伝わっていることを即座に理解したのだ。


    



    　ジェシカの詠うたが完成したのは、そのときだった。


    



    　雲うん界かいから莫大な量の〈霧きり〉を喰くらった《宿り木ミストルテイン》は、爆発的に成長してティエラの端まで伸びていく。


    「やった！」


    「……駄目。足りない」


    　苦渋の滲にじんだジェシカの声。


    　見れば、確かに枝のいくつかは大陸の端に届いてはいるものの、地表側へはまるで届いていない。


    　それに加え、やはり大陸中央に穿うがたれた大穴だ。


    　広範囲に広げたこともあり、この穴はまるで塞ふさがってはいなかった。


    「せめて、もう一つ《ミストルティン》があれば……」


    　ジェシカの詠だけでは、大陸全土には至らないのだ。


    　そして、いよいよもってティエラの高度は〈霧〉に接触するほどになっていた。


    「──レン？」


    　それを見かねたように、黒こく狼ろうが飛び出す。


    『オォォオォォォォォォォォォォォオンッ！』


    　高らかに吼ほえると、夕陽色キヤロツトオレンジの少女の体が黒狼の中へと沈んでいく。


    　そして、その姿は爆発的に巨大化する。


    　──《フェンリル》！


    　かつてウィルとジェシカが相対した、最大最悪の霧む鍵げん式しき──十全な〈霧〉を手に入れた黒狼は、その真なる姿を解き放っていた。


    　最大出力の《フェンリル》が、ティエラの底へと体を押し付ける。


    　──おい、押し戻すつもりか？


    　いかに《フェンリル》が強大とはいえ、単体で大陸を押し戻すなど雪崩なだれを棒切れで止めるようなものだ。


    　それでも、墜おちて行くティエラを見ていても立ってもいられなくなったのだ。


    　そんな黒狼にも、霧む妖ようは容赦なく襲おそいかかる。


    「お前らの相手は俺だ！　こっちに来いよ！」


    　どれほど叫ぼうとも、黒こく狼ろうに気付いてしまった霧む妖ようたちが狙ねらいを変えることはない。


    　ウィルとてすでに数十、いや数百に上ろうかという霧妖を引きつけているのだ。庇かばいに戻ることは難しかった。


    　──くそっ、どうすりゃいい！


    　そんなときだった。


    



    『──お願い、止まって！──（meltɔ[image: ]m ɔumʌt!）』


    



    　その言葉は、ウィルには理解できないものだった。


    　だが、知っている。


    　彼女が歌う詠うたは、常にこの言語なのだから。


    　そしてウィルは目を疑うことになる。


    「霧妖が、止まった……？」


    　ジェシカの声に応えるように、霧妖の攻撃が止まったのだ。


    　警戒を解かぬように、黒狼の周囲を旋回してはいるものの。


    　──どうなってるんだ？


    　ハッとしてジェシカに振り返る。


    　彼女も驚いた顔をしてはいるが、同時に確信を持っている表情だった。


    　レーゲル・ヴォルトは、絶対の言語なのだ。


    　そして言語とは、他者に意思を伝えるための手段なのだ。


    



    　かつては人だったという霧妖に、ジェシカの言葉は確かに届いていた。


    



    
      [image: ]

    


    



    　ピクリと、ジェシカが身を震ふるわせた。


    「──ウィル、下！」


    　翼つばさ舟ぶねの真下に、大きな影が浮かんでいた。


    　上空のティエラによるものではない。雲うん界かいの底から、何かが浮上してきているのだ。


    　──なんだこいつ。大きい……どころじゃないぞ！


    　それは、ちょっとした小島ほどはあった。


    〈霧きり〉をまき散らし、ようやく覗のぞいた背はほのかに輝いていた。


    　鱗うろこが光っているのだと思って、すぐに違うとわかった。


    　それは、苔こけだった。深い〈霧〉の奧でぼんやり光るのだろう、光ひかり蘚ごけの一種だ。それがあちこちで群生を作っている。


    　一面に苔こけが茂る背は、平原のようでさえあった。


    　そして、ウィルはこれが霧む妖ようであることを知った。


    　遙はるか前方から浮かび上がった側面に、黒い眼が嵌はまっているのだ。


    



    「これは──帝てい鯨げい……だとっ？」


    



    　数百から数千年を生きると言われ、界かい竜りゆうすらも遙かに凌りよう駕がする、正しよう真しん正しよう銘めいの雲うん界かいの主。


    　伝説級の霧妖だった。


    　恐らく、雲界の底にまで届いたヒルダの一撃に反応して、浮上してきたのだろう。


    　あまりに圧倒的な姿に、ジェシカでさえも畏い怖ふするように息を殺していた。


    



    『ホォォォォォォォォォォォォ──』


    



    　それは、吼ほえると表現するような荒々しいものではなかった。


    　だというのに、翼つばさ舟ぶねがビリビリと震ふるえた。静かにして力強い嘶いななきは、空そのものを揺るがしていた。


    　これが、雲界の深淵。


    　空の王たちの、さらに頂に座す覇者。


    　手た綱づなを握る手が、震ふるえていた。


    　霧妖たちを圧倒した自分が、いかに矮わい小しようであるかを思い知らされた気分だった。


    　そんなウィルの口から[image: ]こぼれたのは──


    



    「すげえな」


    



    　万感を込めた、呟つぶやきだった。


    　ジェシカが、キョトンとした顔をする。


    「ウィル、笑ってるの？」


    　恐怖でおかしくなったわけではない。


    　空の最果てから、この偉大な存在が出向いてくれたのだ。そのことに、純粋な喜びを感じていた。


    　それから、ジェシカの手をそっと握った。彼女にとっても帝鯨は畏い怖ふに値する存在なのか、小さく震えていたのだ。


    　ジェシカの震えが、止まった。


    　それから、小さく息を吸い込むと、鈴を転がすような声こわ音ねで凜りんと口を開いた。

  


  [image: ]


  
    『──空を騒がせたことはお詫びする。（heuliʃ iəriʒʌt）墜ちる石を止めたい。（mɔmiɔʃ ɔumʌt ʌmet ʌrʌke ɔutɵ）時間を、与えてほしい──（meltɔ[image: ]m　si[image: ]kɵ）』


    



    　絶対言語レーゲル・ヴオルトの語りかけに、霧む妖ようたちはまるで動かなかった。


    　彼らの意思が、眼下の帝てい鯨げいへ注がれているのは明白だった。


    　ウィルも、固かた唾ずを呑のんで帝鯨の挙動を見つめる。


    　そんなウィルを見定めるように、帝鯨の眼もまた翼つばさ舟ぶねへと向けられていた。


    『ホォォォォォォン──』


    　再び、帝鯨が鳴く。


    　息が詰まるほどの音の衝撃に、ウィルは歯を食いしばる。


    　ジェシカが、困惑するようにしがみついてきた。


    「帝鯨は、答えたのか？」


    　ウィルの問いかけに、ジェシカは[image: ]かつ藤とうするように口をつぐむ。


    　ややあって、躊躇ためらいがちに口を開く。


    「……帝鯨が、来いと」


    「来いって、どういう意味だ？」


    「言葉のまま」


    　心臓が、大きく鳴るのを感じた。


    「それってまさか、そういう意味か？」


    「そう」


    「俺に、来いって言ってくれてるのか？」


    「そう」


    　ブルリと体が震ふるえる。


    　それでも信じられないというように、ウィルは口を開いた。


    



    「挑んでこいって──そう言ってるのか？」


    



    　ジェシカは、確かに頷うなずいた。


    「力を示して。それが空の、たった一つのルール」


    　ウィルとジェシカは、空の最果てを目指す。


    　そのたった一つの夢のために、ここまで飛んできたのだ。


    　その雲うん界かいの深しん淵えんから現れた主が、試すという。


    　だが、これは同時に途方もない奇跡が実現した瞬間でもあった。


    　ウィルが震えているのは、その事実によるところの方が大きいかもしれない。


    



    　──ジェシカは、霧む妖ようとの架け橋になれる。


    



    　世界を滅ぼすだとか、救うだとか、そんな物騒な方法ではない第三の選択肢だ。


    　なぜなら、現に帝てい鯨げいは答えてくれたのだから。


    　なぜなら、彼らもまた、空を愛しているのだから。


    　たとえ空と空が隔たれていても。


    　たとえ八千年前に見捨てた者と見捨てられた者であっても。


    　空を見上げ、その向こうを望むというただ一点に関しては、我々は理解し合えるのだから。


    　人であり、霧妖であり、そのどちらをも超越した言語を操あやつるジェシカだから許された答えだ。


    　今まで自分が背中に乗せてきた少女が、どれほど得がたく、掛け替えのない存在であるかを初めて知った。


    　ゴクリと、喉のどが鳴った。


    　ここで、ウィルに任された役割は、あまりに大きい。


    　手た綱づなの下に取りつけられたレバーに目を向ける。


    　これを使えば、確かに〈霞か曲きよく〉は帝鯨にも挑めるかもしれない。いや、この〈霞曲〉を差し置いて、他にこの場に相応ふさわしい舟など存在しないだろう。


    　霧妖との対話という、誰も考えもしなかった可能性を提示したジェシカは言うに及ばない。


    　──だが、俺はどうだ？


    　長らくジェシカの背中を追い続け、今もなお届いたとは思えない。


    　そのジェシカでさえ届かぬというこの帝鯨に、果たして自分に挑む資格があるのか。


    　それを慰なぐさめるように、いやむしろ褒ほめるように、ジェシカが体を寄せる。


    



    「飛んで、空の鯱しやち。きっと、空の王にも届く」


    



    　その言葉で、全てが吹っ切れた。


    　霧鍵加速器ミストブースター──〈霞曲〉の全機能を解放する禁じ手の引き金。


    　それを引いて、ウィルは吼ほえた。


    「応！」


    　そして〈霞曲〉も輝き始める。


    　青く、鮮烈に。


    　それが、開戦の合図となった。
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    　爆発したように霧む鍵げん機関が鳴動し、瞬またたく間に速度計が振り切れる。


    　目を開けることも、息をすることもできないほどの風に、機体から振り落とされそうだった。


    『──────────────』


    　風の中に、詠うたが流れる。


    　空の鍵が歌うような、虚うつろな音色ではない。世界を救うという夢を見た、とある男のために二人の少女が捧げた詠だ。


    　詠と共に機首から青白い光が[image: ]こぼれ、それが膜となって〈霞か曲きよく〉を包み込む。


    　風から守られて、ようやく前方を泳ぐ帝てい鯨げいの姿を把握する。


    　──雄大だ。


    　そうとしか、表現できない姿だった。


    　苔こけの生えた体からは、左右に三枚ずつ巨大な鰭ひれが突き出している。それは翼つばさ舟ぶねのように透き通っていて、うっすらと赤い紋様を浮かべている。血管なのだろうが、霧む鍵げん式しきの魔方陣のようでもあった。


    　ウィルたちの故郷、ハイフォニアの島よりは小さいが小島と呼ぶにはあまりに大きな体。


    　銃などという不ぶ粋すいなものは必要なく、ただ共に飛んでいたい。


    　そう思ってしまうほど、頼もしく美しい姿だ。


    　とてもではないが、霧む妖ようなどという不ぶ粋すいな呼び方はできない。


    　──俺は、彼に力を示さなきゃいけない。


    　その手段は、提示されていない。


    　当然だ。


    　誰かに決められた空を飛ぶことなど、なんの証明にもならない。


    　ウィルがウィルの方法で、帝鯨が帝鯨の意思で、決着を定めるのだ。


    　それが、空に在る者の戦い方だ。


    　この空を渡って、ウィルが学んだルールだ。


    　広げた翼は確かに自由を与えてくれる。


    　だが、前を行く者を追うには妨げでしかない。


    　格下を相手にするならばともかく、今、ここで挑むのは空の覇者だ。


    　挑戦者ウイルには、全ぜん身しん全ぜん霊れいを捧げる義務がある。


    　界かい竜りゆう戦と同じく、翼を畳んでさらに頭を下げる。機体に抱きつくような姿勢で、少しでも風の抵抗を減らすのだ。


    　じわじわと、〈霞曲〉は帝鯨を追い上げるが──


    「ウィル、帝鯨が動く！」


    　ジェシカの声に、反射的に手た綱づなを振るった。


    　ふわりと高度を上げた瞬間、それは起こった。


    



    　帝てい鯨げいが六枚の鰭ひれを優美に広げ、羽ばたくように空を搔かく。


    



    　爆風のような衝撃が空を駆け抜けた。


    「ぐぅぅぅっ──」


    　ともすれば機体がバラバラになりかねない暴風の中、ウィルは血が滲にじむほど強く手た綱づなを握っていた。


    　──離されたら、終わりだ。


    　一度でも引き離されたら、〈霞か曲きよく〉の性能を以もつてしても追いつくことはできないだろう。


    　どれほど風が暴れようとも、帝鯨に食らいつかなくてはならない。


    　乱気流を乗り越えると、また少し帝鯨が前へと進んでいる。


    　ティエラの高度はさらに下がっており、直下の雲うん界かいに挟まれて空が道のように伸びていた。


    　この遮さえぎられた空の道を抜ける瞬間が、決着のときだと漠然と理解する。


    　大陸を潜り抜けるまでに、帝鯨を追い越さなければならないのだ。


    　──ただ、真っ直すぐ飛ぶだけじゃ追いつけない。


    　霧む鍵げん機関の出力はすでに臨界で、小手先の空戦技でさらなる加速を得ることはできない。


    　羽ばたき一つでこの騒ぎだ。


    　わずか数十界碼ヤルド先を行く空の覇者が、あまりに遠かった。


    　そんなとき、ジェシカがキュッと腕に力を込める。


    「もっと速く──大丈夫──飛べる」


    　ジェシカの背から、蝶ちようの翅つばさが突き出す。


    　風を遮らぬよう、くしゃりと折り畳まれてはいるが、本来の大きさの翅──破れてしまった翅だ。


    　その翅から、淡く輝く鱗りん粉ぷんが[image: ]こぼれた。


    「──乗りこなして、ウィル！」


    



    　ジェシカの声と共に、霧鍵機関が火を噴ふいた。


    



    「う、お、お、お、お、おっ？」


    　すでに臨界状態だったのだ。


    　霧鍵機関が爆発したのかと思って、そうではないとわかった。


    　燃えているのは、ジェシカの鱗粉だ。


    　──可燃性の高い鱗粉。機械には、よく効く──


    　いつだったか、ジェシカはこれをそう説明した。


    　爆発的に燃焼した鱗粉が、新たな推力となって〈霞曲〉を前に進めていく。


    　それはもはや暴走と呼ぶべき加速だった。


    　機体がバラバラになると感じた。


    　それでも──


    　──乗りこなせと、ジェシカが言ったんだ！


    　ジェシカだけではない。ヒルダとジゼル、ヴィンゲン家の姉妹の詠うたによって紡つむがれ、バード──ランディス・ベルナールが残し、ポールマンがさらなる可能性を見せてくれた。


    　たくさんのものを託されて、ウィルはこの翼を駆っているのだ。


    　暴れる機体を押さえ込み、風を突き破るように機首を真っ直すぐ前に向けるように意識する。


    　一瞬でも気を許せば、機体は風に負けて腹を見せる。風圧と霧む鍵げん機関に挟まれて、翼つばさ舟ぶねは圧あつ壊かいするだろう。


    　食いしばった歯からは出血が始まり、手た綱づなを握るグローブの中では爪が割れていた。


    　それでも、ウィルは確かに風の向こうへと突き進んでいく。


    　帝てい鯨げいの、黒い眼が隣に並んでいた。


    　薄暗い雲うん界かいの上に、境界線のような明かりが射し込んでいる。


    　──空の道が、終わる！


    　ウィルを突き放すように、帝鯨が動くのがわかった。


    「帝鯨が羽ばたく！」


    　ジェシカの声と同時に、ウィルは帝鯨に向かって手綱を振るった。


    「踏ん張れジェシカ！」


    　羽ばたきが起こす衝撃に、ウィルは真っ直ぐ突っ込んだ。


    〈霞か曲きよく〉を守る光の膜が、ひとたまりもなくはじけ飛ぶ。


    　暴力的なまでの風圧に、意識どころか体ごと持っていかれそうになる。


    　それでも、ウィルは手綱を手放しはしなかった。


    　そして──


    



    　視界いっぱいに光が広がった。


    



    　雪のようにも見える白銀に、流動する〈霧きり〉が淡い濃淡を彩る。


    　空を仰あおげば、懐なつかしい蒼そう界かいの青が見果てぬほどに広がっていた。


    　青と白の世界を、〈霞曲〉と帝鯨は並んで飛んでいた。


    　──どっちだ？


    　突き放されはしなかった。


    　しかし追い抜くこともできなかった。


    　勝敗は、どちらに傾いたのか。


    　ジェシカが、満足そうに額ひたいを擦りつけた。


    



    「ほら、届いたでしょう？」


    



    　それが、答えだった。


    　帝てい鯨げいが、祝福するように大きく鳴いた。


    



    
      [image: ]

    


    



    「ウィル、霧む妖ようたちが！」


    　勝利の余韻は、ジェシカの悲鳴じみた声に吹き飛ばされる。


    「なんだ？　何を、しているんだ？」


    　霧妖たちが、ティエラに向かって体当たりをしていた。


    　いや、体当たりではない。


    　そのような攻撃的なものではなく、まるで天井のティエラを支えるように体を押し付けているのだ。


    「あいつら、ティエラを押し返すつもりか？」


    　それはレンの行動を準なぞらえるようだった。


    　群れでウィルを追い回した尖せん魚ぎよから、それらを従える界かい竜りゆうまでもが、その美しい鱗うろこが傷つくことも厭いとわずティエラの大地へと身を捧げていく。


    　やがて、空を大きく旋回して帝鯨までもがティエラを押し戻そうと潜っていった。


    　数百、数千、あるいは数万に及ぼうかという霧妖に支えられ、ティエラの落下も緩ゆるやかになり、やがて完全に止まった。


    　そして、鯨波のような鳴き声が轟とどろく。


    



    『ホォォォォォォォォォォォォォォォォ──』


    



    　ジェシカが、信じられないというように口を覆おおった。


    「おい、どうした？　なんて言ってたんだ？」


    　この少女が、これほど狼狽うろたえている姿は珍しい。空の上では、初めてのことかもしれない。


    　やがて、ジェシカはどこか誇らしげにこう告げた。


    



    「──空の深淵にて、君を待つ──帝鯨が、そう」


    



    　空の覇者から、最高の贈り言葉だった。


    　きっと、雲うん界かいの底には、この帝てい鯨げいのような恐るべき存在がうようよしているのだろう。


    　そこに踏み込んでこいと、彼は言ってくれたのだ。


    「……ああ。必ず」


    　人の言語で、遠く離れた場所で、それでも届くと確信してウィルはそう答えた。


    　空の最果て──そこにたどり着かなければならない理由が、また一つ増えた。


    　そして、ウィルはやり残した最後の仕事を思い出した。


    



    　大きく高度を上げて、ティエラの上空へと抜ける。井戸の底の都市で、人々が慌ただしく動いているのが見えた気がした。


    　大きな施設に集まり機械を動かしているように見えるが、それ以上のことはわからない。


    　それを見下ろして、ウィルは機首に取りつけられた銃じゆう機き槍そうを外す。


    　ウィルのために、ジェシカが紡つむいだ刃だ。


    〈七つの鍵〉と相対し、幾度となく陥おちいった窮きゆう地ちを救ってきたのが、この銃なのだ。


    〈ブルドガング〉──ウィルがそう名付けたこの銃機槍には、もう一つの名前がある。


    「ジェシカ」


    　空に向けて突き出したそれに、ジェシカが目を丸くする。


    「……いいの？」


    「ああ」


    　頷うなずいて、ティエラの底にいるだろう霧む妖ようたちを意識する。


    「霧妖たちがここまでしてくれたんだ。救えるかもしれないやつらを、死なせるわけにはいかないだろう？」


    　このままティエラが浮上しても、住民の大半は〈霧きり〉に冒されるだろう。外縁部の都市は全滅だって考えられる。


    　そこで、迷う余地などなかった。


    　銃機槍に、ジェシカが手を重ねた。


    　切っ先を向けるのは、遠く、大地の向こうに映るシュタット・ヌルだ。


    　愛いとしそうに、ウィルはその銃を見つめた。


    　──あばよ、相棒。


    　そして、ジェシカが静かに語りかけた。


    



    『──咲いて、《宿り木》の華──（mei[image: ]re　hɔ[image: ]ges《mistiltein》)』


    



    　ガシャンッと刃が砕け、粉雪のように風の中を吹き抜ける。


    　それは意志を持つようにティエラ全土を駆け巡り、大地に触れると同時に発芽して木々を茂らせていった。


    　地上と地底の双方から芽吹くこの木々は、きっと雲うん界かいの〈霧きり〉からティエラの人々を守るだろう。


    　それは、都市を覆おおう壁の役目が終わったことを意味していた。


    　──あなたたちが夢見たそれとは、少し違うのかもしれないが……。


    　あの日、踏み躙にじられた〈封書〉は、今も郵便箱の中に残っている。


    　空を夢見た、とある男と女の記憶だ。


    



    　結末を見ることができなかった彼らの夢は、今ここで確かに果たされた。

  


  
    エピローグ


    



    「──残るって、どういうことだ？」


    　ウィルとジェシカが王都に戻ると、イスカとノイが出迎えてくれた。


    　レンもすでに大穴から戻ることができたらしく、少し離れた場所でヒルダに膝ひざ枕をしている。


    　全員無事に再会できたことに、喜びの声を上げた次にイスカがそう言ったのだ。


    　イスカが、仕方なさそうに微ほほ笑えむ。


    「あたし、今はこの国の全部の権限を持っちゃってるんだ。空の映像とか流しちゃったし、ティエラ王ももういない。ティエラはこれから、すっごく混乱することになると思う」


    「だったら──」


    「──だから、放っておけないよ」


    　ウィルは、首を横に振る。


    「空の鍵なんて、もう必要ないんだ。イスカが王になる必要なんかない」


    「……そういうのじゃ、ないよ。ここは、やっぱりあたしの国なんだ。タバサといっしょに歩き回った場所があって、孤児院ホームのみんながいる。そういう故郷なんだよ。だから、今はここにいたい」


    　イスカは、真っ直すぐウィルの瞳を見た。


    「ウィルさん。あたしも、ウィルさんたちが目指す空の最果てが見たい。いっしょに、空を飛びたい。でも、そのために何かを犠牲にするのは嫌いやだ。だって──」


    



    「空は逃げるための場所じゃなくて、挑むべき世界でしょう？」


    



    　そう言って、赤く染まった空を見上げる。


    　初めてイスカと飛んだ空が、こんな色だったのを思い出した。


    「だから、今は少しだけ、我慢する。時間はかかるかもしれないけど、でもこの国を無視しちゃったら、あたしは気持ちよく飛べないと思うから」


    　その意志を変える言葉が、ウィルには思い付かなかった。


    　縋すがるように、ウィルはレンに目を向けた。


    「レン、お前も、それでいいのか？」


    　その言葉に、レンはなんでもないように笑った。


    



    「大丈夫ですよ。イスカには、レンがいっしょにいてあげるですから」


    



    　これには、ジェシカまでもが目を見開いた。


    　ただ、そう言ったレンの顔はどこか大人びて見えた。


    「……本気、なんだな？」


    「はいです」


    　そう言って、未いまだ目を覚まさないヒルダを預けてくる。


    「ヒルダのこと、お願いです」


    「……わかった」


    「ウィル」


    　批難の声を上げるジェシカに、ウィルは首を横に振った。


    「空の最果てを目指すのは、俺とお前の夢だ。レンの夢は、レンが決める。……自分で、決めたんだろう？」


    　レンは頷うなずくと、一度だけギュッとしがみついてきた。


    「レンのこと、ずっと見てくれてありがとうです」


    　まったく以もつて少女らしくない言葉に、ウィルは鼻で笑った。


    「……馬鹿野郎。問題児がいなくなって、せいせいしてるぜ」


    「レンだって、ウィルとジェシカのいちゃいちゃから解放されてせいせいするです」


    　そう言ったお互いの声は、堪こらえきれないように震ふるえていた。


    　それから、耳元にそっとレンが囁ささやいた。


    



    （ウィルは、ジェシカのことが好きですか？）


    



    「おまっ、こんなときにナニ言ってんのっ？」


    「真ま面じ目めに聞いてるです」


    　困ったように顔を背けて、ウィルは渋々頷うなずいた。


    「……そんなの、当たり前だろ」


    　そう答えると、夕陽色キヤロツトオレンジの少女は太陽のような笑顔を返した。


    「だったらそれ──ちゃんと教えてあげないと、駄目ですよ？」


    　ウィルは殴られたように目を見開き、それから言葉の意味をかみ締めるように目を瞑つぶり、そして確かに頷いた。


    「ああ。確かに伝えていなかった。ありがとうな、レン」


    　ウィルから離れると、次にレンはジェシカに抱きついた。


    「ジェシカ、レンはレンの選択をしたです」


    「……そうね」


    　どこか愛いとおしそうに、ジェシカはレンの頭を撫なでた。


    「大好きです、ジェシカ。ジェシカがいなかったら、今のレンはここにはいなかったです」


    「……私も、レンが大好き。レンがいて、いつも楽しかった」


    　ジェシカからこんな言葉をかけられたのは、いかに空が広くともレンだけだろう。


    　そんな二人を横目に、ウィルはイスカに目を向けた。


    「イスカ。お前の名前は、この国じゃ生いけ贄にえって意味らしい」


    「……うん。そう、聞いたよ」


    「でもな。蒼そう界かいにも同じ名前の鳥がいるんだ」


    　そこで一度言葉を切って、ウィルはこう言った。


    



    「イスカという鳥は、渡り鳥なんだ。うちの四番目の席は、いつでもお前のために空いてる」


    



    　キュッと胸を押さえて、イスカは微ほほ笑えんだ。


    「ありがとう。必ず、帰るよ。レンといっしょに」


    「ああ。待ってる」


    　ティエラの動乱が、いつまで続くかはわからない。


    　それでも、彼女たちは必ず戻ってくるだろう。


    　空は険しく残酷な世界だが、全てを受け入れてくれるのだから。


    　ウィルは伸びをする。


    「さて。それじゃあ、俺たちもそろそろ蒼そう界かいへ戻るとするか。ポールマンの野郎も、拾っていってやらねえとな」


    　そのひと言に、イスカが痛みを堪こらえるように唇くちびるを嚙かんだ。


    「ウィルさん……。あのね──あっ」


    　何かを言いかけたイスカを遮さえぎるように、ノイが割り込んだ。


    　そして、諭さとすように首を横に振る。


    　イスカはわずかに逡しゆん巡じゆんするが、やがて小さく頷うなずいた。


    「おい、何の話だ？」


    　ウィルが問いかけると、ノイはなんでもなさそうに首を横に振った。


    「ティエラの混乱は、そう長くは続かないさ」


    　イスカの言葉を誤ご魔ま化かしているのはわかったが、ウィルは動乱の行く末に注意を引かれた。


    　ノイは、刃は毀こぼれだらけの赤い剣を空に向ける。


    



    「道みち導しるべは示された。目指す先が見えているうちは、人はそれほど迷わないものだ」


    



    　その言葉は、ウィルも自然と受け入れられた。


    　空の門は開かれた。


    　それは新たな道導となって、道を作っていくのだろう。


    　ここはもう、空のない国ではないのだから。


    「じゃあ、そろそろ……」


    　イスカたちには、まだやるべきことが山ほど残っている。


    　ウィルたちにも、帰るべき場所がある。


    　誰からともなく手を差し出し、そして重ね合った。


    



    「また会おう」


    



    　それが、別れの言葉だった。


    　去っていく彼女たちを見送って、ウィルは何気ない素そ振ぶりでジェシカに声をかけた。


    　まだ、やらなければならないことが残っているのだ。


    「なあ、ジェシカ」


    「何？」


    　すでに霧む妖よう化も解け、本来の金色に戻った髪をしゃらりと揺らして、ジェシカが首を傾かしげる。


    「実は、言い忘れてたことがあるんだ」


    「……今度は何」


    　いかにも言いにくそうな態度に、不穏なものを感じたらしい。


    　じとっと睨にらむ少女に、ウィルは正面から真っ直すぐこう告げた。


    



    「お前が、好きだ」


    



    　ぱちくりと、紫の双そう眸ぼうが瞬まばたきをした。


    　何を言われたのか、咄とつ嗟さに理解できないといった顔だ。


    　次第に意味を感じ取って、青白い肌が火照ったように赤く染まり、金色の髪までもが跳ねていく。


    「……そう」


    　怒りを堪こらえるかのように、震ふるえる声だった。


    　──おい。これって、どう受け取りゃいいんだ？


    　イエスでもノーでもない答え。


    　もしかして、自分が舞い上がってるだけで、ジェシカにとってそういう対象というのは重荷でしかなかったのだろうか。


    　今さらながらそんな可能性に気づき、ウィルは見る見る青ざめていく。


    　ジェシカはというと、俯うつむいてしまって表情は見えない。


    　桃色の唇くちびるが、小刻みに震えているのがわかる。


    　ずいぶん長い沈黙のあと、ようやくジェシカはボソリとこう返した。


    



    「……私、も」


    



    　長い髪をくしゃりと握り、堪えきれないように視線を逸そらし、それでも勇気を振り絞るようにもうひと言つけ足す。


    



    「……好き」


    



    　精一杯の言葉なのだと、確かに伝わった。


    　背筋がゾクゾクするような、そのままもみくちゃにしたくなるような、そんな衝動が全身を駆け抜けた。


    　それでも、腕にヒルダを抱かかえていたことでなんとか踏み堪える。


    「お、おう」


    　思わず見み惚とれてしまったウィルの口から出たのは、そんな間抜けな言葉だった。


    　今さらながら、ジェシカがそうとしか言えなかった気持ちが理解できた。


    　ウィルはヒルダを片腕で抱かかえ直して、もう一方の手を差し出す。


    「じゃあ、飛ぶか」


    「ええ。空へ」


    　手を握って、少年と少女はまた空を羽ばたいていった。


    　見果てぬ空に、深淵の空に、飽あくなき空への渇かつ望ぼうのままに。


    



    
      了

    

  


  [image: ]


  
    あとがき


    



    　ご無沙汰しております。『飛べない蝶ちようと空の鯱しやち～蒼あおの彼方より、最果てへ～Ⅲ』をお届けにまいりました、手て島しま史ふみ詞のりでございます。今回もなんとかあとがき書けましたよ。


    



    　ここのところ主人公二人のイチャイチャが野放図なので今回は惚のろ気けてもらいました！　そんなバカップルをよそに残酷な真実と直面するイスカ。本作きっての駄目な子ポールマンが男を見せ、そしてヒルダは今一度宿敵と相あい見まみえる。〈七つの鍵〉が世界を滅ぼすとき、踏み躙にじられた〈封書〉がティエラを動かす。空の門編完結！


    



    　第一部～たゆたう島の郵便箱～がウィルとジェシカの成長を描いたのに対し、この第二部～蒼の彼方より、最果てへ～は成長した二人がどこまで挑めるかを描いてきました。それとどこまでイチャイチャできるかとか！


    　ダラダラ語りたいこともありますが、ページがないので次は新刊告知です。


    　まずは今月同時発売の『剣けん刻こくの銀乙女ユングフラウ６（一迅社文庫）』こちらも六巻なんですよね。そして最終巻一歩手前ということもあってかなりいろいろ詰め込んでますのでよろしくです！


    　そして来月、以前からちょこちょこ告知してました新作『神じん器き少女は恋をするか？（ガガガ文庫）』発売でございます！


    　タイトルの通り、神話に登場する聖剣神剣が美少女となって、彼女たちから「生きるってなんですか？」とか訊きかれても困るような質問を投げられて右往左往しながらも楽しい学校生活を謳歌させる学園ラブコメとなります。お楽しみに！


    　はい、日常ものなのです。ずっとこういうのが書きたかったのですよ。


    



    　それでは今回もお世話になりました皆さまへ謝辞。


    　なんだか最近、気苦労ばかりかけてすみません担当☆さま。このイラストなくして蝶鯱はありえなかったと思いますイラストレーター鵜う飼かい沙さ樹きさま。校正、カバーデザイン、広報に携わってくださいました皆さま。いつも本買ってくれるＹくんＮさん。甘えたい放題ながらいつも励ましてくれる子供たち。そして本書を手に取ってくださいましたあなたさま。


    　今回もありがとうございました！


    



    
      雪で一面真っ白な朝に　二〇一四年　一月　手島史詞

    


    
      アトリエ月の窓　新館http://teshima.exblog.jp/

    

  


  
    手島史詞


    Fuminori Teshima


    



    代表作『影執事マルクの手違い』シリーズ。他『剣刻の銀乙女』など。クジラってなんかいいですよね。おっきいのに優しげで、しかしやはり力強くもあり、まさに海の王者だと思います。そんなクジラを描いてみました。
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